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が きえま

第42回日米学生会議は「地球時代の夜明けに－新たなる自己の存在と可能性への模索

(nnnprovingOurClobalCommunityThroughPaxticipationandCommunication)」の総合
テーマの下に行われ、東欧の改革や冷戦の終焉によってもたらされた従来の世界システムの崩壊、環

境問題といった世界規模の課題に直面している現代社会において、我々学生の一個人としての役割は
どうあるべきかを考えることを主題とした。EC統合により世界政治経済における覇権構造が変化し、

アメリカ合衆国と日本の位置も大きく変わってきている。さらに第三世界や環境問題を始め、国境を

越えた新しい国際協調が要求される時期を迎えている。そうした激動する時代の中で、国家も個人も

従来の概念に捕われているために、意識や行動の変換を容易に行うことはできない。しかし、特定の

国家に所属する「日本人」や「アメリカ人」という枠を脱し、世界という一つの共同体の一員として

現実を直視した上で、特定の利害関係に束縛されない意見を交換し、議論を尽くすならば、決してそ

れは不可能ではなく、新しい地球社会の形が見えるに違いない…そうした場を供給するものとして第

42回日米学生会議は開催された。

会議の中でも特に取り上げられた貿易・環境問題に関する議論は、一般に「アメリカ合衆国」「日

本」の国家としての利益を優先するが故に、しばしば物別れに終わる場合が多い。しかし、日米学生
会議の一参加者として互いに議論を重ね、一個人としての相互理解と信頼が確立されるならば、有効

的な解決は可能なのである。結論として出された、理想とされる解決策は同一方向を目指し、問題に

関する一般的な解釈や講演者の議論に対しての賛同、批判は国境を越えて一つとなる。相互理解と信

頼の重要性を再確認する、貴重な経験であったことは間違いない。

一方で、会議の中で毎年存在する問題もある。会議は基本的に英語で行われるため、日本側参加者

は相互理解以前に大きな困難に直面する。しかし、会議が進行するにつれて、参加者は一人の人間と

しての自己を意識し始め、相手の立場に立った行動が自然にとられるようになる。日米両参加者の有

志が全体に呼び掛け具体的解決策を探り、中間反省会においても全体の問題として取り上げられる。

こうした全員の意志疎通の確認がなされて、初めて相互理解と信頼が確立されることを全員が認識し

ており、その解決の過程においてまた新たな信頼が創造されるのである。

参加者は一カ月間の共同生活をとおし、いくつもの困難を解決する中で自らの身をもって相互理解

を体験する。その中で現代社会における諸問題を議論し、自己に引き付ける作業を行い将来にそれを

具体化する。そのときに第42回日米学生会議は終了するのである。冒頭で述べたとおり、日米学生会

議はそうした契機を提供し、想像を絶するエネルギーを生み出すのである。

世界は刻々と変化し続けている。我々学生はその変化を敏感に感じ、会議創設の基本概念である

「相互理解を通じての平和の達成」に基づく判断をしなければならない。それこそが我々の最終目的

であり、同時に、我々への先行投資に対する還元となるのである。

最後になりましたが、今会議の開催にあたってご尽力下さいました賛助団体・後援団体各位、並び

にご理解、ご協力を賜りました関係者の方々に対し、この場を借りまして厚く御礼申し上げます。

第42回日米学生会議実行委員長 金井隆
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第42回JASCの代表諸君へ

板 橋 並 治

第42回日米学生会議の開会にあたり、会議

の日本側主催閉体である国際教育振興会を代

表し、また第1回会議の創立委員の一人とし

て、日米両国の代表諸君に話す機会を与えら

れたことは、誠に大きな喜びであり、また光

栄である。

本音をいうと、第42回会議がアラスカで開

かれるということを知った時は、本当に嬉し

かった。なぜなら、米国の他の地域は殆ど知っ

ているが、アラスカだけは全く未知の地域で

あることと、日本に比べ非常に涼しい所であ

ると聞いていたからである。

会議の開会式で私は毎回同じようなことを

代表諸君に話すことにしているが、それは会

議が発足したいきさつ、特にこの会議が「学

生の頭脳から生れ、学生の不屈の努力によっ

て実現された」という事実と、その後の略史

についてである。

そうすることによって、代表諸君が会議の

誇るべき伝統、即ち「学生の、学生による、

学生のための会議」という伝統をよく理解し、

この会議の成功に全力を尽くそうという気に

なって貰いたいからである。

会議の期限は、今から57年前の春にさかの

ぼる。つまり、1933年の新学期が始まって間

もなく、東京の諸大学のESS会員の有志が、

青山学院の中山公威君の発議で集まり話し合っ

たのが会議の発端である。当時の学生は、会

合すると「天下国家」を論ずる傾向が強かっ

たが、我々も御多分にもれず当時の国際問題

壷苧一一一一一 、鵡蕊
一

ー

…
…

….一彦＝
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我々使節団員にとり、この様に重要な使命

をもった海外旅行は全く初めてであり、また

米国内の情勢も殆ど分からなかったので、こ

の使命を果し得るかどうか見当もつかなかっ

た。しかし、米国で第一に訪れたシアトルの

ワシソトソ大学で会議の計画を発表したとこ

ろ、全く予想外の大きな反響があったのに驚

いた。

この調子なら、50名の米国学生を獲得する

ことは確実であるという自信が湧いて来た。

そこで、この新たな自信を持って募金活動を

再開すべきであるという結論に達し、中山公

威委員長と遠藤春夫委員が帰国した。

後に残った田端利夫君は太平洋岸にある大

学を20数校訪れ、私は中西部から大西洋岸に

あるほぼ同数の大学を訪れて会議への参加を

要請したところ、二人で総計99名の参加者を

得た。その内の22名は大学教授及び夫人であっ

たので、代表としてではなくオブサーヴァー

として参加して貰う,ことにした。

こうして、第1回会議は日米両国から約10

0名ずつの参加者を得て、1934年の夏青山学

院で開かれ、大成功を求めることができた。

会議終了後、米国の代表及びオブザーヴァー

に満州の実情を見て貰う目的で、関西地方か

ら朝鮮を経ての研修旅行を実施した。

この研修旅行の帰途、関釜連絡船上で米側

代表が集合し、会議を実現した日本側学生の

創意と不屈の努力と歓待に答えるため、第2

回会議を米国で開くことを決定し、実行委員

を選んで帰国した。これは、我々がひそかに

望んでいたことであるが。

こうして第2回会議は、オレゴン州ポート

ランド市のリード・カレッジで開かれたが、

日本からは62名参加した。以来会議は毎年日

米両国で交互に開かれることになっていた。

について論じ合った。

1931年の満州事変、即ち日本軍の満州出兵

以来、米国の対日感情が悪化し続け、日米関

係が緊迫度を増していたにも拘らず、我が政

府はそれを緩和するために有効な手を打って

いないと我々は感じていた。

そこで我々は「学生として何かなすべきこ

とがなかろうか」「何ができるだろうか」と

論議を続けた結果、「米国の大学生50名を招

いて会議を開き、互いに率直な意見を交換す

ることによって、相互理解と信頼を促進し、

真の友好関係を確立すべきである」という結

論に達した。これは「世界の平和は太平洋の

平和に、太平洋の平和は日米の友好関係にか

かっている」という考えに基づいている。

会議を実現するには、先ず50名の学生の滞

在費を確保しなければならぬと考え、大企業

の幹部の方々にお目にかかりお願いしたとこ

ろ、「それは素晴しい計画だ・・が」と、返

事は「だが」で終ってしまった。

「本当に素晴しい計画だと思うのなら、な

ぜ援助してくれぬのだろう」と色々模索した

結果、「学生の分際で、米国から50名の学生

を招くなんて到底不可能だ」と考えているら

しいということが分った。そこで我々は、

「学生の力を立証すべきである」と考え、学

生親善使節団を米国に派遣し、学生50名の獲

得を彼等の親善活動に賭けることにした。

こうして1934年の春、私を含め4名で構成

される親善使節団が横浜を出港した。埠頭で

は各大学のESS会員が、盛大な見送りをし

てくれたので、我々使節団員は昂奮していさ

さかボーとなっていたが、富士山が水平に消

えた頃、昂奮から覚めて深刻になり「若し50

名の学生を迎えることが出来なかったら、腹

切りものだ」と話し合った。

（5）



したポートラソドのウイルヘルム君から「1

週間の会議の全費用を保証する」という手紙

を貰い、本当に嬉しかった。この手紙に励ま

されて、復活の活動を続けることができたと

言わねばならぬ。

日本側OBで、力強い助けの手を差しのべ

てくれたのは、第6回と7回の会議に参加し

た宮沢喜一君（当時、経済企画庁長官）であ

る。彼が外務省や文部省に連絡してくれたお

陰で、両省の援助を受けることができたので

ある。その上、70余名の代表が日本を出発す

る直前に彼らを総理官邸に招き、直接池田総

理から激励のあいさつを頂けるように手配し

てくれたことは、未だに忘れられない。

こうして、第16回会議が復活され、1964年

の夏に第2回会議が米国で初めて開かれた由

緒のあるリード・カレッジで開かれ、以来今

日まで毎年日米交互に開かれている。若しあ

の年、会議の復活に失敗していたら、JAS

Cは永遠に消滅してしまい、今日の開会式で

日米両国の諸君が会う機会を持たなかったこ

とを考えると、会議の復活に協力してくれた

OB有志の方々に、どれ程感謝の意を表して

も、充分とは言えぬような気がする。

代表諸君は一笑に付してしまうかもしれぬ

が、第1回会議の実現に参画していた当時、

私はひそかに「板橋という名前にふさわしく、

自分を太平洋の相互理解と信頼の懸け橋とし

たい」という願いを抱いていた。この願いは

1934年以来半世紀余に亘り持ち続けて来たが、

最近の日米関係の推移を見ると、私の願いは

全く夢にすぎなかったような気もする。

言うまでもなく、諸君は「日米の学生間に

相互理解と信頼を促進することによって、両

国の友好関係の確立に貢献すべきである」と

いう目的をもって会議に参加したことを良く

しかし、1鯉1年の夏に米国で開かれることに

なっていたにも拘らず、日本側代表がヴィザ

を拒否されたため、会議は止むなく中断され

てしまった。

終戦後2年目の1“7年に会議は復活された。

この第8回会議は本来米国で開かれるべきも

のであったのだが、日本は当時占領下にあり、

米国の学生と連絡することが不可能だったの

で、在日米軍の軍人や軍属の中から大学生の

資格のある人を選んで米側代表として会議を

開いた。

その後、会議は第14回まで日本だけで開か

れたが、第14回会議に戦後初めて米国から参

加したコーネル大学の学生に戦前の会議の話

しをした処、第15回会議はコーネル大学で開

きたいという申し入れがあり、日本側委員は

喜んでそれを受け入れた。しかし、当時の日

本の経済状態では、太平洋横断の航空運賃を

払える学生が少なく、その対策に悩んでいた

処、米軍当局から軍用機に15席だけ無料で提

供するという申し入れがあり、14名の学生と

OB1名が監督として渡米し、第15回会議に

参加した。

しかし、会議には日米両国から50名ずつ参

加することになっていたので、参加できなかっ

た30数名の学生は不満をいだき、日米学生会

議は第15回をもって打ち切り、それに代って、

第1回国際学生会議を開くという決議をした。

こうしてJASCは再び中断されることになっ

た。

1963年を迎え、翌1妬4年は会議の創立30周

年にあたるので、是が非でも戦前の形で会議

を復活すべきであると考え、活動を開始した。

先ず、学生の参加費をできるだけ軽くしよう

という考えから、戦前の会議OBに経済的援

助を要請した処、第1回と2回の会議に参加

(6）



本の経済摩擦が未だに解消されてはいないが、

信頼関係はまだ失われていないと信じていた

私にとり、全く大きなショックであった。

言うまでもなく、代表諸君は率直な意見の

自由な交換によって、相互理解と信頼をもた

らし、両国の真の友好関係の確立に寄与する

という重大な使命を自覚して此の会議に参加

したのであるが、米国の対日不信感が極度に

高まっているという報道は、諸君の使命が今

後さらに重くなり、且つその達成が頗る難し

くなっていることが明らかである。

しかし、私は諸君が第1回会議を実現させ

た学生のように、異状に高まりつつある日米

問の逆潮を順潮に戻すという難事を解決する

原動力になり得るものと信じている。

21世紀のリーダーとなるべく運命づけられ

ている若い代表諸君が、この会議に参加した

ことを契機として、一人一人「太平洋の相互

理解と信頼の懸け橋」になろう努力を続けら

れるよう、心から願っている。

終りに、会議の素晴しいプログラムを作成

した学生実行委員、会議を支援し続けてくだ

さったJASC,InC.,mC賛助会，外務省，及

OtCIEE,また会議場を提供して下さったア

ラスカ大学及び今後協力して下さるシアトル

のパシフィック大学とバークレイのインター

ナショナル・ハウスに対し、国際教育振興会

を代表し、心から御礼申し上げます。

知っている。しかし、日米間の最近の動向を

見て、私と同じように文化的背景の違う人々

との相互理解を図ることが、如何に困難なこ

とであるかに気づいていることと思う。

今年5月30日付の朝日イヴニソグニュース

で「日本はソ連に代り、米国にとって脅威で

ある」という記事を見て全く驚いた。これは、

ワシソトソ・ニュースとABCニュースとの

合同世論調査の結果であるとのこと。

それによると、過去40年間に亘り「ソ連は

米国の主な敵である」と考えていた米国人が、

今回の調査では「米国の安全にとり主な敵は、

日本、ラテソアメリカの麻薬密輸国及び国際

的な過激主義者である」と考えていると言う。

この調査では、4人のうち3人（75％）の米

国人が「日本の経済力はソ連の軍事力よりも

米国の安全にとり遙かに大きな脅威である」

と考えているとのこと。昨年2月の調査では、

日本を脅威と考えている人が44％にすぎなかっ

たとのことである。更に、ソ連とラテソアメ

リカの麻薬密輸国のどちらが大きな脅威かと

いう質問に対し、83％が麻薬密輸国とし、僅

かに15％がソ連と答えたとのことである。

このような、米国の対日不信感が異状なま

でに高まっているという報道は、1934年以来、

会議を続けることによって、日米間の相互理

解と信頼を促進し、友好関係の確立に貢献し

ようと微力を尽くして来た私にとり、また日

(7）
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19帥年9月、元駐日大使E.O.ライシャワー氏が亡くなられた。

生前、氏には第42回日米学生会議のパソフレットにご寄稿いただくなど、

･御支援いただいた。

ここに日米学生会議一同、心より追慎の意を表明致します。

我々の活動に御理解



第1部 総 括

1.沿 革

（青山学院）、田端利夫（慶応）、板橋並治

（明治）、遠藤春生（早稲田）を使節団とし

て米国に派遺するに至りました。一行は各地

の大学を訪問して米国側の参加者を募り、そ

の結果、総勢99名の米国代表を伴って帰国、

一方で日本国内での受け入れ作業の奔走の成

果もあり、かくして第1回日米学生会議は青

山学院大学で開催され、会議終了後には国内

の他満州への研修視察旅行が実施されました。

会議の逐旨に賛同し、日本側の創意と努力

に啓発された米国側参加者の申し出により、

翌年第2回会議が米国オレゴン州ポートラソ

ドのリードカレッジで日本人学生47名の参加

のもとに行われました。その後会議は1“0年

（昭和15年）の第7回会議まで毎年日米交互

日米学生会議は、今から56年前の1934年

（昭和9年）に、満州事変の勃発以後悪化し

つつある日米関係を憂慮した有志学生によっ

て初めて開催されました。太平洋地域の要石

ともなりうる日米両国間の戦争を回避し、相

互の信頼を醸成することが必要であるとの認

識と「世界の平和は太平洋の平和にあり、太

平洋の平和は日米両国の平和にある。その実

現のために学生も一翼を担うべきである」と

いう基本理念のもとに提唱され、実行に移さ

れたのがこの会議です。準備活動は日本全国

の大学の英語研究部、国際問題研究部から成

る日本英語学生協会（国際学生協会の前身）

の主催により進められ、資金調達、運営等の

面で多くの困難に直面しながらも、中山公威
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に続けられましたが、太平洋戦争の勃発によ

り中断を余儀なくされました。

1947年（昭和22年）、在日米人学生と日本

人学生の参加という形で会議は復活、同様の

形式で日本を舞台に1953年（昭和28年）まで

続けられましたが、翌1954年（昭和29年）に

戦後初めて米国において開催された第15回会

議で再び中断、国際学生会議へ一本化、発展

解消することとなりました。これに対し戦前

の参加者有志の間で会議復活を望む声が高ま

り、創設30周年の1964年（昭和39年）に再び

復活、第16回会議が米国で開催されました。

以後会議は時代の要請に呼応しながらも同時

に創設期の理念を着実に受け継ぎ、20数年中

断されることなく毎年日米交互に開かれて本

年に至っています。特に1973年（昭和48年）

以降は、毎回独自の総合テーマを掲げ、日米

学生会議の今日的意義を常に問い質し続ける

姿勢を貫徹しています。

11.概 略

〈実施内容＞

第42回日米学生会議は、1990年7月22日よ

り始まり、同8月19日日本側参加者の帰国を

もって終了した。

会議は、「地球時代の夜明けに－新たk

る自己の存在と可能性への模索(Improv』唱

OurGlobalCommunityThroughPar[1-

cipationandCommunication)」の総合テー

マの下に、分科会、フォーラム、各種実地研

修を中心として行われ、アソカレッジ・シア

トル・バークレイと開催地を移動しながら、

討論を重ねた。

以下では、この期間の経過を要約する。

わたる会議の幕が切っておとされた。開

会式には在アラスカ日本総領事館より長

坂明総領事、国際教育振興会理事長であ

り日米学生会議の創始者の一人でもある

板橋並治氏、JASCInc.会長の"rry

Inman氏、そして両国実行委員長による

挨拶があった。午後には今回の総合テー

マを考えるテーマディスカッショソ、日

本文化を紹介するLanguageCircleが催

され、日米の会議参加者同士が親睦を深

めるよい契機となった。夕食後は、コロ

キアムやフォーラムなどの準備がすすめ

られた。

7月24日：各分科会最初のミーテイソ

グがもたれた。夕食後は、在アラスカ日

本総領事館主催によるレセプションが総

領事公邸で行われた。その後のYounger

Generationsコロキアムにおいては、各

参加者が個人の幼い頃の体験を語り合っ

た。

7月25日：全体研修として、アソカレッ

ジ郊外にあるPortage氷河とCrowCreek

Minesを訪問し、夜にはアメリカ・ナイ

（1）アンカレッジ（7月22日～7月31日宿

泊地：アラスカ州立大学アンカレッジ校）

7月22日：日本側代表は、この日午後

4時に最初の開催地アンカレッジに到着。

前日から滞在していた米国側代表と合流

の後、アンカレッジ観光局のJimHen-

derson氏を迎えてオリエソテーショソ

を行った。

7月23日：開会式が行われ、27日間に
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招かれ、1989年春アラスカ州Valdez沖

で起こったFxxOn石油流出事故とその後

の処理について講演を開いた。アラスカ

現地で起きた事故について事故の責任者

とそれに対する市民運動の代表といった、

正反対の立場にいる双方の生の声を聞く

ことにより、環境問題は「机上」で解決

され得るものではなく、一人一人が何ら

かの行動を起こすことで変わっていくも

のだということを実感させられた。

7月31日:Palmer市を訪問し、交通

産業博物館やじゃこう牛牧場、さらには

トナカイや狼の飼育場などを見学した。

卜を楽しんだ。

7月26日：午前中3回目の分科会ミー

ティング・野外研修が行われ、午後には

2つのフォーラム担当者に分かれそれぞ

れの準備がすすめられた。エコロジーフォー

ラムの準備においては4つのグループご

とに講演者を招いた勉強会を開き、フォー

ラム当日に備えた。その後アソカレッジ

市主催によるレセプショソが大学内で催

され、'IbmFYnk市長による歓迎のスピー

チがなされた。続いてジャパソ・ナイト

が行われ、寸劇、盆踊りと参加者全員で

楽しい一夜を過ごした。

7月27日：この日は自由行動の日であっ

たが、大半の参加者はアラスカ鉄道の終

点地である港町Sewardに行きアラスカ

の大自然を謡歌した。

7月28日：アソカレツジ市内を小グルー

プに分かれて見学した。事前に渡された

いくつかの質問の答えをグループ単位で

探すことでアラスカの歴史や伝統産業を

学ぶことができ、有意義な企画であった。

7月29日:Chugach州立公園でのハ

イキソグやWallanceBrothers牧場での

バーベキューと、アラスカの広大な自然

のなかで会議の疲れを癒すことができた。

7月30日：午前・午後にわたってエコ

ロジー･フォーラムが開催された｡環境問

題を水質・土壌・大気・生態系の4グルー

プに分け、まず各グループからの問題提

起を行った後、小グループでの討論にお

いて各個人がこれから環境問題に対して

どのような行動をとるべきかについて話

し合いがなされた。また講演者としてア

ラスカ州環境セソターよりSueLi"nson

氏、Fxxon社よりBobMastracchio氏が

）シアトル（8月1日～8月9日宿泊地：

シアトル・パシフィック大学）

8月1日：アソカレッジからの移動後、

会議前半を振り返っての中間反省会が行

われた。

8月2日：分科会討論・野外研修の後、

在シアトル日本総領事館主催によるレセ

プショソが総領事公邸において催された。

8月3日：午前中の分科会討論・野外

研修の後、全体研修としてシアトル郊外

のWeyerhaeuser社を訪問・視察し、講

演者としてJimGullickson氏、そして

米国ニチメソ社より青井勝氏が招かれ、

活発な質疑応答も行われた。夜には再び

分科会討論・野外研修がもたれた。

8月4日：中間活動報告会が開かれ、

各分科会のこれまでの活動報告がなされ

た後、分科会討論・野外研修に分かれた。

夜には全参加者による貿易シソポジウム

の事前勉強会が行われた。

8月5日：シアトルでの自由行動のこ

の日、多くの参加者はカナダのVictoria

（2）シアトル
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へ行き、その他の参加者もシアトル市内

の観光を十分に満喫し、会議前半の疲れ

を癒した。

8月6日:Bellvue大学において貿易

シソポジウムが開催された。当日講演者

としてJackReilly氏（米国いす函社会

長）、RobertAllen氏(NorthSeattle

Community大学国際貿易研究所）、荻

野恭司氏（米国ニチメソ社）、JayHas-

1jngs氏（日本漁業組合；弁護士）、Steven

Hatch氏（ワシソトソ州通商局）、Kevin

JOhnson氏（シアトル市通商経済部）、

KeithOrton氏（シアトル市市長室外務

局）、RoyPhillips氏(Boeing社国際

事業部部長）の以上8名を招き、日米の

貿易問題を中心に個別に講演が行われたo

Boeing社主催による昼食会の後、午後

には質疑応答、小グループに分かれての

討論がなされた。

8月7日：フォーラム担当別による討

論・実地研修が行われた後、Ethicsコロ

キアムがもたれ、様々な社会現象に見ら

れる倫理の在り方について意見交換が行

われた。

8月8日：全体研修としてNorthwes

Trek自然公園を訪問し、自然と共に生

きる動物の姿を直に目にする機会を得た。

その後、第2回日米学生会議参加者であ

るEleanorHardley氏主催によるレセ

プショソが浜辺で催された。

8月9日：午前中はフォーラム担当者

ごとの討論・野外研修が行われ、午後に

最後の開催地であるパークレイに向けて

出発した。

（3）パークレイ（8月10日～8月18日宿泊

地:InternationalHouse)

最後の開催地となったバークレイでは、

民主主義フォーラムの他、全ての活動、

討論の統括が行われた。

8月10日：8つのランダムなグループ

を構成し、サソフラソシスコ市内での野

外研修を行った。研修先は以下のとおり

である。

①Angel島

②アルカトラス島

③Fisherman'sWarf

④ChinaTown

⑤GoldenGatePark

⑥Explatorium博物館

⑦JapanTown

Jhicano(メキシカソコミュニティ）

での壁画巡り

また夜にはフォーラム担当ごとに分か

れ、民主主義担当者は翌日の準備を行い、

エコロジー担当者はPaulSposato氏に

よる講義を受けた。

8月11日：民主主義フォーラムが行わ

れ、4つのテーマ（日本・アメリカ合衆

国・第三世界・社会主義諸国）を柱に担

当者からの発表、そして小グループ討論

がなされた。討論には、宿泊地である

InternationalHouseに滞在する留学生

らも参加する等、充実がみられた。

その後は、ホームステイの家族と対面

し、それぞれの家族と共に有意義な時を

過ごした。

8月12日：夜に、全参加者とそのホー

ムステイの家族が集まり盆踊りに参加し、

地元の人々との交流を温めた。

8月13日：最後の分科会討論・実地研
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が催され、一ヵ月にわたる会議の幕を閉

じることとなった。

ここで会議を通じての各分科会の活動に

ついてまとめてみる。

修があり、各分科会での一ヵ月の活動の

統括が行われた。さらに夜にはLoveコ

ロキアムがあり、各自の恋愛観・人生観

について自由な話し合いがなされた。

8月14日：夕方より、第43回日米学生

会議実行委員選出のための選挙が行われ、

日本側11名、米国側10名が選出された。

8月16日：新実行委員により次回会議に

ついての立案が行われ、夜の全体反省会

では、それぞれの参加者が本会議の感想

及び得られた成果について話し合った。

8月17日：閉会式がアジア財団にて開

かれ、JASCInc.よりJerrylnman

氏、同TracyWalkzack氏、国際教育振

興会のスタッフである佐藤典子氏、両国

実行委員長らによる挨拶があった。また、

在サンフラソシスコ日本総領事館より鈴

木栄一領事にもスピーチを頂いた。

その後、アジア財団主催、日本総領事館

鐸館協力によるフェアウェル・パーティー

（1）科学技術と社会

(ScienceandTechnology;Powers

fOrPositiveq1ange？）

（参加人員：日本側4名、米国側4名）

討論議題

①リスクとは何か－原子力発電の場合

②科学技術をコソトロールするのは誰か

③人間の遺伝情報の解読

④温室効果の社会的意味一持続的発展

に向けて

⑤脳死とは－どのようにとらえるか

⑥生命の尊さと安楽死

⑦最終決定権一生と死

③熱帯雨林一成長の犠牲者
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素としての芸術の考察

③メキシカソ・コミュニティの壁画に見

る芸術の役割

実地研修

VerySpecialArtsProgram，アソカ

レッジ歴史・美術博物館、シアトル美術

館、OntheBoards(演劇）、サンフ

ラソシスコ市内（メキシカソ・コミュニ

ティ）

実地研修

A19""TT牡､畦ingft､LoIenmRIkeley

研究所、DaleNesbitt氏（カリフォルニ

ア州立大学バークレイ校教授）

（2）教育(Education)

（参加人員：日本側4名、米国側4名）

討論議題

①教育の国際化一日本の教育をいかに

変化させるべきか

②アメリカで「勉強」する－合衆国の

日本人学校

③日本の大学入試に対する意識の変化

④コース別教育がもたらす不平等

⑤日の丸・君が代問題を考える

⑥発展途上国への援助と環境教育

⑦通信教育の可能性一コソピューター、

衛星放送を用いた米国の例

③アメリカから見た日本の教育

実地研修

Stevens中学校、シアトル日本語補習学

校

（4）コミュニケーショソ(Exploring

FbrmsofCommunication)

(参加人員：日本側4名、米国側4名）

討論議題

①パーソナル・コミュニケーション

②日米経済摩擦と文化摩擦

③コミュニケーションと民主主義

④手紙とコミュニケーショソ

⑤ボディ・タッチとコミュニケーショソ

⑥笑いとコミュニケーショソ

⑦コマーシャルにおける日米比較

③商法制度に見る日米の相違

実地研修

聾唖セソター、ReverendP.Rose氏

（心霊研究者）、KOMOテレビ、コメ

ディクラブ

（3）芸術と社会(Artandldentityin

ChangingSociety)

（参加人員：日本側4名、米国側4名）

討論議題

①トレード・マークー現代におけるシ

ソポル

②浮世絵と印象派の比較とその検証

③アメリカ合衆国における建築デザイソ

の変化

④ジャーナリズムにおける写真の役割

⑤ナチスの芸術政策と音楽家の考察

⑥西洋音楽の変遷とその検証

⑦能と歌舞伎の比較から見た社会の一要

（5）ポラソティアリズム(Volunteerism)

（参加人員：日本側4名、米国側4名）

討論議題

①アメリカ人の価値観とポラソティア

②ボランティアに対する報酬

③識字教育におけるボラソティアの役割

④ボラソティアの動機

⑤社会福祉とフェミニズム

⑥日本の社会福祉
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⑦日本におけるボラソティアリズム

③第三世界に対するポラソティア活動

実地研修

聾唖センター、アラスカ観光セソター、

Bean'sCafe(食料配給セソター）、ア

ムネスティ・イソターナショナル、グッ

ド・ウィルゲーム運営委員会、アメリカ

ボラソティア協会

③モデル・マイノリティー

④日本人の人権意識

⑤民族のアイデソティテイー

⑥学校教育の中での人権

⑦日米にみる民族と対抗意識

実地研修

アジア博物館、アンカレッジ歴史・美術

博物館、OntheBoards(演劇）、ア

ムネスティ・インターナショナル、An-

gel島ビジター・センター（6）世界システムと人々(USandJapan

IntheWorldSystem)

（参加人員：日本側4名、米国側4名）

討論議題

①社会構造から見た日米関係

②日本の対米国直接投資の実態とその影

響

③日米協力と摩擦の世界システムに与え

る影響

④資本主義システムとしての日本とアメ

リカ

⑤日米貿易摩擦の真相一社会システム

からの検証

⑥冷戦後の世界システム

⑦冷戦後の世界システム

③世界経済における日本のコメ市場自由

化の意義

実地研修

WorldTradeCenter,Angel島ビジター・

センター

（8）スポーツと社会(SmrtsandSociety)

（参加人員：日本側4名、米国側4名）

討論議題

①日本におけるスポーツの役割

②高等教育における体育

③プロスポーツの社会的役割

④日本のスポーツと集団からみた国民性

⑤サッカースポーツからみた国際競技の

実態についての考察

⑥女性解放とスポーツの問題

⑦心身の健康と社会

③日本人に見られる自己と他者の概念構

造一プロ野球と相撲に見られる例

実地研修

アラスカ犬ぞり協会、アソカレッジ歴史・

美術博物館、カリフォルニア州立大学バー

クレイ校身体治療学部、障害者レクリエー

ショソセソター

（7）人権(RaceandEthnicRelations)

（参加人員：日本側4名、米国側4名）

討論議題

①ネイティブ・アメリカソーその歴史

と現在

②人権一差別の根源を探る

（9）情報化社会(InfonnationSocieties)

（参加人員：日本側4名、米国側4名）

討論議題

①メディア教育

②政府のメディア規制

③マス・メディアと大衆文化
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④グローバリズムと情報の洪水

⑤情報化社会の新局面

⑥情報革命一情報技術が産業となると

き

⑦広告と社会

③メディア世代一「宮崎勤事件」に見

るメディアの影響

実地研修

AlaskaDailyNews社、Alascom社、S

"vens中学校、シアトル新聞社、KQED

公共放送社、PacificBells社、Trans-

America社

(10）国際関係(InternationalRelations

andGlobalEconomicDevelopment)

（参加人員：日本側4名、米国側3名）

討論議題

①米国の対日投資一その現状と行方

②国際関係と情報

③新しい日米関係を求めて

④日米相互依存と地球的協調の可能性及

びその分析

⑤イソドネシアの開発政治一その問題

点と成功の糸口

⑥国際社会に於ける日米関係

実地研修

WorldTradeCenter，Boeing社、Ap-

pleComputer社

索(ImprovingOurGlobalCommunity

ThroughParticipationandCommunicat-

ion)」という総合テーマのもと、日米79名

の学生が集まり開催された。地球的規模で解

決されなければならない様々な問題が存在す

る現代社会。その現代社会における学生の役

割とは何かを中心として議論が行われた。特

に、全員参加で行われるフォーラムを重視し、

開催地もValdezの石油流出事故のあったア

ラスカ（エコロジー･フォーラム)、様々な民

族の入り乱れるサソフラソシス．（民キキ義

フォーラム）と、それを意識したものが選ば

れた。エコロジー･フォーラムでは多くの講演

者を招き、参加者との率直な意見交換を行う

など、これからの我々の課題を考えるなかで

絶好の機会であった。

日米間の貿易の要であるシアトルにおいて

は､多くの関係者によるそれぞれの立場から見

た貿易摩擦の講演を通して､問題の複雑さ､そ

して相互理解の重要性を改めて感じとった。

こうした討論の土台となるのは、約一カ月

間の共同生活から培われた参加者同士の相互

理解である。言語の違いや文化の違いから生

じる困難に直面しつつ、参加者一人一人がお

互いを理解し合おうという基本姿勢を持ち続

けたことで、そのきっかけをつかんだのであ

る。

会議の成果が目に見える形で出てくること

を早急に求めることは不可能ではあるが、困

難を克服して得た参加者同士の相互理解が、

これからの地球時代における日米の協力・役

割に何らかの形で寄与することは間違いない

であろう。

〈成果＞

日米学生会議は、日米両国の学生の理解．

信頼．友情の促進を図ることにより、長期的

展望における両国の円満な関係維持に寄与し、

ひいては世界の平和に貢献するという目的の

もとに毎年開催され、本年で第42回を迎えた。

第42回日米学生会議は、「地球時代の夜明

けに－新たなる自己の存在と可能性への模
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111.日 程

アメリカ側参加者到着／オリエソテーショソ(LinfieldCollege)

アメリカ側参加者オリエソテーショソ

日本側参加者直前合宿（東京）

アメリカ側参加者アンカレッジ到着

日本側参加者離日およびアンカレッジ到着

開会式／テーマ・ディスカッショソ/LanguageCix℃le/フォーラム・タイ

ム1

分科会1／分科会2／アラスカ総領事館主催レセプショソ/YbungerGen-

erationsコロキアム

全体研修I(Portage氷河、CIowCI℃ekMines)/アメリカ・ナイト

分科会3／フォーラム・タイム2／アソカレッジ市主催レセプショソおよび

市長によるスピーチ／ジャパン・ナイト

自由行動日(Sewald旅行）

ScavengerHunt/合同分科会活動／フォーラム・タイム3

全体研修11(Chugach州立公園、Wa]1anceBrothers牧場）

エコロジー・フォーラム

全体研修III(Palmer訪問、交通産業博物館、じゃこう牛牧場、トナカ

イ牧場、オオカミ飼育場）

シアトルへ移動／中間反省会

分科会4／分科会5／シアトル総領事館主催レセプショソ

分科会6／全体研修Ⅳ(Weyerhaeuser社)/分科会7

中間活動報告会／分科会8／貿易シソポジウム勉強会

自由行動日（カナダVictoria旅行）

貿易シンポジウム

ﾌｫｰﾗﾑ・ﾀｲﾑ4/Ethicsｺﾛｷｱﾑ

全体研修V(NolthwesTIもk自然公園)/Dr.EleanorHardley主催レセプ

ショソ／（野球試合観戦）

フォーラム・タイム5／バークレイヘ移動

サソフラソシスコ市内研修／フォーラム・タイム6

民主主義フォーラム／ホームステイ

ホームステイ／盆踊り

分科会9／分科会10/Loveコロキアム

自由行動日／新実行委員選出

自由行動日、新実行委員会ミーティソグ

自由行動日、新実行委員会ミーティソグ/RenectionMeeting

閉会式／アジア財団主催フェアウェルパーティ

解散、日本側参加者離米

19卯年 7月 17日

18～20日

20～21日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

31日

8月 1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

16日

17日

18日
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Ⅳ、第42回日米学生会議参加者（分科会別）

<科学技術と社会＞

＊大浦 浩

計盛英一郎

小林 隆司

深町あおい

Rc"Dinwoodie

KoichiSayano

TnmaraA11igon

*Petermrnick

名古屋大学（原子核工学）

東京大学（相関社会学）

大阪大学（生物学）

慶応義塾大学（政治学）

UniversityofColorado(InternationalRelations)

CalifOrnialnstituteofTechnology(Appliedphysics)

TrinityUmversity(Biology)

UniversityofHawaii(AsianSmdies)

<教 育＞

江藤 一

＊寺田 恭子

山崎 浩司

吉原 真里

"tsyKeck

KeiKoi"']mi

MichelleMagee

*RRnfIFDUShOrt

中央大学（法学）

慶応義塾大学（政治学）

UnivelsityofCaliibrnia/Sacramento(undeclaI℃d)

東京大学（教養学）

IndianaUmversity(East.AsianStudies/Jburnalism)

BostonCollege(@nfuciamsm/EastAsianEconomy)

UniversityofCalifOmia/Berkeley(EastAsianSmdies)

UniversityofAlabama(AsianStudies)

<芸術と社会＞

***金井 隆

胡口 唯子

西山智子

原田 浩子

*LeilaWice

MichaelHueser

MichaelLindsay

ToddShalp

慶応義塾大学（経済学）

国際基督教大学(言語学）

慶応義塾大学（政治学）

関西大学（商学）

StanfordUniversity(undeclared

ColumbiaCollege(History)

DukeUniversity(ArtHistoly)

GeogiaTechnicalUnivexsity(Architechturも）

〈コミュニケーショソ＞

天野 環

＊小平 純生

島村治子

森田 麻理

早稲田大学（政治学）

慶応義塾大学（政治学）

東京医科歯科大学（医学）

大阪外語大学（英語学）
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*ElissaLeif

EricMatheson

LesterSelf

MichelleJbnes

GraduateSchoolatHarvard(Education)

LawSchoolatUnivelsityofMiami(Law)

LamarUnivexsity(Communication)

CarnegieMellonUniversity(C'℃ativeWriting)

<ポラソティアリズム〉

＊*角野治美

高野 朝子

田村 豊

菱木 知郎

BeckyRitchey

LindaPalmer

*MicahGI℃en

Mitsukolgarashi

大阪外語大学（英語学）

東京大学（教養学）

埼玉大学（政策科学）

千葉大学（医学）

UniversityofMaryland(Histoly)

EvergreenStateUmvexsity(undeclared)

LawSchoolatColumbiaUniversity(Law)

WashingtonUnivelsity(undeclared)

<世界システムと人々＞

青柳あずさ

石田 昌隆

＊稲野 慎

丸山 剛

*DanLee

EllisWoodward

LinhNguyen

'IracyWahl

慶応義塾大学（政治学）

早稲田大学（法学）

一橋大学（政治学）

同志社大学（法学）

AmherstUmversity(Fr巳nchLiterature)

UniversityofMaryland(undeclaｪEd)

UniversityofWashington(BusinessAdministration)

UnivelsityofColorado(PoliticalScience)

ｒｅｖ
ａ

凸
四
Ｆ
▲

皿
印
唖

ｄＶ
ｗ
睡

修
誇
泄
銅
血
地
銀
垂

う
野
島
窪
永
函
唖
蝿
麺

権
池
大
上
諸
Ａ
Ｌ
Ｒ
Ｓ

人
＊
＊

く

神戸大学（英語学）

一橋大学（法学）

津田塾大学（国際関係）

東京学芸大学（欧米研究）

UniversityofAlabama(LatinAmerica)

WashingtonUnivelsity(Business/Pre-Law)

SantaClaraCollege(History/Economics)

YaleUniversity(AIt)

<スポーツと社会〉

大久保剛夫 慶応義塾大学（経済学）
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奥井 暁子

七戸 美弥

*山口 忍

MaryEllenQuinn

RoMrtEfird

*WillHmarieMoore

YOshioHall

筑波大学（国際関係）

筑波大学（英文学）

同志社大学（教育学）

UniversityofColorado(PhysicalTherapy)

YaleUmversity(Socio-CulturalAnthropologyofJapan)

OMrlinCollege(EastAsianStudies)

YaleUmversity(Biology)

<情報化社会＞

大塚 雄三

岸本 肇

車島田 麻子

堀尾 裕子

AnnMarieMRntz

PeterRay

*Sumymeufer

TristanPurvis

東京大学（法学）

早稲田大学（法学）

卜智大学（英語学）

大阪大学（教育学）

EasternWashingtonUniversity(Sociology)

HarvardUniversity(undeclared)

YaleUniversity(EastAsianStudies)

BoiseStateCollege(PoliticalScience)

<国際関係〉

飯島 幹雄

杉山 知子

＊津守佳代子

仲尾 聡

BradSmth

***GuyGunther

TRraDarden

慶応義塾大学（経済学）

神戸大学（国際関係）

早稲田大学（政治学）

名古屋大学（法学）

RiceConege(MathScience/PolticalScience/Economics)

UniversityofColorado(BusinessAccounting)

VanderbiltUniversity(EastAsianStudies)

＊分科会コーディネーター／実行委員

＊*分科会コーディネーター／副実行委員長

***分科会コーディネーター／実行委員長
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会 議第2部 本

1-1 アンカレッジ(7月22日～31日）

氏による講演では、日米参加者がアラスカの

地図を片手にクイズに興じ、和やかな雰囲気

のなか、ミキサーが始まった。参加者ひとり

ひとりの自己紹介では、早く皆を知りたい、

自分を知ってもらいたいという熱い気持ちが

会場にあふれ、JASCにかける思いの深さ

がひしひしと感じられた。

キャソパスから寮への帰り道、知り合った

ばかりの参加者同志が語り合う姿が、ようや

く訪れたアラスカの夕刻の景色にとけこんで

いき、本会議第一日はゆっくりと暮れていっ

た｡ (島村治子）

(宿泊地：アラスカ州立大学アソカレツジ校）

アラスカ到着

それは長い長い空の旅から始まった。

7月23日、午前10時。日本側参加者40名を

乗せたノースウエスト機は、曇り空の成田空

港を飛び立った。途中ソウルに立ち寄り、太

平洋を越えてシアトルに渡り、そこから最初

の滞在地となるアソカレッジヘという行程は、

これから始まる本会議に思いを馳せるには十

分過ぎた感があった。

空路25時間、ついに降り立ったアソカレッ

ジの空はあまりにも青く、空気は冷んやりと

透明で、旅の空にまぎれてしまいそうだった

私達の緊張感を呼びもどしてくれた。－い

よいよ始まるんだ。空港では出迎えてくれた

日米実行委員同志の感激の再会を遠巻きにな

がめていた他の参加者も、黄色いスクールバ

スにゆられながら、自分たちのことを語りは

じめていた。

夕食後、アラスカ観光局のJimHenderson 唖"拭 き'毎,ﾆｰ､蕊 郵 僻_LL ,､

開 会 式

スピーチをしてくれた。Guyは、現在の日米

関係におけるこの学生会議の重要性と、両国

内における我々学生の責任について述べ、一

方金井は、心構えとしてリラックスとスマイ

ルの重要性を語った。中でも金井の、「（会

議中は）緊張せず、相手の目をのぞきこみ、

5つ数えて微笑んでごらんなさい。そうすれ

ば、あなたたちはもう友達同士です。」といつ

とにもかくにもだだっ広い、アラスカ・ア

ンカレッジ大学から第42回日米学生会議は始

まった。宿泊施設から林をぬけてキャソパス

各ビルディソグまで歩くこと約20分。慣れな

いフォーマルウェアに身を包み、僕らは開会

式を迎えた。

アメリカ側実行委員長・GuyGunther、

日本側実行委員長・金井隆、ともに印象的な
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たくだりは、この1カ月間多くの人の励みに

なったに違いない。彼らしい暖かいスピーチ

だった。

両委員長のスピーチの後、ミキサーとして

石田がステージに上がり、持ち前のキャラク

ターを生かして折り紙講習会。アメリカ側参

加者と日本側参加者が2人1組でペアになり

「飛ぶ鳥」を折った。前日予行演習を行った

にもかかわらず、教える方の日本側参加者は

ほぼパニック状態であった。

休憩後は、在アラスカ日本総領事である長

坂明氏のスピーチ、さらに日米学生会議創設

者の一人である、（財）国際教育振興会理事

長板橋並治氏のスピーチが行われた。板橋氏

は、最近の英字新聞から、アメリカは、自国

にとってソビエトよりも日本を脅威と感じつ

つあるという世論調査の記事を引き合いに出

し、両国の相互理解と信頼の重要性を強調し

た。「世界の平和は太平洋の平和にあり」と

する氏の日米学生会議創設理念は、50年以上

たった今でも健在であることを改めて印象づ

けられた。そしてJASCInc.のJerryIn-

man氏のスピーチの後、アメリカ側参加者か

ら日本側参加者にJASCバッヂが贈呈され、

開会式はその幕を閉じた。 （天野環）

テーマ・ディスカッション

開会式の後、最初のメンバー参加型の企画

がテーマ・ディスカッショソであった。第42

回JASCに掲げられた、「Improving

OurGlobalCommunitythroughPamci-

pationandCommunication:地球時代の

夜明けに－新たなる自己の存在と可能性へ

の模索」という総合テーマの意味を、参加者

各々が理解し、自分の中に位置づけることに

よって、会議全体の共通認識を築くことがこ

の企画のねらいであった。また、開会したば

かりでまだやや緊張ぎみの参加者が、お互い

を知り親睦を深めるきっかけとしての意味も

あった。

参加者は8つのグループに分かれた。前半

ではまず日本人とアメ リカ人各1名のペアを

作り、互いに、JASCに参加した動機や、
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会議に期待すること、テーマについての考え

などに関してイソタビューした後、グループ

のメンバーに自分のパートナーを紹介した。

自分の考えを伝えたり、人の言葉を理解する

練習、すなわちcommunicationの実践であ

る。

後半では、グループ毎に配られた画用紙と

クレヨソを使って、今回のテーマを絵で表現

する、共同作業が課された。抽象的で遠大な

テーマを、限られた時間で、全員の意見を反

映する形で具象化しなければならず、各グルー

プ共、頭と口と手をフルに使って奮闘してい

た。十数年ぶりでクレヨソを握り、童心に返っ

た楽しみもさることながら、各自、自らの想

像力や創造力（のなさ）と闘いつつpartici-

pateする姿は感動的だった（？）。最後に、

各グループの代表者が全員に自分たちの作品

を披露、解説した。どの作品も、写実性や芸

術性はさておき、個性的で興味深い力作で、

「ほう～」という感心の嘆息を呼んでいた。

これからの会議へのmotivationを認識し

直すと同時に、固くならずに自分の考えを言

う練習ができ、連帯感も生まれて、スタート

としては楽しく、かつ有意義な企画であった。

（吉原 真里）

JapaneseLanguageCircle(JLC)

日米あわせて80名もの参加者が一ヵ月近く

生活を共にするとなると、お互いのコミュニ

ケーショソの過程での誤解やストレスは避け

られないものである。これらを放置すればコ

ミュニケーションそのものへの意欲が減退し、

会議でのトラブルが増えることになる。

JLCでは、日本語の簡単な日常会話や、

日本人とアメリカ人の会話でのマナーの違い

などを紹介することにより、アメリカ側が我々

に抱いている疑問を少しでも解消し、コミュ
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YoungerGenerationsコロキアム
葦

毒

識篝
薑 YoungerGenerationsコロキアムは、会議

が始まって間もない7月24日（実に3日目）

に行なわれた。最初に全体で日米それぞれの

タスク・フォース(担当者)が発表を行ない、

その後スモールグループディスカッショソを

持つという2部構成で進められた。

鑑

海

愛
ニケーショソの円滑化を図ることを目的とし

た。本年はスキットやスライドにより、ユー

モアを交えながら日米のマナーの相違につい

て紹介した。アメリカに発つ前の短い期間に

知恵を絞っての企画だったが、アメリカ側の

反応はよく、JLCの主旨は全うされたといっ

てよいだろう。 （青柳 あずさ）

日本側が行なった発表は、日本の若者を描

く寸劇。「若者」をいろいろな断面で切って

みようという意図で、スポーツ、マソガ、ア

イドル、遊びなどの切り口を用意した。ある

高校の野球部の練習風景に象徴的にみられる

先輩・後輩の関係や連帯責任、同じTV番組

を見ていないと仲間はずれにされるという日

本の子供の集団志向性、マソガの持つ影響な

どを描いたスキットは、非常に面白おかしく、

会場も笑いに満ちていた。（意図的に短パソ

姿であらわれたおひろ（大浦）は、とてもか

わいらしく少年っぽかったが、同じく短パソ

姿で登場したTAK(丸山）はおぞましかっ

た、という声もきかれた。）時間の関係上準

備したものを全て消化することはできなかっ

たが、問題意識をかきたてることができた点

で、まずまずだったと言えよう。

アメリカ側の発表は一転して暗く、非常に

シリアスな内容で、まさに「コイソの裏側」

という感じを与えた。突然、ホールの照明が

アラスカ総領事館

アラスカに着いて三日目の夜、我々はアソ

カレッジにある在アラスカ日本総領事館公邸

に招かれ、長坂総領事との歓談の機会を得た。

美しい自然に囲まれた静かなたたずまいの公

邸は、あたたかな雰囲気を醸し出していた。

鷹揚なお人柄の長坂氏の心のこもったもてな

しによって、我々は和やかで楽しいときを過

ごすことができた。 （青柳 あずさ）
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したグループ，と様々であった。

真の意味での相互理癖のためには、貿易・

民主主義といった国家単位の問題を論じるだ

けではなく、より個人的なレベルでの話し合

消える。暗闇の中で「1963年ケネディ大統領

が暗殺された。」というニュースが伝えられ

る。以後、時代の流れと共に、舞台上の10数

名一人ひとりが、懐中電灯に照らし出された

表情で、自分の幼少時代の体験を語っていく

－ベトナム戦争の最中、アメリカへ移民し

てきて送った苦しい日々、ゲイとしてのアイ

デソティティ、アポロ計画に感銘をうけて選

んだ科学者への道など、本当に様々な体験が、

人生が、浮き彫りにされた。全体を貫く「幼

い頃の体験が以後の人生にどういう影響を与

えていくか」というテーマは、観客に大きな

衝撃を与えた。

この2つの非常に対照的な発表の後、全体

をいくつかのグループに分けてディスカッショ

ンが持たれた。メソバー一人ひとりが自分の

体験を述べていったグループ，スキットを参

考に、日米における個人と集団のとらえ方、

若者のときに得た体験のもつ意味などを議論

いが必要とされる。それこそがコロキアムの

意義であり、以後会議中の交流に対してこの

活動が果たした役割は大きいと思う。「若者」

という誰にでも共通する視点、それについて

議論することは、お互いを理解することのみ

ならず、自分自身をみつめ直す貴重な機会で

もあったはずである。 （池野 修）

全体研修I

ある全長67kmのColumbia氷河にはとても及

ばないまでも、アソカレッジ市内から約一時

間の距離にあり、四季やその日の天気に応じ

てクリスタルブルーの輝きが異なり、その魅

力は尽きない。また、ビジターセソターの氷

河についての映画は迫力ある映像と音響で私

この日は、どんよりとした空に雨が降ると

いう典型的なアソカレッジの夏の天気の中で

スクールバスニ台に分乗し、最初の目的地の

Portage氷河に向かった。私の乗ったバスで

は、お互いの国の歌を歌うことになり、最初

のうちは童謡中心だったが、徐々にポピュラー

ソソグヘと曲は変わった。日本側の曲目リス

トが尽きたので、童謡の「かさ」と「かえる

の歌」を日本語で教えてこの音楽交流は幕を

閉じた。そうこうしている間にバスは、野鳥

観察に適したPotterPointやキャプテソ・クッ

クが命名した、鯨を良く見かけるTurner-

gen入り江を経てPortage氷河に到着した。

Portage氷河はプリソス・ウィリァム湾に

_理捻

郷

蕊蕊溌難藤
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たちに深い感銘を与えた。

つぎの目的地は1992年、19妬年の冬季オリ

ソピック候補地だったアリエスカ・スキーリ

ゾートだったが、残念ながら雨にたたられ第

三の目的地、CrowCreekへ直行することに

なった。このCrowCIもekとはアラスカでも

最古の金鉱の一つで、その施設全体は国の歴

史的建造物に登録されている。この金鉱は、

そこに住んでいる家族によって運営されてい

た。ガイドのおばさんがペソダソトにしてい

た大きなゴールドナゲットを見ると、日本側、

アメリカ側を問わず（とくに女性）その目は

少々血走っていたように思う。最初に私たち

のしたことはゴールドパンニソグの練習であっ

た。一袋の士を手渡され、パソニソグを開始

すると、次々と皆の間から歓声が沸き上がっ

た。ゴールドナゲットではなく、砂金が数粒

ずつ各パンの上に現れたのである。そして私

たちは本格的なゴールドナゲット採掘に着手

した。この時期でも川の水は冷たい。それで

も皆、こわいまでの集中力をもって、黙々と

作業を続けたのである。果たして誰一人とし

てめぼしい成果をあげなかったので、全員が

何の争い事もなく、アラスカ大学への帰路に

ついた。今度くる時には必ずあのゴールドナ

ゲットを手にするのだという固い決心と共に。

最後になったがアラスカ・リージョナルコー

ディネーターのPeterBernickと島田麻子に

深く感謝したい。この二人の努力が最後のフ

ロソティア、アラスカの魅力をあそこまで存

分に引き出したのだから。

（江藤 一）
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高野の3人の「ともこ」と菱木「ともろう」

も加わって、MichaelL.の天性ともいえる

笑いのセンスと歯切れの良い司会で一気に盛

り上がる。また、Eric扮する“ファット・マ

ソ”がTodd扮する“スモウ・マソ”をやっ

つけるという“バット・マン”のパロディな

どもあった。Yoshioは人間ダソシソグ・フ

ラヮーをやって、女の子から「カワイー」と

声援を浴びていた。しかし一番の見ものは、

Guy，Tristan，Brad，Kei，Ro"rt，Lou-

ie，Lynh，PeteriBernick，Yoshioの9人

による「ミス・アメリカ’90コソテスト」

である。全員化粧をして、ミニ・スカートや

ワソピースという姿で舞台に登場すると、会

場内は今夜最高の盛り上がりを見せた。結局、

日本側の投票によってLouieがミス・アメリ

カに選ばれて、アメリカ・ナイトは終わった。

時計を見ると既に午後10時を過ぎていた。あっ

という間の2時間、というのが我々共通の感

想であった。あとで聞いた話では、個人芸を

除き、全体の進行はほとんどがアドリブであっ

たというのだから、大したものだ。日本側は

翌日のジャパソ・ナイトのことが心配になり、

プレッシャーを感じながら帰途につくと、ア

ラスカの夜空はまだ夕方のように明るい。ア

メリカの“笑い”そして“心”に触れること

のできた素晴らしい夜であった。素敵な時間

をありがとう。 （丸山剛）

アメリカ・ナイト

アソカレッジ到着から4日目、7月25日は

我々日本側参加者が楽しみにしていたアメリ

カ・ナイトであった。アメリカ・ナイトとジャ

パン・ナイトとは、会って間もない日米の参

加者が早く打ち解け合えるようにと、毎年会

議の前半に行われるもので、日米それぞれ一

晩ずつ約2時間の手作りショーを見せ合うも

のである。練習は思ったより大変で、前夜の

ランドリールームはアメリカ側参加者の練習

のため日本人は立入り禁止となっていた。

午後8時、アメリカ・ナイトは始まった。

Micahのナレーショソに続いて、MichaelH.

はゴミ清掃人姿で登場、舞台脇のテーブルに

着き、テレビのリモコソ・スイッチを入れる。

最初のプログラムの始まりである。彼が見て

いるテレビ番組という設定でプログラムが進

んでいくのである。最初はPeterRayによる

CMコソトと、Guyによるニュース・コント

である。天気コーナーではMichaelL.と

Toddが全米各州の天気をそれぞれの地方の

なまりで紹介して､会場は盛り上がる。Mic-

helleM.他4人はア・カペラで歌を披露。

Ellisは得意のゴルフでコソトを､F1issaとRa-

ndallはテニスポールを使ったお手玉を披露

して会場を沸かせた。

中盤の「日米クイズショー」は西山、杉山、
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アンカレッジ市長スピーチ ドルのソ連の共和国資産が入っているという

事実も、新しく学んだことであった。

市長の約20分間のスピーチの後には質疑応

答が行われたが、JASCerのアラスカに対す

る興味は大変深く、質問は絶え間なく出され

た。質問は、アラスカ内での食費の高さといっ

た日常生活に根付いたものから、アラスカ州

の人口の増加に対する市長の意見といった合

衆国規模のもの、ひいては米ソ関係緩和によ

る軍縮とその変化が世界に及ぼす影響といっ

た、地球的規模のものまで広範囲に及んだ。

7月27日、ようやくアラスカ州立大学アソ

カレッジ校での生活に慣れてきた頃、アンカ

レッジ市長TomFink氏によるスピーチが行

われた。JASCerの多くにとっては未知の世

界であるアラスカ。その地で実際に生活をし、

かつ政治に携わっていらっしゃる市長のお話

は、これからますます増加するであろうアラ

スカという州の重要性を私たちに再認識させ

た。

市長がいらした際、JASCer一同は立って

拍手で迎えたが、氏はこれに対する感想とし

て、「日本的な迎え方ですね。」とおっしゃっ

た。言われて初めて気づいたJASCerも少な

くなく、日米文化の相違点として印象深かっ

た。

Fink市長はヨーロッパへ行くための経由

地ともなるアソカレッジ空港の重要性、そし

て日本とアラスカとの経済的・文化的関係に

ついてお話しになった。アラスカの経済ベー

スは石油であるが、日本企業はそれへの投資

と同時にリゾート地としてのアラスカにも投

資を行っており、大きな役割を占めていると

おっしゃった。また、アンカレッジと千歳が

姉妹都市となっていることやアソカレッジに

ある日本人学校についても触れられ、文化的

交流の深さも強調していらした。私が特に再

認識したのは、米ソ関係が親密になるほどア

ンカレッジの存在も重要になるという点であ

る。ペレストロイカによりソ連を訪れる人は

増えているが、その時の主な経由地は、合衆

国の中で最もソ連に近い地、アラスカのアソ

カレッジ空港である。アソカレッジとソ連間

の文化交流も盛んに行われており、さらに経

済面でも、アンカレッジの銀行には7,"0万

蕊？

"ず識:』1認瀧

溌 、

鱗
鋳
鍵
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蝉

黙
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蕊

それまでアメリカ側参加者はアメリカ・ナイ

ト、日本側参加者はジャパン・ナイトの練習

にそれぞれ追われており、アラスカに集まっ

ていることの意味を深く考える時間がなかっ

たように思われる。残り半分になったアソカ

レッジ滞在を前に、日米学生会議の開催地と

してアラスカが選ばれたことの意義を認識し、

JASCerとしての意識を自己に対して問い直

す必要性を十分に感じさせるスピーチであっ

た。このような素晴らしい機会を与えてくだ

さったアンカレッジ市長TomFink氏に改め

て感謝いたします。

（大島 葉子）
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娘」では、わざわざ日本から持ってきた小道

具の効果もよろしく、艶然たる彼女の姿に溜

息が出る程であった。

多少、緊張した雰囲気をほぐそうと大塚、

大久保、胡口、仲尾らがスキット「JAPAN-

ESEBOYCO皿NGTOAMFRICA」を

披露。英語や文化の誤解について理解するの

に役立ったのではなかろうか。

山崎を中心とし、杉山、七戸の女性二人も

加わって魅せた 「応援団」。多少はずし

た部分があったものの凛とした姿に多くの拍

手が送られた。次の「忍者」では、アメリカ

でブームをよんでいることも手伝ってか好評

であった。諸永、深町、岸本の機敏な動きに

混って、まぬけな忍者を演じた江藤の努力は、

特筆すべきかもしれない。

JASCTシャツにジーンズの出立ち。ジャ

ネット・ジャクソソもまっ青の｢エスカペード」

が舞台を飛び出す勢いでお目見えとなった◎

奥井、小平らの女性陣に混り、計盛、飯島、

山口ら男性陣の"華麗な"踊りぶりも見逃して

ジャパン・ナイト

リゲイソのテーマソソグの大合唱で幕を開

けたジャパソナイト。続く池野・丸山の関西

コソビによる「日本人ビジネスマソ」のスキッ

トで先ずはお笑いを一席。笑いで振れたお腹

を奥井の「空手」で元に戻した後は、「スプー

ソポクシソグ」でリラックス。大島に奔され

る稲野が思わぬ笑いをとっていた。次は最大

のイベソト「JASCねるとん」。美しく女

装した田村、天野、大浦、大塚、丸山の入場

の後、告白のチャソスを与えられた七人のア

メリカ側男性参加者は、純粋に日本人女性参

加者が相手だと思っていたのか、ショックを

隠しきれないでいた。笑いだけではないと金

井、天野、小林、山崎らが「LongestTime」

を歌ったのだが、アメリカ側の笑いを誘って

しまった。今度こそは、と七戸、西山、森田、

島田、島村、高野、吉原、津守、堀尾、寺田、

角野の女声二部合唱による「季節の歌」で聴

く者達を魅了した。次の原田による日舞「藤
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米混合で踊った後ディスコまでやってしまう

楽しみ様で、会場は若さのるつぼと化した。

散々踊った後、今回特別に用意されたJA

SCソング「HFRITAGE」が歌われ始める

と、日米双方のJASCerどうしの肩に自然と

手が回り、一つの大きな円ができた。

歌い終わってもいつまでもいつまでもその

場を去り難く、余韻をかみしめる様に抱き合

5JASCel達。私達の心が一つになれた瞬間。

幕はいつまでも降りることなく、白夜のア

ラスカの空にはためいていた。

（上窪 一世）

ｊ
９
ｇ
■
＃
４

はいけないだろう。

洋風のダンスで魅了した後は和風でいこう

と「空手ダソス」をひっさげて、菱木ら男性

五人と紅一点角野が舞台で躍起した。

フィナーレは青柳らを先頭に、盆踊りを日

SewardTrip

「寒い。」

この言葉が、42ndJASC最初の自由行動日にSewardへ行った者の印象であることは間

違いない。5日間の疲れと冷たく降りしきる雨は、しっかりとその脇役を努めていた。

大きくかつ頑丈そうな、如何にも米国型らしい列車に揺られること約4時間◎氷河の中

を抜けてその港町に着いた。観光客相手のレストランや出店もいくつかあり、普段は賑や

かな所と想像されるが、今日は雨のためか、全てがセピア色に見える。港から離れて、少

し町の中心と思われる方向へ行くがこれといったものはない。暖を求めて港へ帰り、喫茶

店に入った。テーブルの隅で背中を丸めていると、はるぼう（島村）ときょんぴ（寺田）

の2人が、非常に暖かそうなセーターと共に入ってきた。聞いてみると向かいの小さな店

で安く売っていたとのことである。喫茶店に
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SCAVENGERHUNT た。

このゲームをとおして、ある意味では初め

て普段着のアメリカに触れることができたと

いってもよい、充実した一日であった。（街

の皆様に多少のご迷惑をおかけしたことをこ

の場を借りてお詫びいたします。）

（田村 豊）

この日は、スケジュールの上ではGeneral

FieldTripとなっているが、実行委員の一部

の人を除いてアメリカ側参加者の日本側参加

者も、当日までどこへ行って何をするのか分

からない奇妙な一日であった。アソカレッジ

に来て以来、特に日本側の参加者の間では、

慣れない環境と緊張のなかで若干の疲労の色

が目立ち始めた時期でもあり、朝8時に集まっ

た参加者の顔には、期待と不安と疲労の色が

複雑に絡み合い、異様な雰囲気のなかで、そ

れぞれバスに乗り込み、一路市内の中心部へ

と向かったのである。市内中心部に位置する

ショッピソグセンターに集まり、いくつかに

グループ分けされた参加者は、グループごと

に1枚の紙を渡された。その紙には10項目に

及ぶ品物、問いなどが書かれており、午後1

時までに全ての項目を満たして元の地点に帰っ

てこなければならない。街全体を舞台とした

“宝探し”である。名付けて"Scavenger

Hunt"なる大冒険の始まりであった。

いくつかの説明を受けた各グループは、そ

れぞれの紙に記された項目（日本語のパソフ

レット、名刺、レストラソのメニュー、催物

のチラシ、氷、街の漁師の話を聞く、三世代

にわたってアラスカに住む人の話を聞く等）

を追い求めて三々五々、街に散らばっていつ

全体研修II

朝から空は薄暗く、初めの2，3日とはうっ

て変って、肌寒い日が続いていた。日本と同

じ気温と聞いて、Tシャツとショートパソツ

ばかりをスーツケースにつめ込んで来た多く

の日本人参加者にとっては、大変やっかいな

ことであった。Tシャツの上に一枚羽織って

みたもののやはり一日中ガタガタふるえてい

た。

この日は、ChugaCh山中に出てアラスカ

の自然を心いっぱい味わった日であり、また、

アメリカ人のアメリカ人らしい一面を見るこ

とのできた日であった｡

午前中は、山脈の谷間にある国立公園の遊

歩道を訪れた。会議もすでに日数を経て、参

加者に疲れもたまっているころだったので、

道中のバスの中では、うとうとと眠っている

ものも多かったが、車窓を流れ行く風景は、
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日本人の抱く大自然のイメージそのものであ

り、居眠りするにはもったいないものであっ

た。江藤は高校生の時に、一年間アラスカに

留学していた経験のある、唯一のアラスカ体

験者で、アメリカ側参加者を含めた皆のよき

ガイド役を担っていた。その彼が、Moose

（へらじか）を会議開催時からプロモーショ

ソしていたため、道すがらMooseを探し出す

のが皆の関心事であった。中にはMooseの第

一発見者としての名誉を得んがために、道中

ずっと沿道の森を観察している者もいたかと

思えば、嘘をついて「Moose!」と叫んで皆

を騒がせて楽しむ者もいたり、楽しいパス旅

行を満喫したのであった。また、こうしたバ

スの中での歓談は、人間関係をよりよいもの

にするという点において、最も重要な場であっ

たと思われる。

アラスカの大自然はMooseだけではなく、

潮の干満や氷河のどれをとっても雄大なもの

であった。それはバスの中よりも、目的地に

ついて、自然の中に一歩足をふみだした時に、

さらに大きな感動としておしよせてきた。山

中の遊歩道を皆で歩いたのだが、大自然の中

に吸いこまれる様な気がした。そこでふと目

についたのが、米国側参加者の行動であった。

EricやMichaelH.は、ガイドより後を行っ

ては動物を見ることができないと、人より先

を歩いていた。私は彼らに同行したわけなの

だが、彼らは大きなカメラを持ち、自然を自

身の手に入れようという心意気であった。日

本人なら大自然の雰囲気に酔うというのがそ

の味わい方であり、自然に対置するよりも、

溶けこむというのが自然に対する取組み方で

ある。私はこのとき初めて、本質的な違いが

国際間には存在するのだということを、身を

もって知ったのである。午後には同じChug-

ach山中の牧場を訪れたのだが、ここでの登

山のときにも同じことを感じた。しかし、そ

うした違いを越えてこそ初めて、同質性を知

ることができる、同質性を共有できると思え

たのが、この日であった。 （大塚 雄三）

全体研修III

我々の全体研修の日は必ず雨と決まってい

たが、アラスカでの最後のこの日は、晴天に

恵まれた。朝から誰もが10歳若返ったように

はしゃぎ、バスの中では日本の童謡が、日米

混声隊によって次から次へと歌われた。アラ

スカの自然と動物に触れ、リラックスする目

的でのこの日の全体研修は、まず交通産業博

物館の見学から始まった。広がる芝生の上に

並ぶ飛行機、バス、その他の乗り物。参加者

の多くは、展示物を珍しそうに眺め、過去の

世界を想像していた。その中で一人戦闘機の

前で立ち止まっていたのは、第二次世界大戦

で兵役に就いていた経験のあるEllisWoodwald

だった。

博物館をあとにした我々は、アラスカの動

物博士になるべく、3つの牧場を訪れた。ま
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やさしい顔をしたトナカイとのスキソシッ

プの後、最後の目的地である「RRF1De's」

という狼の飼育場にやってきた。法律により、

州内では純粋な狼は飼えないため、全て犬と

の雑種ということであった。年々減少してい

る野生の狼を保護する一方で、野生により近

い狼をアラスカ文化の象徴として紹介し続け

るために飼育しているそうだ。

こうして珍しい動物に触れ、それぞれの社

会背景について学び、動物博士になった気分

で寮に戻ってきた。 （小林 隆司）

ず初めはじゃこう牛。なじみの薄いじゃこう

牛であるが、アラスカでは古くから家畜とさ

れており、その長い毛を使った毛織物はアラ

スカの特産物となっている。

昼食をとった後、今度はトナカイ牧場に向

かった。枯木のようだと思っていたトナカイ

の角は、驚いたことに実は、やわらかい毛袋

に覆われていた。手から直接餌を食べている

このかわいいトナカイが、いずれはソーセー

ジになるという話も聞いた。サソタクロース

のソリを引く動物としてしか知らない日本の

子供達には内緒にしておこう。

1－2 シアトル

(宿泊地:､シアトル・パシフィック大学）

中間反省会

8月1日。この日私たちは10日間過ごした

アラスカを後に、飛行機にて第二の開催地で

あるシアトルに着いた。荷物整理、夕食をす

ませ一段落したところで、寮内のラウソジに

全員が集まり中間反省会が始まった。始めの

約1時間は、日本側、アメリカ側が別々の部

屋に分かれてそれぞれの反省を行った。

日本側の話題の中心はコミュニケーション

についてであった。日常生活はまだ良いとし

ても、昼間の討論や実地研修では日本人は意

見を述べるのもままならない。人の話の理解

に集中している間に、アメリカ人は自分の意

見を用意し、話が終わると同時にそれを出す。

そのため、デイスカッショソがアメリカ側主

導になりかねない。そこで、討論中相手の意
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見が理解できない際は意思表示をすること、

またグループ内の日本人が困っているような

ときは理解している者がすばやく助けるなど

基本的ではあるが、なかなか実行できない事

柄を確認した。また、日本語の話せないアメ

リカ人への気配りについても意見が出された。

日本語を流暢に話すアメリカ人参加者もいる

ため、安心感から日本語を使うことが多く、

そのために他のアメリカ人に疎外感を与えて

いるのではないか。英語を使用する本会議で

は、とかく日本側のデメリットが強調される

が、それはともすると日本側の甘えを引き出

しかねない。私たちは、実は自分たちでも処

理できること、私たちの方こそ注意しなけれ

ばならないことがあるという事実を認識した。

この問題が単にアメリカ側に頼って解決する

ようなものではないということを改めて自覚

したのであった。

再び両国の参加者が一同に集まると、それ

ぞれで話し合われた反省の内容の発表を行っ

た。共通の反省としては自由時間の使い方で

あった。強行スケジュールの合間を縫って、

少しでも参加者同士の親睦を深めようと夜遅

くまで話すが為に、慢性的睡眠不足に陥り、

会議の活動に支障が出たり、病気になる人ま

でいたからである。スケジュールの改善と、

そして何よりも自己管理の必要性が説かれた。

コバタカ（小林）の「参加しない、という勇

気も時には必要だ」という意見に一同の指が

鳴る（これは、会議中に流行った同意を意味

するサイソである）。このclick音を受けて

何と多くのアイデアが会議の中に取り込まれ

ていったことか…。JASCはこうして発展

していくのである。この日も新たに「訳して」

「言語を変えて」を意味するコミュニケーショ

ソ・サイソがclickと共に誕生した。

この他にも、実行委員のあり方、グループ

主義、討論内容についてなど様々なことが問

題として挙がった。時間が大幅に延長され、

予想外に長くなった反省会であったが、JA

SCを少しでも改善していこうと気持ちの表

れでもある。シアトル第一日目という区切り

の上でも格好であったこの日に、私たちはま

た新たなるJASCに向けてスタートを切っ

たのである。

（深町 あおい）
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コミュニケーション・フォーラム

日米学生会議が始まって、一週間がたった頃ふとしたことに気がついた。バスに乗っ

てどこか行くにしても、パーティーをやるにしても日本人とアメリカ人が別々に行動し

ているようなのだ。我々日本人も渡米直後の緊張感が少し薄れ、以前より日本語を話す

ようになってしまった。このままでは駄目だと思い、いろんな人に相談してみた。そし

てコミュニケーショソ・フォーラムを待とうと決まった。

初めはアメリカ人がもっと英語をゆっくり話して、日本人はなるべく英語を話すよう

にするといった、表面的なことから始まったが、だんだん内容が深くなっていった。ア

メリカの文化では、自分を主張しなければ誰にも構ってもらえないといったプレッシャー

がある。日本ではできるだけ目立たないようにするのが美徳である。その結果アメリカ

人が多く話をし、日本人は黙っているという構図ができあがる。しかし、事はそんなに

単純ではない。日本人にも積極的な人はいるし、アメリカ人でも消極的な人はいる。コ

ミュニケーションに関する不満はどちらかと言えばおとなしいアメリカ人から出ていた。

このフォーラムに来て初めて自分の言うことを真剣に聞いてもらえて感動したと言うア

メリカ人が何人もいた。フォーラムのなかではいろんなことが話し合われた。人がお互

いを瑠騨しあうのはなんて難しいことだろうと思った。しかし、フォーラムのなかでみ

んなでお互いを理解しようと耳を傾け合ったあの暖かい雰囲気を皆忘れないと思う。

あれから、よく発言をする人には個人的

にアプローチし、フォーラムで話し合った

ことをそれとなく伝えた。会議の中ごろを

過ぎると参加者全員がお互いに譲りあって

気を遣い出したと思う。みんながあれだけ

気遣って発言する国際会議を僕は見たこと

がない。一人、一人のやさしさと思いやり

が、本当に素晴らしい会議だった。

（石田 昌隆）

シアトル総領事館

の日本食が食べられるとあって、15分も経た

ないうちに長蛇の列ができる。高まる食欲を

丸だしにして食事にいそしむ日本人参加者と、

箸の使い方が妙に上手いアメリカ人参加者。

みるみるうちに料理のあった皿は空っぽになっ

た。

領事館公邸周辺の地域は、素晴らしい眺望

を楽しめるシアトル市内でも有数の高級住宅

地であるときいて、我々はこの日のレセプショ

ソを心待ちにしていた。シアトル湾が一望で

きる庭園や邸内で、参加者がワイソや飲物を

手にくつろぐうちに料理が用意された。久々
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蕊鍵謡驚畿蕊

レセプションの最後には平井総領事からス

ピーチを頂き、委員長のGuyがお礼の言葉を

述べた後、参加者全員で写真撮影をした。

余談ながら、このレセプショソのあと大多

数の参加者が、公邸近くにあるRobの実家を

散歩がてら訪問し、彼の家からの素晴らしい

夜景を堪能することが出来た。残念ながら西

の空に雲がかかっており、日没をのぞむこと

は出来なかったものの、湾口の入り組んだ巧

みな地形とあいまって日没後は宝石をちりば

めたような光景であり、思い出に残る一時で

あった。 （仲尾聡）

私は領事の方とお話しする機会があり、その

活動などについて詳しくお伺いすることが出

来た。当地の総領事館は、ワシソトソ州とオ

レゴソ州を管轄区域としている。そしてこの

シアトル総領事館の他に、ポートランド（日

米学生会議のゆかりの地）にも領事館があり、

最近では著しい日本人の西海岸進出に伴い、

その業務の質・量ともに増大している。その

ため、総領事館でも総領事1名、副領事2名、

領事5名といった大規模な構成をとっている

が、とても仕事が追いつかないとのことであ

る。

全体研修Ⅳ

氏の挨拶と経営の概要説明に続き、質疑応答

が行なわれた。環境フォーラムの一環として

の訪問だけに、同社の環境に対する姿勢や環

境破壊に関する日米参加者の関心が高く、鋭

い質問もしばしば発せられた。そういった場

面では、「ご質問の意味が分かりませんが、

8月'3日､私達はタコマにあるWeyerhaeuser

本社を訪れた。同社は現在、木材製品加工及

び林産物関連企業として世界最大の規模を有

し、十条製紙をはじめとする日本企業とも合

弁事業を展開している。

展示の見学後､Weyerhaeuser社のG_'11iCkson
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極力お答えします。」といったコメソトにい

くらか会社側の戸惑いが察せられた。しかし、

同社は年間100万トソを処理する古紙回収シ

ステムを持ち、紙の再利用に貢献しており、

環境保全に対する意識の高い点はよく理解す

ることができた。

同社のご厚意でポックスラソチが呈され、

芝生の上で美しい雪山と緑の景観を楽しみな

がら昼食をとった後、敷地の中にある日本の

盆栽園に案内され、食後のひとときを過ごし

た。

中間活動報告会

8月4日、本会議もちょうど折り返し点に

到達した頃、それぞれの分科会での活動状況

を報告し合う場が与えられた。

「スポーツと社会」では、各人のペーパー

に基づいてスポーツを他の分科会のテーマ

（情報化社会・科学技術・芸術・国際関係等）

との関連させ報告を行った。スポーツが政治・

経済的関わりを持ったり、人種の壁を取り除

く役割を果たすことなどが挙げられた。

「国際関係」では、ワールド・トレードセ

ソターやBoeing社への実地研修に加えて、

戦後・冷戦後の日米関係とそれが世界に及ぼ

す影響、メディアの役割、文化の違いから生

じる摩擦、そしてEC統合による経済の統一

などが議論されているとのことだった。

「科学技術と社会」では、原子力発電所、

安楽死（尊厳死）、脳死、臓器移植、動物を

用いての生体実験などを取り上げ、それぞれ

が本当に我々人類の進歩を意味するものかど

うかを間うていた。我々は自分たちのための

正しい選択をして行くことが大切であるとい

う合意に達していた。

「コミュニケーション」では、コミュニケー

ショソは顔の表情をはじめ、洋服、建築物な

ど様々な形で行われることや、修正主義者に

溌蕊蕊蕊蕊灘

識串

難
￥

鍵
:!…

Ⅲ誠 挙甜

『b F，氏
,者 11驚

蕊
》

Weyerhaeuser社を辞してから、私達はバ

スで木材の輸出港へ立ち寄った。埠頭には、

太い原木や、痛々しく樹皮を剥がされた木材

が所狭しと積み上げられ、日本向けだという

かなり大型の輸送船には、そういった木材が

満載されていた。その光景は、それまで机上

で環境問題の討論に終始してきた私達の目に

はいささかショッキソグなものであった。車

内からの見学であったが、実際にこれほどの

樹木の生命と引き替えに、自分たちの生活が

成り立っているという事実を、各自の胸に刻

みこむのには十分であったと言えよう。

環境問題は産業の問題から切り離せないと

いう認識を深める意味でも、Weyerhaeuser

社の訪問は意義深く、より実際的かつ建設的

な方向へと考えを深めて行くために私達にとっ

てなによりの機会であった。 （胡口 唯子）
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見られるような日米経済摩擦も結局はマス・

コミュニケーショソ摩擦が大きな障害となっ

ているとし、コミュニケーショソの重要性を

説いた。

プライバシーの侵害や名誉穀損に値するとの

意見が巻き起こったり、ヴェトナム料理屋で

会った物乞いに対する対応の日米間の著しい

差異を痛感したことなどが発表された。偏見

と差別、多元的社会における同化の問題など

についての意見が出された。

「世界システムと人々」では、最近ますま

す混乱の度を増している冷戦後の世界の行方

や、ヨーロッパ・アジア・アメリカのブロッ

ク化、日米構造協議についての議論が進めら

れていた。発表の最後には"WeAreThe

World"の合唱が会議参加者全員によって行

われた。

「芸術と社会」では、シンボルマーク、建

築、浮世絵、印象派絵画などの共通点につい

てのペーパーの発表やイソディアソダソス、

シアトル美術館訪問などの実地研修を通して

築きつつあった各人の芸術観を分かち合う様

子が述べられた。

報告会全体を通してみると、日米の学生が

共通の問題意識をすでに持ってより良い状況

へ向かっている分野と、まだ相互の基本的な

認識・理解を必要とする分野とが明らかになっ

た。このことは、分科会単位での活動の注目

すべき産物の一つであるだろう。

（西山 智子）

「ポラソティアリズム」では、民主主義観

に始まり、ボランティア活動に対する考え方

等における日米の相違点を認識しているとの

ことだった。日本の手話で「共存」の意味で

表現されるボランティアが当分科会の統一理

念であった。

「情報化社会」では、趣向を凝らした寸劇

を行った。真実を隠そうとする政府関係者や

大げさな報道をする新聞記者・レポーター、

情報に流される一般消費者、衛星放送を使っ

て授業を行う教師とそれを利用して学ぶ生徒

など、情報を介して様々な人々を演じること

で現代社会の問題を問うた。

「人権」では、テーマの理解を実体験を通

して深めるという目的の実地研修自体が、
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Victoria

7月5日、カナダはヴィクトリアに向けて、一行は朝の7時15分に出発した。眠気と

空腹感の中で沈滞気味だったバスの中に比べ、乗船後は皆活発さを取り戻して、食べた

り、喋ったり、冷たい風の中の甲板で歌ったり、眠ったり…。船酔しかけた人も何人か

でたが、無事目的地に着き、そこで解散。名所巡り、買物、サイクリソグ、アルコール

補給（？）等、めいめいが思い思いに楽しんで午後6時に再び集合した。船窓から、青

…:塞癖議懲茅鍵鱗;Jい空と色鮮かな花､優雅な建物が印象的な、
1:#

美い街に別れを告げる。ハードなスケジュー

ルに追われる毎日の中で、ゆったりと過ご

せた貴重な一日だった。

帰路のデッキで寒さに震えながら徐々に

光を増していった満月の美しさが忘れられ

ない。

（高野 朝子）

Ethicsコロキアム

スキットだった。以下、その概要を述べるこ

とにする。

8月7日の夜、Ethicsコロキアムが開催さ

れた。タスクフォース（担当者）により我々

の倫理観が問われる5つのテーマが設定され、

それぞれに関するスキットを見た後、小グルー

プに分かれて話し合いがもたれた。

このコロキアムに関しては、『タスクフォー

スだけでなく全員で作りあげた」という印象

が強い。というのも、参加者全員がスキット

のシナリオを考え、出演し、5つのうち自分

が興味を持った場面についての話し合いに参

加することができたからである。また、スキッ

トにおいては日米の倫理観の違いを強調する

ことは目的とせず、「倫理は個人の問題」と

して日米の参加者が一緒にスキット作りと出

演にたずさわった。

各テーマについて2グループ、合計10グルー

プがスキットを行った。準備時間の短さにも

かかわらず、みなメッセージ性を持った良い

1.Divorce-離婚について－ ここで

は、夫婦だけでなく、子どもをはじめと

する他の家族を巻き込んだ離婚大騒動が

描かれた。

2.NeedleforDrug-エイズ感染から

麻薬常用者を守るために、清潔な針を配

布するべきか－

日本ではほとんど耳にしない問題であ
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るが、アメリカではよく議論されている。

タウソミーティソグを模したスキットで

は、賛成者、反対者、常用者の意見が発

表された。

3.OrganDonation-臓器提供につい

て－ 脳死の娘をもつ両親と医師の臓

器提供にかかわる、やりとりが行われた。

感情的に娘の死を認められない両親と、

事務的に話す医師の様子が対照的だった。

4.ResearchEthics-科学研究者はど

こまで自身の所属団体に忠実であるべき

か－ エイズ治療の新薬を開発し、人

命を救うことを優先する研究者と、利益

を第一に優先する企業経営者のやりとり

が行われた。

5.InvasionofPrivacy/Sensationalism

-プライバシー侵害について－ 「実

利に結び付く特ダネを公表すれば、プラ

イバシーを侵害することになる」現実に

悩む新聞記者の姿が描かれた。

スキット発表後、私が参加したグループで

は、臓器提供についての各人の考えを出しあっ

た。「脳死を人の死と認めるか否か」という

問いに対して、真っ向から否定する意見は出

なかったのだが、「家族や友人の脳死認識の

場面では、理性ではわかっていても感情的に

認めることができないと思う。」という様な

意見がほぼ全員から出てきた。脳死の認定・

臓器移植の実行においては、アメリカが日本

購蕊塞騨

よりずっと先を歩いている。しかし、この事

実は必ずしも全員の合意のうえで成立してい

るわけではなく、個々人のレベルでは自己矛

盾を感じている人も少なくないのではないか、

と強く感じた。

「倫理」というものは、社会的には時代背

景や、世論によって、いかようにも変化する。

しかし、ここで忘れてはならないことは、そ

の変化の根底には、我々自身の倫理観がある

ということである。スキットに描かれた様々

な場面でどの様な判断を下すのか。難問では

あるが、避けては通れない問題である。

（堀尾 裕子）

全体研修V

瀕する動物を自然状態で飼育しようと設立し

た自然保全施設である。

私たちは管理区域から保全地域に移動して、

トレーラーに乗りガイドからの説明を受けな

がら、クジャクやバッファロー、シカ、水鳥

など様々な野生動物を観察した。その後ポッ

クスラソチが配られて、各参加者ともベソチ

でグループを作ってお昼を食べた。コーラと

タコマの郊外にあるNol-thwesTrekは、日

本のサファリパークに類似した施設であるが、

その規模もその様相も大きく異なる。つまり、

その動物飼育・自然保存の仕方などは日本の

それよりもはるかに大きく、より自然に近い。

20世紀末の木材産業隆盛の折、この地域で大

きな山火事が起こり、その後篤志家が州知事

の協力を得て、この再生した人工林に絶滅に
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サソドウィッチにも馴れ、ここまでの会議の

印象、会議にきて自分の何が変わったのかな

ど、よもやま話をする。

残りの時間は管理区域で飼育されているネ

コやビーバー、熊、ふくろうなどを見学しに

散歩してまわる者、フリスビーに興じる者な

ど様々、思い思いに時間を過ごした。中には

観察舎の中のベソチで、昼寝と酒落こむ者も

いた。

日頃自然に触れることの少ない私たちが、

青空と木々の緑を満喫することができた。く

つろいだ一時であった。 （仲尾 聡）

Dr.Hardleyのレセプション

ふと目が醒めると海が見え、バスが停まっ

た。（この頃には「バスの中＝居眠りする場

所」という図式が私の中で完全にできあがっ

ていた。）照りつける日ざしの中に、品の良

いにこやかな老婦人がいる。私たちをそのプ

ライベートビーチに招いて下さったDr.Ha-

rdleyだった。第2,3,4回JASCの参

加者で、戦後の占領下の日本ではマッカーサー

の片腕として日本のために尽力した方である。

挨拶の後、さっそく何人かのアメリカ側の男

lfJASCer達が食事の仕度を手伝い始めた。

その素早さに驚きつつ、手の空いている私た

ちは海岸へ。波打際はあまりきれいとは言い

難かったが、水着を用意していた周到な何人

かは泳ぎ、また何人かは裸足になって海に入っ

た。そうこうするうちに食事の準備が整った。

渇いたのどを冷たい紅茶で潤し、Dr.Hardl-

eyお手製のフライドチキソや大量のポテト

サラダ（大量すぎて食べ切れなかった…）に

舌鼓をうった後、私たちは海辺で遊んだり、

全員で記念撮影をしたり、Dr.Hardleyのお

話をうかがったり、過去のJASCのアルバ

ムを見せて頂いたりした。アルバムには、写

真やカード、覚書が大切に保存されており、
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癖零

JASCの約半世紀にわたる歴史の長さや、今の私

たちが抱いているように過去のJASCer達も抱いた

であろう感動や決意をしのばせてくれた。

溌塗
識

f一等-~-ゴ
F‐二;別 一
嬢鱗…

…

熱’も蕊
舘 洞．跡

Betweentwomightynations

Thererollsawidesea

ThatanywheredividestheEastandWast

Wewillbuildabridgeoffriendship

Thatthroughthestormsandstrife

Foralltheyearstocomewewillstandthetest

－第2（？）回のJASCers'Songから
（高野 朝子）

;'箪蓉§鍵lli'騨錘箪零~~~
- ~ - ﾆﾆ2-二斗

鑑

綴蕊蕊鑿

蕊

》》

#|蕊|織耀ｱｰ

ｰ垣-~-ﾆ

ﾆﾆﾆ

金
軽

,1J,

－36－



野球観戦記

待ちに待った夜がやって来た。根っからの野球ファソである私は、この日を実は会議

の始まる前から楽しみにしていたのであった。地元シアトル・マリナーズと名門ニュー

ヨーク・ヤソキーズがシアトルキソグ・ドームで対決する。

野球観戦は、希望者のみであったが30名近くが集まり、おそろいのJASCのTシャ

ツを着た我々の集団は、広い球場ですらちょっとした注目を集めた。

売店でお決まりのビールとポップコーソを買い込み、外野の一角を占領する。いよい

よ試合開始だ。球場内は思ったよりがらがらだったが、陽気なアナウソスと音楽が流れ、

気分を浮き浮きさせる。5回の裏が終わったところでは、大きなスクリーソに何と「W

elcomeJASC」と映し出された。ワーという歓声。雰囲気は俄然盛り上がる。

観戦中にふと気付いたことだが、アメリカ人は応援するにも、特に決まったやり方は

ない。「ワー」と騒いで手を打つくらいのものだ．そこで我々日本側参加者は、大声で

日本流野球の応援を披露した。最初は珍しそうにみていたアメリカ側も我々の熱狂的な

畷
1－3 バークレイ

グループ8は脱獄不可能とされたアルカトラ

ス刑務所に行くことになった。アルカトラス

(宿泊地：カリフォルニア州立大学バークレイ

校）

BAYAREAFIELDTRIP
2

この日は8つのグループに分かれての実地

研修である。普段の机上のディスカッション

だけでは得られない、見聞を広めるための良

い機会である。朝の8時ロビーに集合。お楽

しみということで直前になるまでどのグルー

プがどこへ行くのか知らされなかった。僕達、
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こでJASCerのボランティア精神が発揮され

る。みんなそのチケットを譲り合って、アル

カトラス島に行くメソバーがなかなか決まら

なかった。行きたかった人も多かっただろう

にみんなの譲り合いの精神に心から感動した。

（僕は初めからチケットを握って放さなかっ

たけれど…）

僕達のグループはアメリカの刑務所を見学

できて非常に興味深いものになったが、他の

グループもそれぞれアメリカ社会の様々な面

を学ぶことができ、有意義な一日を過ごした

ようだ。 （石田 昌隆）

島はサソフラソシスコからフェリーで15分ぐ

らいである。島から市内を見れば手が届きそ

うな距離だ。しかし、海水の冷たさや海流の

速さなどから、囚人たちは脱獄にことごとく

失敗した。1933年刑務所がアルカトラス島に

移されてから、1妬3年に閉鎖されるまで36名

の囚人が脱獄を試みたが行方不明の5人を除

いて、全員脱獄に失敗した。その5名もサソ

フラソシスコ湾の速くて冷たい海水のため、

溺れ死んだとされている。

いざ、フェリー乗り場に着くと、フェリー

のチケットが人数分ないのに気がついた｡こ

ホームステイ

てSanMateoBuddhistTempleが目の前に

現れた6これは日系人の仏教信者のための教

会であるという。私のホストファミリーは日

系人なのだろうか。

教会の中で私は､ホストファミリーであるD

onとTurdiに会った。彼らは、オラソダ系ア

メリカ人だという。いい人達のようだ。Don

は昔海軍にいて、日本にも来たことがあると

いう。Turdiも何回か日本にきているそうだ。

ところで私はその時たいへんお腹が空いて

いた。ふとテーブルの上に目をやると何と日

本食があるではないか！白いお米のおにぎり、

やきそば、巻き寿司、等々。うれしくてたま

ホームステイ1初めての体験だ。8月11日

から12日にかけて、会議参加者の大学生とは

違ったアメリカ現地の人達と接することにな

る。一体どういう人達だろうか。

JASCの参加者は、比較的海外経験者が

多い。しかし私は今回が初めて、何もかもが

新鮮であった。約一ヶ月に及ぶJASC本会

議の中で、このホームステイというのは私が

特に期待していたプログラムの一つであった。

アメリカ人家庭を実際に体験できるのだ！

当日、私達はInternationalHouseの一室

に集められ、ホストファミリーの名前が発表

された。私のパートナーはYoshioだ。「よ

ろしく」と私は彼と握手した。しかしホスト

ファミリーはまだ来ない。

その後私達は日系人のおじさんに連れられ

て、近くにある駐車場に向かった。そこでワ

ゴソ車に乗り、Highwayをひた走った。さ

すがアメリカだ。高速道路は渋滞もなく、非

常に快適だ。1時間ぐらい走っただろうか。

気が付けば閑静な住宅地に入っていた。そし
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らなかった。正直に言えば、単調なアメリカ

の寮の食事にはいささか飽きが来ていた。だ

から思わず、腹八分目を越えて満腹になるま

で久し振りの日本の味を楽しみ、おいしいお

茶をすすった。

食後、私とYoshioはmnとTurdiの家に行っ

た。疲れていたが、彼らにお礼を言いお土産

を手渡した。私は手製のかわいい置物を贈っ

たが、とても喜んでくれた。翌日は他の家族

と合同で、ミニ運動会なるものが開かれた。

広い公園に集まり、水風船をパスするケーム

や、麻袋の中に入ってジャソプして移動する

競争などをして楽しんだ。

このホームステイの極めつけは、夜の盆踊

りである。日本の夏の風物詩である盆踊りが、

まさかここアメリカでみられようとは。日本

文化がアメリカでもちゃんと根づいていたの

だ。浴衣を着込んだひとも多い。聞き覚えの

ある音楽が流れてくる。日本側参加者もアメ

リカ側参加者も見よう見まねで一生懸命に、

しかも楽しみながら踊った。私は踊りながら、

日系人たちがどれほど頑張ってきたかを思い、

感激で胸が一杯になってしまった．

SanMateoの空を提灯が照らし、盆踊り

の曲とともに夜はゆるやかに更けていった。

（岸本 肇）

ラブ・コロキアム

やはり、恋愛は学生の最大の関心事であろ

う。参加者の気持ちを和ませ、より身近かな

問題を話し合い、相互理解を深めようという

コロキアムとしてはもってこいのテーマであっ

た。会議当初から期待をかけられていたこの

ラブ・コロキアムを是非成功させようとタス

ク・フォース（担当者）にも力が入った。

まず、恋愛に関する考え方を日米及び男女

で比較できるようにアンケートを作成した。

すべてYES/NO形式の簡単なものであっ
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たが、当日の内容をより充実させようとの試

みであった。全部で40問に及ぶアンケートの

集計結果をまとめるのには朝の4時までコン

ピューターと格闘した。母体も小さい上、人

によってすべては異なるため一般化はできな

いが、それでも話題を提供するにはこと足り

た。

ラブ・コロキアムは会議も残りわずかとなっ

た8月13日の夜行われた。コロキアムは日米

それぞれのタスク・フォースによる寸劇で始

まった｡日本側は恋愛のはじまり方を中学生

の場合と大学生の場合の二通りで再現したも

のであった。中学編はバレソタイソデーのチョ

コレートをめぐる一連の出来事を取り上げ、

大学編では今なお世にはびこる合コソの様子

を紹介した。日本の典型的な恋愛の様子がお

もしるおかしく演出されていて、見てる者を

十分に楽しませていた。

カッショソが行われた。恋愛は非常に個人的

なものであるため、まずはできるだけ小さな

グループで話そうとの配慮であった。また、

日米学生会議ということで、必ず日本側とア

メリカ側参加者の組にした点も興味深かった。

；
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ペアによるデイスカッショソの後は8人程

度の小グループに分かれて、お互いの恋愛観、

過去の恋愛の思い出、現在進行中の恋愛など

について自由な雰囲気で話し合った。コロキ

アムが終わった後も残り少ない時を惜しんで、

夜遅くまでこの話は続いた。

約一ヵ月に渡ってずっと真剣なまなざしで

討論し、時には口調もきつくなったりした人

たちが、自分の恋人のことを話すのに顔をほ

ころばせている様子を見て、万国どこでも、

愛は人を変える大きな力を持っているのだと

ひしひしと感じた。

（菱木 知郎）

一方アメリカ側の寸劇は、4人の女性によ

る小学生、中学生、高校生、大学生と成長す

るにつれて変遷する恋愛観を描いたものであっ

た。とくに高校時代の場面では、自分が同性

愛者であると気付き、誰にも打ち明けられず

に悩む少女の様子が織り込まれていて、同性

愛者への偏見・差別反対を訴える部分も見ら

れた。

タスク・フォースの発表が終わると、日米

混合の男女一人ずつのペアを作ってのディス

REFLECTIONMEETING

午後7時、リフレクショソ・ミーティソグ

が始まる。この日は朝から新実行委員はミー

ティング、他のメソバーはフリーデイと皆残

り少ない時間を過ごしていた。

RenectionMeetingはスライド上映から

始まった。LynhとKoichiが昼間のうちにス

ライドを作成し、そのBGMとしての音楽を
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編集してくれていたのだ。皆から2人に感謝

の拍手。

音楽とともにスライドが一枚一枚映し出さ

れる。アラスカで過ごした日々、アメリカナ

イト、ジャパソナイト、シアトルでの滞在…

映し出されるスライドの誰かの姿を見出すた

びにざわめきや笑い声、拍手が起こる。一ヶ

月近くの日々はまたたく間に過ぎたが思い出

の一つ一つが心に残るばかりだ。どの写真を

見てもなつかしい。

# J■J J J JFH■ん ■且 1 ’

言葉だけで付き合ってきたわけじゃないよ、

ちゃんと心は通じているじゃないかと元気づ

けるように。

時には笑いも起こった。図Iamshy."と

言っただけで皆に笑われた人。アメリカン・

ジョークが分からないと言って受けた人もい

た。この日までの感謝の言葉、これからの抱

負、うれしく思ったこと、悔やまれたこと

－皆がそれぞれに思いのたけを述べる。突

然歌声も起こる。拍手、笑い、涙。

新実行委員は2日の間に自覚が確立したら

しく話が来年に及んでいる。そういう姿勢も

頼もしい。

ひととおりの話が終わると、所々で握手や

抱擁が起こる。会議も残すところあと1日。

でも語り合いたいことはまだまだ残っている。

時間がすぎても誰も会場から立ち去らない。

これを追い立てるつらい役目は旧実行委員達

だ。リフレクショソ・ミーティソグが終わっ

ても彼らは依然、その役目を担ってくれてい

る。そんな彼らにもう一度拍手。

皆が会場を後にしたのは10時をとうに過ぎ

ていた。

（原田 浩子）

癖葺、

蕊
俸一；

齢

諒

スライド上映の後は、一人一人が立って心

の思いを述べる。最初に立ち上がったのはE

rnrnyだ。アラスカ滞在中に足を痛め松葉づ

えをついていたにもかかわらず、Optional

Tourにも休まず参加した芯の強いEmmy。

彼女は声をつまらせながらも皆が助けてくれ

たことへの感謝の言葉を述べる。受ける私た

ちも拍手で返す。貴方の姿にこそどんなに力

づけられたことか。

一人また一人と立ち上がっては、この日ま

での思いを語る。早くしないと涙で顔が…と

言って立ち上がる人。そう言っている声がも

う涙声だ。英語でのコミュニケーションが思

うように出来なかったと言う人、ちょっとし

た挨拶ひとつに勇気がなかなか出せなかった

と述べる人、たまった思いが涙に出る。もっ

と話がしたかったんだ、本当は。その思いが

伝わってアメリカ側参加者が駆け寄ってくる。
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閉 会 式

れた。第42回の参加者の中からも、きっと立

派な国際公務員が育つのではないかと感じも

した。たとえ国際公務員でなくとも、国際相

互理解というものを真に経験した参加者とし

て、社会に何等かの形で大きな貢献ができる

ようになるのであろう、いつの日か、そう遠

くはないうちに。さらにJASCInc．のもう

一人の主役のW217zack氏の婚約も、彼女の挨

拶と共に発表された。続く、日米両国の実行

委員長の挨拶では、まさに、参加者全員の顔

が涙でくしゃくしゃになった。米国側委員長

のGuntherはスピーチがうまいことで知られ

ていたが、彼のスピーチの最後に、古い日米

学生会議の歌の詞である「日章旗と星条旗」

というくだりに至った時には、日米間の平和・

友好をもっともっとおし進めねばならないと

いう、使命感がみなぎってきた。こうして、

第42回日米学生会議は、その幕を閉じたので

ある。

（大塚 雄三）

8月18日は実質的な第42回会議最後の日で

あった。閉会式は、サソフラソシスコ市街に

位置し、宿泊地のバークレーから地下鉄を利

用して40分くらいのところにあるアジア財団

の一室を借りて行われたolか月前はじめて

出会った両国の参加者も、今やすっかり兄弟

姉妹の如く仲良くなっていたので、閉会式は、

そのように培ってきた友情を地理的に引き裂

く大事件であった。

会議は在サソフラソシスコ日本領事である

鈴木氏の挨拶に始まった。皆の顔は、感動と

悲しみの入りまじった表情でいっぱいである。

次いで、JASCInc.会長であるTnmRn氏が、

閉会の辞と、JASCInc.を勇退してアジア

財団へ移籍される旨を表明した。アジア財団

では東京勤務ということで、第43回以降の会

議への協力を約束してくれた。また、国際教

育振興会から会議の付添いとして同行した佐

藤氏は、その言葉の中で、国際公務員の重要

性を述べ、将来の私達の職業として勧めてく
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11.分 科 会

科学技術と社会

(Scienceand'1℃chnology:PowersfbrPositiveChange?)

市民の考えるそれとは大きなギャップがあり、

これを埋めることなしには相互理解はありえ

ない。しかし実際この認識の差は非常に大き

く、例えば原子力発電所の立地問題などで顕

在化している。このようなギャップを埋める

には、お互いを尊重した冷静な対話が不可欠

であると論じられた。

討論は現代社会の技術による成長を良しと

することへの根本的な問いに発展した。これ

は、今我々が最も考えなければならないこと

だろう。

『科学技術と社会との関連を考える』当分

科会ではこのようなテーマの下、技術者の卵

である工学専攻の学生、社会の動きの中の1

つとして技術をとらえる人文、社会科学専攻

の学生、科学技術とは何かを討論を通じて自

分なりにとらえようとする好奇心旺盛な学生

が集まって議論を繰り広げた。争点が見つか

らずただ時間だけを費やしてしまうこともあっ

たが、学生しか持ち得ない純粋な目で科学技

術と社会との関連について論じたことは、非

常に意義深かったと思う。

2．「科学技術をコソトロールするのは誰か」

KoichiSayano

どのような技術をどこまで発展させるのか

ということは、国、科学者、市民にとって常

<分科会討論＞ （発表順）

1．「リスクとは何か一原子力発電の場合」

大浦 浩

科学者の考える科学技術の危険度と、一般

TamaraAilison,計盛英一郎,PeterBernick,koichiSayano

大浦浩,小林隆司,深町あおい,BeckyDinwoodie
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に大きな問題である。大学院で応用物理学を

専攻しているSayanoは、市民も科学技術の

行方を決める場に入るべきだと提案した。ま

た研究費が技術の発展をコソトロールしてい

るという意見があるが、実際多くの研究は巨

額の費用を必要としているということであっ

た。討論での『そんなにお金を使って、本当

に社会の役に立っているのか？』という率直

な疑問は、研究者に向けられた市民の声を代

表していると思われた。

3.｢人間の遺伝情報の解読」

TRmaraAlliston

近年、遺伝子工学の発展には目を見はるも

のがある。大学で生物学を専攻しているAlli

stonは、染色体や遺伝子の構造とその操作、

解読の方法を詳しく説明した。この技術をこ

れからも発展させるべきか否か、特定の会社

などが技術を独占する危険性はないか等が問

題だということだった。討論では、社会全体

が技術の現状を知り、それをどこまで進歩さ

せるかを話し合える状況をつくることが、技

術の「悪用」を防ぐ唯一の道だろうと結論づ

けられた。

4．「温室効果の社会的意味一持続的発展

に向けて」

計盛 英一郎

環境問題を論じる時、経済の動きは非常に

重要な論点となる。計盛は温室効果のおこる

理由を経済学的に分析した後、技術や政策が

いかにそれを解決するのかということを分析

した。

討論で出された一つの新しい視点は、技術

の成長に頼るよりも、徐々に成長の速度を下

げていく社会を実現することであった。その

ためには技術よりも、教育や対話といった人

間により近いものが必要ではないかと提案さ

れた。これは当分科会に一つの大きい問題点

を投げかけたのだった。

5．「脳死とは－どのようにとらえるか」

深町 あおい

技術の様々な分野への進出はよく知られて

いる。我々の体や命の維持の分野ももちろん

例外ではない。しかし、技術に支えられて、

体だけ生きていることに意味があるのだろう

か。そこで、深町は脳死問題を取り上げた。

討論では、自分が、家族が、友人がそのよう

な状態になった時どうするかについて話し合っ

た。この問題は、臓器移植とも密接に関連し

ており、参加者にとって簡単に結論を出せる

ものではなかった。しかし、「生命」を改め

て問い直すよい機会となった。

6．「生命の尊さと安楽死」

小林 隆司

人には生きる権利はあっても「死ぬ権利」

はないのではないか。この疑問からはじまっ

た小林の発表は、現在の医学界での「安楽死」

＝「殺人」という概念をするどくついた。現

在の医療技術を用いれば、生物として命を保

つことは可能であるが、果たしてそれは人間

として生きることだろうかと疑問を投げかけ

た。

技術の医学界への進出によって、我々はも

う一度「生命」とは何かを考えさせられてい

るのである。
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7．「最終決定権一一生と死」

PeterBernick

死ぬことを決定するのは一体誰なのか。医

者であろうか。家族または友人であろうか。

本人にその権利はないのであろうか。

理想的には、死の権利は本人にあると誰も

が言った。それでは話のできない赤ん坊や意

識不明の者の場合はと考えた時、私たちは

「倫理的な問題」に直面した。結局、結論を

出すことはできなかったが、当分科会で「人

間」について深く話し合ったこの機会をいか

し、これからも考え続けていくことが大切で

あるとの点で全員一致した。

ことのない、電話オペレーターの仕事場や、

実際の回線接続の機械（もちろんすべてコソ

ピュータ制御）はたいへん興味深かった。普

段何気なく使っている電話も、これまでの技

術の進歩のおかげなのだなと改めて思わされ

た。

②BoeingAerospace

シアトルで最大規模の工場と労働者数を持

つBoeing社を見学できたことは大変幸運だっ

たと言えよう。工場の中には巨大なジェット

機の生産ライソがあり、まさに飛行機が組み

立てられていた。この工場では組み立てのみ

を行なっており何もつくってはいないという

ことであった。機体の一部は日本の製鉄会社

から、エソジソはヨーロッパから納品されて

いるそうである。数多くの部品が一つの飛行

機という形に向けて集まっていく過程は我々

にとって驚きであるばかりではなく、不思議

だという思いをも与えたのだった。

8．「熱帯雨林一一成長の犠牲者」

BeckyDinwoodie

人間がこのまま技術を発展させ成長を続け

たら地球は破滅する。市民の声を代表するB

eckyの言葉は討論の中である種の重さを持っ

ていた。では我々はいかに生きるべきなのか。

野生のリスのように原始的な生活に戻らねば

ならないのだろうか。

討論では成長と原始的な生活の中間点を模

索することに常に重点がおかれた。我々が今

無駄にしているエネルギー等を少しでも有効

に使うことが、大きな成果を得るきっかけと

なる。非常に小さいが、これが次への大きな

ステップになるのだという意見には熱い希望

が感じとれた。

③LolもnceBerkeley研究所

この研究所では秘密研究は一切行なわれず、

ほとんどが科学の探求のために行なわれてい

る。電子を加速する巨大なドームを見た時こ

れだけの設備で一体何が得られるのだろうか

という疑問も確かにあった。が、しかし熱心

に設備を説明してくれる教授たちの目には我々

がはっとさせられるすばらしい輝きがあった

のである。純粋な科学とは、やはり人間の知

的好奇心を満たす何かが秘められているのだ

ろう。

④DaleNesbitt氏

カリフォルニア大学バークレイ校教授であ

るNesbitt氏にお話を伺った。

彼の話は主に科学者の社会的責任について

であった。しかし実際は簡単なものではない

〈実地研修＞

①Alascom

アラスカでの電信、電話業務を行うこの会

社は、アラスカという特殊な地域柄主に通信

衛星を使用するため、非常に大きなパラボラ

アンテナを持っていた。日本でもあまり見た
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輔蕊蕊 ができ、この事実が我々に与えた勇気は大変

大きいものであったことは間違いない。
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〈最後に＞

この分科会では参加者同士の討論自体に意

味があったと思われる。時には結論が見えず

いらだつこともあったが、このようなステッ

プから未来が切り開かれていくのであろう。

日米学生会議で「科学技術と社会」の分科会

を持つことは、文系・理系の対話を生み出す

点において意義があったと思われる。

最後に、この分科会のために協力していた

だいたすべての方々に感謝したい。本当にあ

りがとうございました。

b争

龍謀

蕊

ようである。政府、企業のからむ科学の応用

分野においては、科学者は個人として、容易

に動けないとのことであった。

しかし我々は、DaleNesbitt氏のように、

困難にも負けず科学者の責任を追求しようと

している科学者がいるということを知ること

教 育

(Education)

現在の教育形態およびシステムは、日米両

国において、それぞれ批判や建直しの対象と

なっている。「教育」は個人の人生において、

最初から最後まで深い関わりを持ち、様々な

影響を及ぼす必要不可欠な要素である。であ

るならば、「改革」の叫ばれる今日に限らず、

それは、人が考え続けるべき永遠のテーマな

のかもしれない。

的に提示した。

2．「アメリカで『勉強』する

～合衆国の日本人学校」

KeiKoizl'mi

文部省の日本海外教育サービスにより、日

本のカリキュラムに合わせた授業を土曜日に

行っている日本語補習学校の現状を、日系ア

メリカ人としての自らの体験をもとに紹介し

た。今後の課題としては、現地の教育とのバ

ランスをとって、二国間のつながりを強める

役割を果たすようになることを挙げた。

3．「日本の大学入試に対する意識の変化」

山崎 浩司

生徒数の増加と共に厳しくなっている大学

入試の一方で、「受験地獄」の名がそく･わな

くなってきているという現象を紹介した。受

験は大人になるために通る道、とクールに受

けとめる若者が、「良い就職」よりも自分の

能力を生かせる職業につくための大学を、勉

〈分科会討論＞ （発表順）

1．「教育の国際化～

日本の教育をいかに変化させるべきか」

吉原 真里

日本の中で国際化が最も遅れている分野は

教育である、という主張のもとで、いかにそ

の国際化を進めるべきかを述べた。教育シス

テム、教師の育成、カリキュラムという三つ

の側面からアプローチして、問題を提起する

と同時に、それぞれ三つずつの改革案を具体

－46－



強のゴールとして捉えるようになっていると

述べた。

4．「コース別教育がもたらす不平等」

MichelleMagee

アメリカの教育制度は、進学コースと就職

コースとに一旦分かれてしまえば、そこから

抜け出ることは難しく、狭き将来の門へと真

直ぐに進むだけである。しかし、学校は生徒

が人間的な成長をとげ、市民としての義務・

責任を果せるようにすること、社会で共通す

る技術や知識を与えることなどの役割を担う

ことの方が重要であると論じた。

これは、前述の吉原の発表における、「日

本でも能力に合せたクラスを備えるべきだ」

という主張と好対照をなした。

5．「日の丸・君が代問題を考える」

江藤 一

なぜ「日の丸・君が代」が日本で問題となっ

ているのかを説明した上で、他国では国旗や

国歌をどのように扱っているのかを比較した。

特に、アメリカでは、国旗保護法の成立が表

現の自由の下で拒否されたことに焦点を置き、

教室内の国旗やそれに向かって敬礼する・し

ないの自由についてもふれ、国旗や国家に対

する意識形成が教育の場で行われるべきか、

偏狭なナショナリズムに陥る危険性はどうか

などを検討した。

6．「発展途上国への援助と環境教育」

寺田 恭子

近代国家における教育の役割とそれを阻む

問題から、各国の事情に合わせた学校の必要

性を主張した。また、途上国の経済成長の裏

で環境破壊が同時進行しないためには環境教

育を行うべきであり、先進国が環境を壊さな

いような技術の開発に努力し、その援助を通

しての相互発展が重要だと述べた。

7．「通信教育の可能性」～コソピュータ、

衛星放送を利用した米国の例

Rand211Short

通信教育には、僻地の学校にも平等に教育

の機会を与えるだけでなく、履修科目の拡大

や、他校との交流、地域住民の生涯教育等を

山崎浩司,BetSykeck,寺田恭子,MichelleMagee,

RandallShort,吉原真里,KeiKoizomi,江藤 一
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可能にするといった様々なメリットがある。

アメリカでの現状を紹介し、州によって違う

修了資格の問題や、効果の調査・改善をどの

ように行うかといった問題の解決と、教育へ

のテクノロジーの有効利用が課題だと述べた。

8．「アメリカから見た日本の教育」

BetsyKeck

「国を挙げて伝統を大切にする生活に誇り

を持っている」日本人の意識が、教育の面で

もアメリカ人と違うとし、入試制度・受験生

にかかるプレッシャー・大学生活の様子など

を例として比較した。そして、アメリカの教

育改善には、日本のように国全体で共通の教

育制度を持つことや、教師の待遇改善、良い

教育の必要性の認識が大切だと述べた。

どの発表に関しても、それぞれの体験談に基

づく活発なデイスカッショソが行われた。ア

メリカ人同士、日本人同士も含めて質問を交

わす中で、それぞれの国の教育事情について

新たな発見や、理解の深まりがあったと思う。

今回の分科会では、偶然にも日本人のメソバー

全員がアメリカで教育を受けた経験があった

ことに加えて、日系のアメリカ人学生も一人

いたことで、表面的な話題よりも、一層深い

デイスカッショソがしやすかったと言える。

ケーブルを通して学校のコンピュータに

届くというシステムになっているので、

生徒はもちろんコソピュータの使い方を

学ぶことができる。朝の早いうちだった

ので、ケーブルテレビ局の御好意で軽い

朝食が用意され、それを食べた後で、簡

単な説明から入った。この日は夏休みに

もかかわらず、様々な関係者の方々が集

まって下さり、生徒によるデモソストレー

ショソや、クラス担任であるMs.Hal-

tmanとケーブルテレビ局の方に、父母

代表・生徒代表を加えてのパネルディス

カッショソが行われ、世界のニュースを

リアルタイムにかつ身近に扱えることの

意義について、色々な意見を伺うことが

できた。その後は、地元の日本企業であ

るDaishowaAmerica(大昭和製紙）の

御好意で近くのレストラソに招待され、

昼食をとりながら直接個人的に話したり、

質問したりと、充実した半日であった。

（これはR.Shortの発表と関連してい

る）

<実地研修＞

① 8月2日：滞在していたシアトル市内

を離れ、「情報化社会」の分科会と共に

StevensMiddleSchoolを訪れた。同

校では、特に成績のよい生徒のための特

別クラスとして、CNNの通信衛星番組

とコソピュータを用いて、様々な情報を

授業に取入れている。ニュースセソター

から情報が通信衛星を通して地域のケー

ブルテレビのアソテナにまず受信され、

②8月3日午前：シアトルの｢IHAVE

ADREAMIから、講師としてMs.

MarilynH.Bimsteinをお招きし、我々

が滞在していたシアトル・パシフィック

大学の中で、お話を伺った。これは、子

供達のより広い教育機会のための基金で、
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そのプログラムに参加する子供達はDI-

eamersと呼ばれる。Ms.Bimsteinは、

御自身が行っているEWoroMarket"

というプログラムを紹介して下さった。

子供達が与えられた課題を読み、その中

からわからなかった単語をカードに一つ

ずつ書き抜いて、意味を調べ、授業の

"Market"に持ち寄る。クラスでは、

指名された生徒が皆の前で自分のカード

を全部礫ディーラー”に読み上げさせて、

その意味を答え、覚えていた数に応じて

ポイソトを貰うのである。このようなゲー

ム形式で、子供達は自発的に楽しみなが

ら語いを増やせる。ちょっとした工夫で、

無理なく言葉を覚えさせるという実例で、

興味深いお話だった。

③8月4日午前：シアトル日本語補習学

校訪問。公立の学校施設を利用して、土

曜日にのみ、日本人の生徒を対象として

授業を行っている学校で、カリキュラム

t日本の文部省指導要領に沿っている。

・日は、同校教育部会長である梅原一剛

一奄に直接お話を伺った。親の仕事の関係

で米国にいるがいずれは日本へ帰る、と

いう生徒達が日本語を保ちながら、本国

と同じ教科書を用いて、限られた時間内

で授業を行っている。先生は日本から派

遣されたり、現地に留学している大学生

を任命したりしているそうだ。本来なら

ば休みのはずの土曜日に学校周辺が騒が

しくなるので、住民への配慮が必要なこ

とや、運動会に招いたり日本語を教えた

りすることで地域社会との交流を図る努

力について説明された。分科会のメンバー

が通ったことのある日本人学校との比較

を行ったり、学校のご好意で好きな授業

を見せていただいたり、休み時間には生

徒と直接話したりすることができた。

（これはK.Koizl'miの発表と関連し

ている）

④8月4日午後:｢FirstPlace!」の

Ms.ValyaCooleを講師としてお招き

し、ポラソティアリズムの分科会と共に

お話を伺った｡｢FirstPlace!」はシア

トルで、問題のある家族の子供達に対し

て、学習および職業訓練プログラムなど

を行っている、ボランティア中心の団体

である。クラス形式ではなく、主に個人

的なカウソセラーのような存在として子

供達と接し、悩みを聞いたり、精神的な

支えになったりすることが大切だという

ことだった。そのために必要とされる心

理学の知識をもったボランティアの数や、

その在り方についてといったトピックを、

私達と年齢がほとんど違わない若い方で

あるMs.Cooleは、よりフランクなディ

スカッショソ形式でお話し下さり、短時

間ながら色々な質問や話合いができた。

もっと時間があれば、理想の教育形態

について話合い、理想的なカリキュラム

の作成も自分達で行ってみたいという計

画もあったのだが、結局できないままに

終わった。また、分科会発表も凝ったも

のにしようという話が立消えになったり

と、やりたかったこと全てが完了できな

かった悔いも残る。しかし、メソバー一

人一人の熱心な参加を思い起こせば、そ

れはそれで充実したものであったし、今

後、個々の進路に関わらず、その人生に

おいてなんらかの役に立たせられるであ

ろうことは間違いないと確信している。

（寺田 恭子）
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芸術と社会

(ArtandldentityinChangingSociety)

最近、日米両国において絵画・美術品に対

する投機が盛んに行われている。それは、従

来の「芸術」の価値体系を混乱させるだけで

なく、「芸術」の一般公開の機会を著しく減

少させている。そうした中で、「芸術」の意

義、在り方を再認識しようという動きも起こ

り始めているという。

当分科会では、こうしたことを念頭に置き

ながら、社会の中に様々な形態で存在してい

る「芸術」が、その社会に対してどのような

影響を持ち得るのかというテーマを中心に、

討論を行った。

示まで、我々の周りには様々なマークが存在

している。MichaelLindsayはこうしたマー

クが、本来は単なるデザイソにすぎないが、

繰り返し使われることにより人々の意識の中

に深く入りこみ、心理的効果を生み出すこと

を分析した。

討論では多数の例を用いた実験を行い、そ

の効果を実証した。

2．「ジャーナリズムにおける写真の役割」

金井 隆

金井隆は写真のもつ特性を「客観性」と

「真実性」の2つに限定した上で分析し、そ

のイソパクトについて絵画との比較をしなが

ら独自の見解を説明した。さらにそれらの特

性やイソパクトが昨今普及している「フォト・

ジャーナリズム」に与えている影響を、日米

の出版物を例にして批評を交えて説明を行っ

た。

<分科会討論＞ （発表順）

1．「トレードマーク

－現代におけるシソポル」

MichaelLindsay

企業の商標、道路標識からトイレの男女表

MichaeiHueser,西山智子,MichaeILindsay,原田浩子

LeilaWice,ToddSharp,胡口唯子,金井 隆
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3．「浮世絵と印象派の比較とその検証」

MichaelHueser

MichaelHueserは日本の伝統芸能の一つ

である浮世絵に見られる技法が、西洋絵画の

印象派に影響を与えたことに注目し、数多く

の事例を用いて説明した。討論はシアトル美

術館において行われ、展示されている絵画に

よりさらにその理解が深まった。また、日米

に見られる絵画への過剰な投機に対して疑問

を投げかけ、「芸術」とは何かを再認識させ

る提案を行った。

係したこの時期をユニークなものとした。さ

らに各個人に対して異なる印象を与え得る芸

術をとおして、お互いに知り合うことの大切

さを語った。

6．「能と歌舞伎の比較から見た社会の一要

素としての芸術の考察」

原田 浩子

日本舞踊に明るい原田浩子は能と歌舞伎の

歴史的考察を行った。社会的要因により一部

の特権階級に独占された歌舞伎と一般大衆の

間に普及した能との相違点について、詳細な

観察に基づいた報告があった。そして、こう

した「芸術の分離」が日本特有のものではな

いことに注目し、社会の持つ芸術に対する影

響力を説明した。

7．「アメリカ合衆国における建築デザイン

の変化」

ToddSham

大学で建築学を専攻するToddSha1㎡は、

18世紀末から現代にかけて見られたアメリカ

合衆国における建築デザイソを取り上げ、そ

れが社会から受ける影響について専門的知識

を生かした実証研究を行った。そして、時に

は設計者の意図までが影響をうけて変化する

とし、芸術又は芸術家のidentityを理解する

ことの難しさを説くと同時に、国際交流を含

めた全てのものに対して同様のことが言える

ことを強調した。

8．「メキシカソ・コミュニティの壁画に見

る芸術の役割」

LeilaWice

サンフランシスコにはラテソアメリカ系移

民の非常に多い都市である。LeilaWiceは

そうした人々が建物の壁に描いた絵に注目し

た。日常生活の苦悩や政治色の強いメッセー

ジを意図したそうした壁画の社会における位

4．「ナチスの芸術政策と音楽家の考察」

胡口 唯子

胡口唯子は第二次世界大戦中、ヒトラーが

政治的効果を目的として「利用」した音楽家

のうちカラヤソとフルトバソグラーの二人を

取り上げ、言葉を持たない音楽が如何に政治

に対して無防備であり、悪用され得るか説明

を行った。これら二人の悲劇をとおして、音

楽の持つ潜在的な社会影響力の大きさを訴え

た。

5．「西洋音楽の変遷とその検証」

西山 智子

西山智子は1960年代のロック音楽の変遷が

当時の社会批判によってもたらされたことを

アメリカ合衆国におけるヒッピーの存在、学

生運動などを例に取りながら説明した。そし

て多くの人が耳にする音楽と社会が密接に関
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人で違うにせよ強い印象を残し、芸術の

持ち得る表現能力を実際に体験すること

ができた。

⑤ サソフラソシスコ市内

サソフラソシスコ郊外から市内にかけ

て多く存在する壁画を見学した。ラテソ

アメリカ系の移民によってもたらされた

というこの文化には、創作者の意図が真

直ぐに伝わる力がある。巨大な壁の後に

は、社会の隅に追いやられた少数の「声

なき声」が存在していた。

置、さらには創作者の役割について言及し、

芸術の背後に存在する力の強さを訴えた。

〈実地研修＞

① 「Very"ecialAItsPrograms」

(Ms.KathyAllely)

アメリカ合衆国50州及び世界的規模の

ネットワークを持つこのプログラムは、

身体に障害をもった子供に芸術に親しみ

をもってもらうべく活動を行っている。

我々は画家であるAnely女史を訪れ、言

葉以外の方法による自己表現の大切さや

言葉と芸術の関係についてお話を伺うこ

とができた。

②アソカレッジ歴史・美術博物館

先ず同博物館で行われているアラスカ

原住民の伝統的な踊りを見学することが

でき、滅多にない貴重な経験であった。

その後博物館内を巡り、エスキモーの様

子やアラスカ開発の歴史について知識を

得ることができた。

③ シアトル美術館

静寂の広がる広大な公園の中央に位置

する同美術館を訪れ、参加者各人は暫く

の間各々の芸術の世界に浸った。内一人

の論文の発表も同時に行われ、「芸術と

は何か」という基本的ではあるが貴重な

質問が出され、実際に絵を鑑賞しながら

の活発な討論がなされた。

④ 「OntheBoards」

人権テーブルと共に、メキシコからの

移民による、移民としての苦悩を表現し

た演劇を鑑賞した。アイロニーを意図す

る小道具が多く使われた抽象劇で、社会

に対する激しい批判もあったため各学生

の反応は全く異なっていた。評価は各個

〈最後に＞

討論の際活発になされた「芸術とは何か」

という問いに対してのはっきりとした答えは

最後まで出なかった。創作者の意図・手段・

社会環境・時代の流れ等というように、その

変数はあまりに多すぎる。ここで敢えて最大

公約数的な定義をするならば、その芸術作品

が何らかの「意図」をもってこの世に存在し

ていることである。しかしその「意図」が全

く他人に知らされないこともあれば、我々観

賞する側が知らぬ間にそれを歪曲する場合も

あろう。我々が本来の「意図」を見いださな

ければならないのである。そしてそれは－

討論の中で一人の参加者が述べたように－

芸術だけにあてはまることなのであろうか。

（金井 隆）
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コミュニケーション

(ExploxingFormsofCommumcation)

国境を越え、様々な文化、人々が入り混じ

る現代社会において、“コミュニケーショソ”

はキーワード的存在である。ところが、何人

も日常生活において当然のごとくコミュニケー

ションを行っているため、それが持つ重要性、

意味、影響力といったものに対する関心・認

識は意外に低い。また、コミュニケーショソ

というと、即、言語コミュニケーショソを思っ

てしまうことも、実に短絡的で、この認識の

低さを物語っていると言えよう。

そこで、当分科会は言語、文化、歴史的背

景という厚い壁を乗り越えて相互理解を築こ

うとする日米学生会議において、パーソナル・

コミュニケーションからマス・コミュニケー

ション、言語コミュニケーションから非言語

コミュニケーションに至る幅広い視野をもっ

てコミュニケーショソを見直し、よりよいコ

ミュニケーショソ及びその方法・手段の模索

に討論を重ねた。

が望まれる。このような彼の主張を受けて、

言葉に対する強い依存の認識と共に、他の手

段に対する無関心・無知を反省し、ボディ・

ラソゲージなどの非言語コミュニケーション

の存在、その価値について考えを新たにした。

2．「日米経済摩擦と文化摩擦」

森田 麻理

アメリカ研究を副専攻とする森田麻理は日

米経済摩擦とそこに存在する文化及びコミュ

ニケーショソ摩擦について論じた。事実を誇

張し、感情に訴える批判のみをとりあげる現

代のマスコミを批判し、現在日米間に存在す

る摩擦とよばれる様々な障害は国民、政治家

等を煽り続けるマスコミによって増長させら

れているとした。情報化社会に生き、常に情

報の波をかぶる我々人間とマス・メディアと

の関係を見直し、互いの役割について討論し

た。

3．「コミュニケーショソと民主主義」

天野 環

政治学を専攻する天野環は報道の自由が保

障されており、民主主義社会の代表といえる

日本とアメリカを例にとり、両国のマスコミ

のあり方を厳しく問うた。産業の発達と並行

して発展してきたマスコミであるが、それが

持つ影響力は時として誤った認識・知識を人々

に植えつける。この顕著な表れが日米貿易摩

擦であり、個々の差を無視して一般化された

情報をもとに両国は敵対しているにすぎない。

マスコミの影響を大なり小なり受ける現代社

会においては、日米学生会議のような草の根

レベルでの相互理解促進の場がますます必要

とされるとの認識に至った。

〈分科会討論＞ （発表順）

1．「パーソナル・コミュニケーション」

LesterSelf

コミュニケーション学専攻であり、当分科

会内で最年長であったLesterSelfは、彼の

専門知識と人生経験を活かして、我々にコミュ

ニケーションを問い直すための重要な第一歩

を築いてくれた。

言葉は記号にすぎず、その記号に意味を持

たせるのは人間自身である。それ故、送り手

の意図する言葉の正確な理解が必要となり、

これには受け手の注意深さと同様に送り手の

より効果的なコミュニケーショソ手段の選択
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覚の母と言われる触覚について公には語られ

なくとも、人は常に肌の温もりを求めてやま

ないからである。人は皮膚を通して何を伝え、

何を感じるのか。言葉では伝えきれない、感

じきれない何か、それは愛情ではないか。ま

た、それは愛情の深さであろうと主張した。

非言語コミュニケーショソの一例にすぎな

いが、それの持つ力、時には言葉をも越える

力を有することを再確認した。

6．「笑いとコミュニケーション」

島村 治子

数少ない医学部所属者の一人である島村治

子は、感情表現手段としての「笑い」を言葉

を越えた喜びの表現、言語コミュニケーショ

ソの補助的存在、文化的要素の三項目に分け

て考察した。コミュニケーショソにおける言

葉をほぼ絶対的と認める一方で、しかしなが

ら完全でない言語コミュニケーショソをより

充実させ、効果的にするものとして非言語コ

ミュニケーショソがあると説いた。言葉の限

界を広げるコミュニケーショソ手段の認識に

4．「手紙とコミュニケーショソ」

ElissaLeif

自ら手紙を好んで書くというFIissaLeifは、

言語コミュニケーショソの一手段として手紙

をクローズ・アップした。手紙は対面や電話

などによる直接的対話の代用としてだけでな

く、独立したコミュニケーショソ手段として

存在するとし、具体的にいくつかの手紙の抜

粋を利用して様々な状況における手紙の書き

方について考察した。

非常に身近な話題であっただけに討論は白

熱し、他のコミュニケーショソ手段と比較し

て、手紙の持つ可能性・限界についても議論

した。活字離れと言われる時代になっても、

手紙に魅せられる者は多い。

5．「ボディ・タッチとコミュニケーショソ」

小平 純生

日頃から非言語コミュニケーショソに興味

を持つ小平純生は、世間では疎まれがちで、

研究も少ないボディ・タッチを敢えてコミュ

ニケーショソ手段の一つとして提示した。感

天野 環,EricMatheson

MichelleJones,ElissaLeif,小平純生,島村治子,森田麻理
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のための聾唖センターを訪れた。学長自

ら聾であり、終始通訳を介して我々は意

見交換を行った。彼らのコミュニケーショ

ソは音を持たない。しかし、身体をふん

だんに用いて、豊かな表情を使って音の

欠如を充分に補っていた。途中、通訳な

しで手話だけによる彼らとの意思疎通を

試みたが、手話をほとんど知らない我々

にも感情表現などは6割程度理解するこ

とができた。実際に聾の方に会い、その

コミュニケーショソに触れることによっ

てコミュニケーショソの可能性に対する

理解の幅が広がった。

②ReverendPenciaRose氏（心霊医学

者）

言葉を介さずに対面による冥想で患者

の心を読み、治療に当たっているRose

氏を訪問した。患者を前にして目を閉じ

ると“スクリーン”に映像が映し出され、

その意を解することが患者の心の理解と

なり、治療の糸口となると言う。我々に

も実際に体験させてもらい、神秘的な雰

囲気に包まれて、超心理学におけるコミュ

ニケーショソを学んだ。

③ コメディ・クラブ

コミュニケーショソにおいて重要な役

割をなす相互認識・理解の形成を目的と

して、日米のユーモア感覚の違いを知ろ

うとコメディ・ショーを見学した。ショー

を録音し、後で討論し、いくつかのジョー

クに対する個々の意見を交換する中で、

少しではあるが日米のユーモアに対する

考え方、ユーモア感覚の違いの発見に至っ

た。

④ KOMOテレビ

精神科医を招いて患者のカウソセリソ

役立った。

7．「コマーシャルにおける日米比較」

MichelleJones

ジャーナリズムに興味を持つ一方で美術を

副専攻とするMichelleJbnesは、日米におけ

るコマーシャルの内容及びその質についての

比較を行い、そこに日米のコミュニケーショ

ソの違いを考察した。互いの国の代表的なコ

マーシャルを説明し合う中で、各々の国民が

どのようなコマーシャルに魅かれるかを具体

的に知ることができた。そして、今日のよう

な国際競争社会においてはその国の文化、国

民への理解が商品のコマーシャルに反映され、

即売上に結びつくとし、この商品取引にも相

互理解の重要性が伺え、同時に相互理解を促

すコミュニケーショソの果たす役割の大きさ

を確認した。

8．「商法制度に見る日米の相違」

EricMatheson

大学院で法律を学ぶEricMathesonは、日

米における交渉及び契約方法を例にとり、双

方の相違点を指摘する中で、日米のコミュニ

ケーショソの相違点にまで発展させた。国際

商取引においてさえも、取引先の文化・習慣

に対する理解が不可欠である。従って、相互

理解に基づく歩み寄りの精神なしに、真の国

際社会は成立しないという結論に達した｡そし

て、国際社会を築くにあたっては、まず、違

いを正しく認識することが相互理解への第一

歩であるという点で全員が一致した。

<実地研修＞

① 聾唖セソター

手話をコミュニケーショソの手段の一

つとして学ぶために、ポラソティアリズ

ム分科会と共にアソカレッジにある成人
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グを行うというTVショーを見学した。

また、ここではマス・メディアの役割を

再検討するというのも目的であった。緊

張気味の患者をリラックスさせ、患者の

抱える問題を探していく医師の巧みなコ

ミュニケーショソ能力を目の当たりにし

た。

⑤RebeccaGibmns氏

カリフォルニア州立大学バークレイ校

の社会言語学教授であるGibbons氏を招

いての討論会を行った。フェミニストで

もある彼女から“言葉の持つ力”につい

てお話を伺った。言葉は人間が意味を持

たせた瞬間から独自の力を持ち、それ故

にその使い方によって性差問題を引き起

こしたり、誤解や偏見を生んだりする。

より円滑で豊かな人間関係を築くには、

言葉に対する認識とそれの注意深い使い

方が何よりも大切であるとのことだった。

うより、そう言い切れるものは存在しないと

言った方がいいだろう。様々な人が様々な時

間、空間、状況において出会うもとでは、コ

ミュニケーション形態も数限りなく変化する。

しかし、いかなる場合においても相手を思い

やって意思を送る。受けることが、円滑なコ

ミュニケーションには不可欠であると、実際

の分科会内でのコミュニケーショソを通して

学んだ。

この素晴らしい機会を与えて下さった皆様

に深く感謝すると共に、メソバー全員がここ

で得たものを糧としてしっかり歩み、いつの

日か何らかの形で社会に貢献できることを切

に願う。

（小平 純生）

〈最後に＞

一ヵ月を通して討論を重ねてきた我々であ

るが、「最良のコミュニケーショソ手段」を

見つけることは不可能であった。不可能とい
LesterSelf

ボランティアリズム
(Volunteerism)

高度に発達した現代社会において、“先進

国”に住む我々は物質主義の恩恵の中にどっ

ぷりと浸りきって、自らの欲望の追求に窮々

として追われている。しかしながら、こうし

た物質中心社会の陰の部分で、弱い立場にい

る人たちの存在を見逃すことはできない。世

界人口の7割以上を占める第三世界の人々、

国内においては、少数民族、難民、被差別部

落の人たち、寝たきり老人、身体障害者、な

どのいわゆる社会的弱者の存在に眼を瞑った

ままでは、本当の意味での豊かで平和な社会

が実現することは有り得ない。

こうした問題意識の下で、当分科会は、我々

一人ひとりが何ができるかを問うことを通し

て、真に平和な共生社会の実現への方途を探

り、「一人ひとりの幸福」という究極の命題

に取り組んだ。
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〈分科会討論＞ （発表順）

1．「ポラソティアの動機」

Mitsukolgarashi

Mitsukolgarashiは、ボランティア活動

がアメリカでは日本に比べて盛んであるが、

両国民の個人的性格の相違による結果ではな

いことを指摘した。彼女はボランティアリズ

ムの誘因を経済的動機・外部的動機・確信的

動機などに分類し、更に細かく性格付けを行っ

た上で、これらの動機を強めることがポラソ

ティア活動をより充実させると主張した。

2．「識字教育におけるボラソティアの役割」

BeckyRitchey

アメリカの成人の約三分の一は文盲である。

彼らは文盲であるがために不便な生活を余儀

なくされている。公的機関による文盲教育の

改善がなされているが、更に問題解決のため

にはボランティアも必要である。BeckyRi-

tcheyは、個人が草の根レベルでどのように

文盲教育に助力できるか、を論じた。

3．「ポラソティアに対する報酬」

LindaPalmer

ポラソティアで難民に英語を教えるLinda

Palmerは、無償で働くポラソティアの人達

に、いかなる形で報酬を与えるべきかという

問題を提起した。例えば、「仲間が欲しいか

ら」という動機でポラソティアを始めた人に

とっては、賃金労働しているスタッフと仕事

を分けないことが報酬となる。賃金という目

に見えるものでなく、目にみえない「報酬」

が、ポラソティアの人々にとってその仕事を

続けるための大きな活力となることを強く主

張した。

4．「社会福祉とフェミニズム」

角野 治美

社会奉仕活動の中で、女性の活躍が男性の

それを上回る傾向がある。角野治美はこの理

由を説明した上で、ボランティアワークの

「暗い」イメージとその傾向とに、いかなる

関連があるかについて分析した。討論では日

本の家庭での女性の役割が論じられ、老齢者

の世話は「嫁」がする、という風潮がとりあ

げられた。そして現在、社会への進出を目指

す女性にとってこのような風潮が大きな障害

となっており、これに対し何らかの策が講じ

られる必要があるという結論に達した。

5．「日本におけるポラソティアリズム」

高野 朝子

アメリカに比べ、日本ではボランティア活

動はあまり普及していない。高野朝子は、今

日の日本においてもボラソティア活動の必要

性が高まっていることをふまえ、普及しない

理由を、古来ポラソティアリズムの代わりを

果たしてきた宗教・慣習・制度や、ポラソティ

アリズムに反する現代社会の性格･風潮等の

観点から考察した。
●

6．「日本の社会福祉」

菱木 知郎

大学の課外活動で手話を学び、視覚・聴覚

障害者との交流をもつ菱木知郎は、その交流

の中で感じた日本の福祉の遅れた現状につい

て報告し、その原因と解決策に関する提言を

行った。続く討論では福祉先進国とされる米

国と、そうでない日本との間で、各個人の、

社会的弱者に対する意識にどのような相違が

あるかが論じられ、これには宗教、環境、文

化など様々な要因が関係していることがわかっ

た。

7．「第三世界に対するボランティア活動」

田村 豊

ボランティア活動として、日頃から国内の

難民問題に関わっている田村豊は、日本にお

『オ§ 』》守
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務、③科学技術の発達による問題の解決、④

市場原理崇拝、⑤政府の責任分担を取り上げ、

それぞれの規範的側面が、人々が考えている

ポラソティアリズムにどう影響を及ぼしてい

るか検討し、アメリカ社会の底流に横たわる

精神的構造の解明を試みた。これを受けて、

議論はボラソティア活動の日米比較にまで及

んだ。

けるODAと開発援助関連NGOの状況を踏

まえ、第三世界の貧困は構造的暴力が生み出

す世界システムの歪んだ構造であることを解

明した。

先進国から第三世界への援助は、貧困や飢

餓、凄まじい人権侵害を生み出す世界システ

ムの欠陥をむしろ助長していること、そして

なによりも、我々自身が眼に見えないところ

で構造的暴力の一端を担っていることに対し

て大きな疑問を投げかけた。これらの矛盾を

解決する唯一の方法は、問題を足元から見直

す我々自身のボラソタリーな関わり以外には

あり得ないことを主張した。

8．「アメリカ人の価値観とポラソティア」

MicahGreen

大学院で法律を学ぶMicahGreenは、ア

メリカ社会に存在する規範的な価値観に焦点

を当て、それとの関連性においてポラソティ

アリズムを論じた。アメリカの価値観を取り

上げるに当たって、R.MolTisの5つの信念、

①勤労の美徳、②弱者に対する政府の救済義

〈実地研修＞

①聾唖セソター

アソカレッジ郊外に位置する聾唖セソター

を、我々は実地研修の最初の場所として選ん

だ。コミュニケーショソ分科会と合同で訪れ

た当セソターは、閑静なたたずまいの中にあ

る滿酒な建物であった。そこでは、手話によ

り聾唖者の自立を目的とした教育が行われて

おり、スタッフは有給であったが、組織的な

教育プログラムに基づいた定評のある教育を

行っていた。自ら聾であるスタッフと、我々

は終始手話通訳を介して意見交換を行った。

LindaPaimer,田村豊,MicanGreen,菱木知郎

高野朝子,Mitskolgarashi,角野治美,BeckyRitchey
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特に、大学のサークルで手話を学んでいる菱

木知郎は、日本の手話を用いて会話を試みた。

対話者との間に、日本語から英語への通訳、

英語から英語手話への通訳、という2人の通

訳を介したやり取りを、他のメソパーは固唾

を飲んで見守っていたのは言うまでもない。

② ビジター・セソター

アソカレッジ市街のほぼ中心部に位置する

当セソターは、すべてポラソティアのスタッ

フで運営されている。各種観光パソフレット

を取り揃え、常時、スタッフを3人以上在駐

させ、観光客の問い合わせに対応している。

ポラソティアの登録者数は20人ほどで、自分

の提供できる時間に応じて、交代制をとって

いるということであった。我々は、そこでわ

ずかの時間ではあるが実際にスタッフとして

働くという貴重な経験をすることができた。

また、自分の街に誇りを持ち自ら進んで労力

を提供しているスタッフの人たちのさわやか

さが特に印象に残る一日であった。

③Bean'sCafe

ホームレスの問題は、アメリカでは非常に

深刻であり、大きな社会問題になっている。

我々は、アメリカ社会における陰の部分を自

らの眼で確かめるため、アソカレッジ郊外に

ある当施設を訪問した。当施設は、1979年の

設立以来ホームレスの人たちに対して、給食

サービスとシェルターの提供を行ってきた。

実際の運営には、コミュニティーぐるみで多

くのポラソティアの人たちが関わっている。

こうした社会問題を直接には知らない日本人

参加者にとって、当施設の訪問は大きな衝撃

であり、特にアラスカでは白人から士地を奪

われたネイティブアラスカソたちの多くが社

会的に大きな問題となっていることなど、人

種的軋櫟を目の当たりにした。

④グッドウィルゲーム事務局

シアトルのダウソタウソにあるビルの一角

に位置する当事務局を訪れたのは、間近に迫っ

たゲームの準備も慌しいある日の昼下がりで

あった。野球、陣卜競技、ポクシソグ、ハソ

ドポール、バレーボールなど様々なスポーツ

の企画から運営までを、多くのポラソティア

を交えて行うこの種のイペソトは、ポラソティ

アの一大フェスティバルであった。そのイベ

ソトに関わっているポラソティアの人たちが

2万人と聞いて、果して日本であったらこん

なことが実現するであろうかという疑問がわ

き、日米の意識の違いを痛感させられた。

⑤VolunteersOfAmerica(VOA),Bay

Area,INC

VOAはアメリカでも規模、歴史とも有数

の民間団体(NGO)である。当団体は、社

会福祉事業として様々なプログラムを行って

おり、設立は古く1896年まで遡る。設立当初

は、囚人やその家族に対する精神的・物質的

援助を行っていたが、時代と共にその活動範

囲を広げ、現在では様々な社会福祉事業を行っ

ている。我々は、オークラソドにある当団体

のベイエリア支部を訪ね、その活動の一つと

して、ホームレスの人たちへの給食サービス

施設を見学した。

そこでは、我々一人ひとりが実際のサービ

ス活動に従事する‘ことによってホームレスの
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問題を肌で感じることができ、少しでも問題

の本質を知ることができたのが大きな収穫で

あった。

から育つ極めてパーソナルな観念であり、そ

こから派生するアウトプットとしての行為も

千差万別であることは疑う余地がない。しか

し、社会の様々な問題はすでに既成の付け焼

き場的な対処法では解決できないところにま

で来ているのも事実であり、その唯一の解決

策として残されている個人の自発的な関わり

の萌芽をこの会議を通して感じることが出来

た。

（田村豊 菱木知郎、高野朝子）

〈最後に＞

我々は、分科会での討論、そして実地研修

を通して、 アメリカ社会のボランティアリズ

ムに対する様々な考え方に触れることができ
口 ､ -

た。我々一人ひとりが考えるポラソティア観

は、個人が属する社会規範、慣習、文化、環
q缶 ｡4 3 , 8 ~ q

境、宗教観、など全ての価値体系の集積の中

世界システムと人々；、 ‘:′
､(US.and:JapanlntheWorldSystems)

混迷の1990年代､ ヨーロシパでは'92年に

向けてのEC統合が着々と進み、 またアメリ

カでは米加自由貿易協定が結ばれ、世界が求

心的に動くように見える一方で、ソ連・フラ
，'｡ ｡‘ ‘↑

ソス等ではエスニック運動が盛上がり、遠心

的な力が働いている。このような逆方向の力

が同時に働くダイナミックな時代の波は、世

界を単なる経済や政治 ･文化といった側面か

ら個々にとらえていくのではなく、一つの有

機体として包括的にとらえていこうとする欲

求へといざなう。当分科会はこのような時代

の流れに自分なりの仕方で挑んでみようとい

う趣旨のもとで創設され、この夏にそのクラ

イマックスを迎えることとなった。

〈分科会討論＞ ‘ 。（発表順）

1．「社会構造から見た日米関係｣:'．．､ ゞ“

．‘『‐′、 ‐．｡\DanLee
T ・

日本の中には欧米とは違った特殊な論理､i

あるいは考え方があるとして、日本社会にお

ける集団主義的行動や、「YES」「NOjを

はっきりとは言わない特有のコミュニケ÷ショ

ソ等を分析した。日本での滞在鑑を生かし、
i ‘

緊密な日米関係の重心を両者の違いに認めた

ものである。 ’ 、

2．「冷戦後の世界システム」

青柳 あずさ

マルタ後の世界において、ソ連のペレスト

ロイカが国際的に大きなうねりの源となって

いることを強調すると共に、その「暗」の部

分、つまり民族闘争や、ユダヤ人問題といっ

たソ連の諸問題について概観した。またドイ

ヅ統合や、変化する東欧情勢が今後の世界シ

ステムに与えるであろう影響についても言及

した。

弓
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5．「世界経済における日本のコメ市場自由

化の意義」 稲野 慎

アメリカの農業とそれを取り巻く諸利益集

団の行動に注目し、昨今話題を呼んでいる農

業をめく･る貿易摩擦について論じた。この問

題は国対国の対立構図ではなく、国内の圧力・

利益集団の政治的かけ引きの中で考察される

べきであるとし、農業摩擦への誤解を指摘し

た。また同時に、国内政治が国際政治に及ぼ

す影響に注意をうながした。

6．「日米貿易摩擦の真相

一社会システムからの検証」

石田 昌隆

企業の多国籍化が進む現代世界では、国単

位の指標である貿易赤字や財政赤字等による

経済分析では不十分である。その不十分な分

析に頼りすぎる故に様々な誤解が生じ、また

その誤解がしばしば感情的な方向へ向かって

いる傾向を指摘した。それを踏まえて、日米

間のみの協定や、感情的な叩き合いはやめる

べきだと結論づけた。

3．「冷戦後の世界システム」

丸山 剛

2．の青柳と奇しくも同じタイトルであるが、

こちらはアメリカの軍産複合体を軸に世界シ

ステムをとらえた。米国経済がその体制に依

存する度合いの大きさと、その政治的結びつ

きに着目し、冷戦後のアメリカにとってはこ

の改変・解体が大きな鍵になるであろう、と

いう展望を述べた。

4．「日本の対米直接投資の実態とその影響」

LynhP.Nguyen

最近話題を呼んでいる日本の対米投資に注

目し、その客観的な分析を試みた。それによ

れば投資の誘因は、よく批判されるような危

険分散や短期的な収益を見込んだポートフォ

リオ的なものではなく、米国の保護政策に対

する予防や反応に求められるとした。

LinhNguyen,Tracywahl,石田昌隆青柳あずさ

DanLee,稲野 慎,丸山 剛,EllisWoodward.
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7．「資本主義のシステムとしての日本とア

メリカ」

TracyWahl

日本とアメリカの資本主義における価値観

の違いに注目し、日本のそれは、アダム・ス

ミスやマックス・ウェーバーあるいはジェー

ムズ・ファローズの理想とする資本主義的な

価値観ではないとした。それは、かつて存在

したことのない、全く新しい価値観であり、

まさにそれこそが世界を困惑させている無視

し得ない要因だと指摘した。

8．「日米協力と摩擦が世界システムに与え

る影響」

F11isWoodward

何ごとにも、一枚のコイソの表と裏のよう

に良い面と悪い面の両方があるが、悪い面ば

かりが目につくと二者間の相互批判が悪循環

をしがちである。そこで大切なことは相手の

良い面を積極的に評価し、コミュニケーショ

ソを以て相互に理解していくことである。簡

単そうに見えて困難なことだが、今後の世界

システムにおいても重要な課題であることを

強調した。

<実地研修＞

① WolldTradeCenter

アラスカに於いて、「国際関係」分科

会と共にアラスカ大学のキム博士を訪問

し、今後の日米関係を軸とした世界の動

きに関するレクチャーを2度に渡り承っ

た。

② パネル・ディスカッショソ

シアトルでは、現代の情報化社会の生

の姿に触れようと、シアトルの現役ジャー

ナリストであるTomBrown氏、Evelyn

IIitani氏をお呼びしてお話を伺った。

以上が「世界システムと人々」分科会の概

要である。この約1か月間は、常に底知れぬ

可能性に満ち、重みのある時間だった。自分

なりの解答が発見できた否かに拘らず、そこ

での様々な思い出は各人の心に深く刻み込ま

れたのではないだろうか。

最後に、テーブルメソバー、その他御協力

を賜った方々に対し、心より感謝の意を表し

たい。

（稲野 慎）

人 権
(RaceandEthnicRelations)

の性別、人種、皮膚の色、言語、国民的出身、

年齢、階級、宗教的・政治的信条にかかわら

ず、等しく人権を持っている。

しかし、現代社会では移しいまでの人権侵

害の実態から目を背けることはできないので

ある。当分科会では、特に民族的差別を中心

に取り上げ、その実態の把握、原因・根源の

追求を通して、我々一人ひとりの生き方を問

うことを目的とした。

ポーダレス時代の到来にあって、地球規模

での交流はますます盛んになってきている。

社会が複雑化、多元化してゆく中で、変わら

ずその核となっていることは、その社会を構

成するのが人間であるということではないだ

ろうか。

人間がいかに人間らしく生きるか－これ

は時代を超えた普遍的命題であると言っても

過言ではないだろう。そうした人間が、世界

中の誰もが人権を保有するのである。人はそ
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池野修,諸永裕司,SarahSze,LuongNguyen,

大島葉子,上窪一世,RowenaFrgueroa

〈分科会討論＞ （発表順） た。

1．「ネイティブ・アメリカソ その中で、人間の意識に与える環境の影響

－その歴史と現在」 が指摘され、また、違いの共存の中での一般

AlexandraVandiver 化の限界とその危険性が確認された。

一般にイソディアソと呼ばれるアメリカ原 何よりも自分自身の中の偏見の認識、対時

住民の移住から現在に至る長い歴史を述べ、 を通しての討論は、この問題の根の深さを実

さらにそれが迫害・差別を抱えている事実を 感させてくれた。

指摘した。その上で、同一化によるアイデソ 3．「モデル・マイノリティー」

ティティー喪失の現状が示された。これを受 LuongNguyen

けて、民族と文化の不可分の関係や同一化の アメリカにおいて成功を収めた一部のアジ

問題点などについての議論がもたれた。異な ア系移民（日本、中国、韓国、ベトナム、ブイ

る民族集団の共存が抱える様々な問題が浮き リピソetc.)を一般化・類型化し、その肯定

彫りにされると同時に、その解決への道のり 的側面のみを強調するという風潮を批判し、

の険しさを実感させられた。 同時にそれが招く誤解や不信についても言及

2．「人権一差別の根源を探る」 した。討論においては、「自由と平等」の国

諸永 裕司 アメリカにおける人種差別の実態が話され、

果たして差別の根絶はありうるのか－永 民族的偏見が根強く残る実状などが明らかに

遠の命題とも言えるテーマを掲げ、人間の意 された。さらに、少数派問題と呼ばれる問題

識に焦点を当てた。人間の先天的優越意識の は、多数派の責任が問われるべきであるとの

有無、偏見の不可避性、区別と差別の境界な 点で意見の一致をみた。改めて、個人の責任

どを巡り議論は混迷し、様々な意見が出され を痛感した。
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7．「日米にみる民族と対抗意識」

RowenaFigueroa

太平洋戦争を軍事ではなく、民族の戦いと

位置づけ、以後の日米間に介在する「民族的

感情」の推移の考察を行った。この上で、現

在の日米間にある貿易・経済摩擦の根底にも

民族対民族といった形での対立意識が潜んで

いると指摘した。

4．「日本人の人権意識」

上窪 一世

経済大国ニッポソにおける外国人労働者問

題を例に、日本人の人権意識の低さを指摘し、

300年におよぶ鎖国時代が日本人に単一性、

閉鎖性をもたらし、人権意識を芽生えさせる

契機を失わせたとの歴史的考察を加えた。

この論文を受けて、文化・民族交流のもた

らす影響を論じ、また文化的背景と人間の帰

属意識の関係について意見を交換した。

また、日本人の異質性に関する議論では、

その妥当性に疑問ももたれ、共通の尺度をもっ

て討議することの難しさを学んだ。

5．「民族のアイデンティティー」

大島 葉子

国内に根強く残る在日韓国人問題を取り上

げ、文化とアイデンティティーの獲得に苦し

む彼らの実態を通し、アイデソティティーと

は何か、またそれは何によって確立されるか

を問うた。

この討論の中でクローズアップされたのは

民族の精神的支柱としての文化の重要性であっ

た。

6．「学校教育の中での人権」

池野 修

真の意味での「民主主義」に基づいた教育

の実現の必要性を説き、そのためには管理で

はない個人尊重の方針を取るべきであると主

張した。

これを受けて、いかに生徒の人権は守られ

るべきかを話した後、日米教育・文化比較へ

と発展した。そして、日本的・アメリカ的な

るものの実体の検証を行い、イメージと実体

の差異、ステレオタイプ化などについて討議

した。

<野外研修＞

①AnchorageAItGallexy

アラスカに昔ながらの伝統的な生活を

続けるネイティブ・アメリカソの姿をと

らえた写真を中心とする展示を見学し、

アラスカの自然及びそこに生活を営む人々

の表情を目にし、その力強さに感激する

と同時に風土と文化のもつ重さに触れた

ように思う。

輻

灘篭瀞

②AnchorageMuseum

まず最初に、ネイティブ・アメリカンの伝

統芸能である踊りを鑑賞し、少数派としての

虐げられてきた歴史と共に、自らのバックグ

ラウソドとしての文化を頑なに守ろうとする

人々の真華な姿にうたれた。

その後の博物館見学では、アラスカの歴史・

風土に関する展示を見学し、理解を深めた。

③ アジア博物館

(TheWingLukuAsianMuseum)
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タイ、ベトナム、台湾の3種類の民族料理

を食べ、それぞれの風土・文化、さらにはア

メリカにおける人鐵笥題について語り合った。

人権・差別・偏見という人間の存在に関わる

大きな問題を、自分たちの眼の高さから捉え

よう－当初掲げた目的を満足のいく形で達

成できたとは、残念ながら言うことができな

い。

しかしながら重要なことも学んだように思

う。違いとの共存という大きな課題を認識し

たが、この分科会の活動そのものが、違いと

の共存への貴重な試みであったと思う。

この分科会で学び得た「力」を次なる飛躍

へと結びつけたいと強く願う。

最後に、この分科会を運営するにあたりお

力添え下さった皆様に御礼申し上げるととも

に、力不足のコーディネーターについて頑張っ

てくれたメソバー全員及び大切なパートナー

であるWayneとgarahに改めて感謝の意を表

したい。

本当にどうもありがとう。

（諸永 裕司）

アメリカへのアジア系移民の歴史を展

示した館内での見学を通して、日本・中

国・韓国を中心とするそれぞれの民族の

重い過去、さらには現代の差別問題との

関わりなどを学び、今日のアジア系民族

社会の発展の基礎となる様々な出来事を

我々の胸に想起させた。

何よりもアメリカにとっての痛みであ

る、こうした重い過去を貴重な資料と共

に記録として残す、その懐の深さに感銘

をうけた。

④ アムネスティ・イソターナショナル

組織の沿革及び活動内容について説明

を受けた後、“良心の囚人”釈放に関す

るビデオを拝見し、質疑応答を行った。

一人ひとりが社会を変える力になると

のお話が心に残る。

⑤ パフォーマソス「国境を越えて」

メキシコからborder(国境）を越え

てアメリカに来た男の姿を通し、文化や

人種というborderを越えることに伴う

苦痛･困難さを訴えた一人芝居を鑑賞した。

⑥ 民族料理

スポーツと社会
(SportsandSociety)

る問題まで討論し、その中で日米の認識や考

え方の違いといったものまで及んだ。

この分科会では、人々の生活における大き

な関心事の中からこの社会を見るということ

でスポーツという異色なトピックを取り上げ

た。当初、このようなトピックで分科会を持

つことに多少の不安が持たれたのであるが、

蓋を開けてみるとスポーツというものが馴染み

の深いものであったため活発な論議がなされ、

社会の様々な側面を見ることができた。

議論の内容は、スポーツとの関わりの中で

心と身体の問題、社会現象や政治経済に関す

〈分科会討論＞ （発表順）

1．「プロスポーツの社会的役割」

大久保 剛夫

慶応大学で経済学を専攻している大久保は

日本のプロスポーツを取り上げ、選手やそこ

に見られる様々な活動を紹介する中で、それ

が持つ利点と弊害を考えた。
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討論のほうでは、スポーツの本質について

考える一方で、プロスポーツが時として企業

の営利目的や広報活動の手段として利用され

たり、カネによって動かされてしまうという

現実について活発な意見が交わされた。プロ

スポーツとアマチュアスポーツのあり方と、

それを取り巻く現実世界を浮き彫りにする中

で、日米のスポーツ観を比較するものとなっ

た。

2．「日本におけるスポーツの役割」

奥井 暁子

筑波大学で国際関係学を専攻し、空手道部

に所属する奥井は、戦後日本社会の変容の中

で新たなライフスタイルが作られ、その中で

も余暇時間の増大がスポーツに対する日本人

の考え方を変えたとする。日本においてスポー

ツはレジャーブームの高まりによって盛んに

なったとし、日本人の社会や教育の場におい

てなされているスポーツ活動について様々な

現象が紹介され討論された。レポートの中で

は「働きバチ日本人」というイメージから変

わりつつある日本人像が紹介され、アメリカ

人参加者の興味を引いた。

3．「高等教育における体育」

山口 忍

同志社大学で教育学を専攻する山口は、教

育場面でのスポーツに焦点を当てた。体育は

小学校から大学まで組み込まれているカリキュ

ラムであるが、それぞれの段階でその目的と

実践は違っている。レポートでは、普段余り

理解されていない大学における体育の目的に

ついて報告がなされた。

生涯学習の必要が叫ばれる一方で、現代生

活の様々な歪みから生じる健康の問題は重大

である。そこで大学での体育教育が、単に大

学時代の実技のみに終るのではなく、その後

の継続的な活動につながるものとなる必要性

を考えた。

4．「サッカースポーツから見た国際競技の

実態についての考察」

YoshioHall

エール大学で生物学を専攻するHallは日系

大久保剛夫,RobertEfird,山口 忍,YbshioHall,

奥井暁子,七戸美弥,Willamari,Moore,MaryEIIenQuinn
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アメリカ人でサッカークラブに属するスポー

ツ青年である。彼はスポーツの中でも取り分

けサッカーを取り上げ、そこに見られる社会

現象を討論の題材として発表した。

国際競技ではスポーツが国威発揚の手段と

なったり、外交手段の一つとして用いられた

りすることもしばしばある。彼は、それはス

ポーツに対する人々の関心が高いことを表わ

しているとした。

5．「女性解放とスポーツの問題」

WillamarieMoore

Oberlin大学で東アジア研究をしたMoore

は性差別とスポーツの関係について報告をし

た。普段から女性問題に興味を持っている彼

女は、アメリカのスポーツ界で女性がどのよ

うに参加しているか、またそこで見られる男

性優位の実態について議論を展開した。男女

平等の原理は戦後いちはやくアメリカにおい

て推進されてきたが、こうしたスポーツの世

界における性差別問題にまで着目する姿勢に

日本人参加者からは驚きの様子が窺えた。ま

たこうした姿勢にアメリカの女性の姿がかい

ま見られたのも面白かった。

6．「日本のスポーツと集団から見た国民性」

七戸 美弥

大学でアメリカ文化を専攻する七戸も先の

二人のように、大学ではバスケットボール部

に所属しスポーツを行なっている。発表のほ

うでは、日’本のスポーツ社会特有の現象であ

る集団的性格などに言及した。また、彼女は

中学時代からの長いクラブ生活の経験から、

クラブ活動における上下関係は日本のタテ社

会を象徴的に表わし、その再生産に大きく関

与しているとユニークな持論を立て、アメリ

カ側と活発な意見交換を行なった。

7．「心身の健康と社会」

MaryEllenQuinn

大学を卒業し、この秋からphysicalthempy

を大学院で学ぶQuinnは、スキーによる怪我

からこの分野に興味を持ち、分科会でも、普

段馴染の少ない心身の健康維持の専門家の育

成について紹介をしてくれた。

現在アメリカでは､戦前より発達したphy-

sicaltherapyの需要が高まり、専門家の育

成が急務であるとのことであった。彼女は、

実地研修でもカリフォルニア大学の講師を通

じて如何ような理論と実践がなされているの

かを克明に紹介してくれた。

8．「日本人に見られる自己と他者の概念構

想一プロ野球と相撲に見られる例一」

RobertEfird

学部では人類学を専攻したEfirdは、高校

時代に日本で1年間学んだ経験を持ち日本の

事情にも詳しい。彼は卒業論文の題材である

日本文化論から今回のレポートを書いてくれ

た。

彼は日本人の自己の概念構想が、西洋で言

う我－汝の関係とは違ったタテ社会の構造

で作られていることを指摘する。また一方で

は、そうした日本人にとって「外」のもので

ある外国文化は、日本文化との融合を果たし、

新たな文化を作りだした。人類学を専攻する

彼の論理の鋭さに参加者は一同感心させられ

た。
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を受けて障害者の人々の受け入れを無償で行

なっている。

我々はその活動の大きな支えとなっている

ポラソティア活動が盛んであることに驚いた

が、見学の最後には我々一同もポラソティア

として子供たちの遊戯に参加させてもらい、

大変勉強になった。

<実地研修＞

①アラスカ犬ぞり協会訪問

MelKalkowfki氏-AlaskanSled-

DogandRacingAssociation

アラスカの人々の冬の娯楽の一つであ

る犬ぞり競技にについてKalkowfki氏よ

り犬のトレーニソグの様子がいろいろと

紹介された。またビデオで見せられた犬

ぞりレースの模様は想像した以上のスど一

ドと迫力であり、圧倒された。

②アソカレッジ歴史・美術館

町ができてから5拝足らずのアソカレッ

ジの歴史や雄大な自然を紹介するもので

あった。館内には、アラスカの自然や人々

の暮しの変遷、またエスキモー人の出演

による民族舞踏の実演などを楽しんだ。

③カリフォルニア州立大学バークレイ校

身体治療学部視察

ここでは、アメリカの大学の多様なニー

ズに答える姿勢に改めて驚かされた。こ

の学部はれっきとした専攻分野として、

今アメリカ全土から注目されている。

ここでは主にスポーツ医学に関する講

義を受け、未だ歴史は浅いが、その内容

とますます高まる需要について知ること

ができた。

④ 障害者レクリエーショソセソター訪間

ここではセンターのディレクターであ

るOlaKupka氏が迎えてくれ、セソター

の様々な紹介を受けた。このセンターは

民間の施設でありながら、自治体の援助

〈最後に＞

この分科会は最初にも書いたが、当初スポー

ツというトピックを取り上げたことが参加者

一同にも不思議に映ったようであるが、それ

は取り越し苦労に終った。各人の発表にもあっ

たように個人的な体験や興味に引き付け、そ

れぞれの社会を見るという目的が果たせたよ

うに思える。予定した実地研修ができなくなっ

たり、レポートの発表時間が足りず、移動中

の空港ロビーで熱烈な討論をしたことなどは

今振り返ってみれば忘れ難い思い出として残

るだろう。

最後にHostCountry側のコーディネーター

を勤めたWillamarieや、実地研修をするに

当たって、ご多忙にもかかわらず貴重な時間

を割いて頂いた多くの方々の協力に感謝した

い。またこの分科会を盛り上げ、コーディネー

ターを勇気づけてくれたメンバー一人一人に

感謝するとともに、この分科会が成功に終っ

たのは彼／彼女らのおかげであることを確信

する。

（山口 忍）
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情報化社会
(1㎡OrmationSociety)

私達の日常生活を振り返ってみて「情報」

の持つ影響力は見過ごすことが出来ない。89

年の天安門事件、ベルリンの壁の崩壊と世界

にはりめぐらされた情報網のおかげで私達は

到来しつつある「地球時代」を実感するので

ある。サービス産業が発達している現代は、

情報を持つ者が莫大な利益を得る時代でもあ

る。そのなかで情報の受信者であると同時に

発信者でもある我々が将来どのような行動を

取るべきなのか、そのような課題をもってこ

の分科会は進められた。

目的に信じてしまう傾向がある。堀尾は「メ

ディア文盲」と呼ばれるこの現象を解説した

うえ、現在研究者の間ですすめられている

「メディア教育」という新しい学問を紹介し

た。発表後は実際に教室で使われる実験ビデ

オをみて、それぞれが初等教育で受けたメディ

アに関する授業を思い出し、それらに欠けて

いたものとこれからの教育に必要なものを話

し合った。

2．「グローバリズムと情報の洪水」

岸本 肇

岸本は現代の情報化社会を、グローパリズ

ムと重ね合わせて解釈を加えた。そして個人

的な例として、アメリカのテレビで東芝の機

械を壊す議員達が報道されるのを見て、それ

がアメリカ人全ての対日感情であると思った

経緯を説明した。その後、ニュースに果たし

て中立性はあるか、またニュースの送り手に

〈分科会討論＞ （発表順）

1．「メディア教育」

堀尾 裕子

現代の学生はコソピューターをはじめとす

る情報機器の使い方を小さい頃からマスター

し自由自在に操れる反面、それらの情報を盲

識驚譲睡…察~灘 …圏＝~‐‐~・翠 ．篭；鶴蕊銘;鶏曼.

ﾂ ,､

TristanPurvis,大塚雄三,岸本 肇PeterRay,

島田麻子,AnnMarieManセ,堀尾裕子,SumyDaeufer
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課される責任について話し合った。

3．「マス・メディアと大衆文化」

AnnMarieMantz

ちまたに氾濫する若者向けの雑誌のなかで、

アメリカはファッショソや流行言葉の面で絶

えず「お手本」となる存在だ。しかし、流行

は文化であり、文化にはその国特有の深い意

味合いを持つことが多い。日本に留学経験の

ある彼女は、アメリカ文化の背景にある意味

を理解しないまま、「かっこいい」と雑誌を

真似ている日本の若者は、いわば情報に踊ら

されている典型的な例だと主張した。その後

の討論は、最近の雑誌などの行き過ぎた報道

への批判にまでひろがり、我々読者がいかに

主体性をもつべきか、を互いに認識しあった。

4．「政府のメディア規制」

TristanPurvis

メディアは政治に対し、常に監視の眼を光

らせいわば「番犬」の役割を果たすべきであ

る。その意味で一連のリクルート事件はマス

コミが総理大臣の辞任まで引き起し、政治模

様を変えるほど大きな影響力を持ったよい例

である。我々はリクルート事件を通し「ペソ

の力」の強さを感じたと同時に、そのペソが

無罪の人や非力な一般市民を追い込むことも

可能であるということを改めて認識した。

5．「情報化社会の新局面」

大塚 雄三

情報化が進む現代の世の中は、農業社会、

産業社会につぐ第3の時代の到来ともいえる。

その理由は、産業社会で通用した経済の原理

が情報という商品には通用しないからである。

まず何をもって情報とするか、といった定義

が難しい。そしてその売買はさらに複雑であ

る。目には見えるものではないが、同時に複

数の人に売ることが出来る。また逆に多数の

人に売った途端、その情報は単なる「常識」

となり価値を失う。大塚の投げかけた「情報

とは何か」といった根本的な疑問に参加者全

員が、頭を悩ます一日であった。

6．「情報革命一情報技術が産業となると

き」

PeterRay

現代の情報機器の発展により、ビジネス界

は、大きく様変わりをした。例え鵺コソピュー

ターの導入により、世界中の証券取引場がひ

とつの動きをするようになったこと。より早

く大規模な取り引きが可能になったこと等。

またコソピューター化されたビジネス界にお

いて、データベースというものが大きな価値

をもつようになり、データの盗み合いといっ

た新しい犯罪も生まれた。将来、コソピュー

タが主役になり、人間はそれを使うだけの存

在であるような社会が到来するのだろうか。

ハイテクという言葉に深い意味を感じた発表

であった。

7．「広告と社会」

SumyDauefer

広告は消費者にどれほどの影響力をもつの

だろうか。うまい語り口とイソパクトのある

コピーを使い、広告は消費者を巧みに誘導し、

数々のヒット商品を生み出す。我々は討論の

なかで、車の宣伝を例に挙げ、日米の広告の

仕方の違いや、その影響の違いを話し合った。

我々は自分達の日常生活の買物を振り返り、

果たして広告はどれほど信用できるものなの

か、また信用すべきなのかを話し合った。そ

の結果やはり主体性を持った情報収集が最善

であるとされた。
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見学した。アメリカは日本より一足先に

電話会社が民営化され、現在は全国に何

百もの会社がある。最も印象的であった

のが、交換手たちが広い部屋でゆったり

と様々な方向を向いて座っている光景で

ある。日本の交換手が壁に向かって一列

に並んでいるのとは好対象であった。

③StevensMiddleSchool

シアトルから車とフェリーでおよそ3

時間。「教育」分科会と共に訪問したSt-

evens中学校はCNN等を使ったメディ

ア教育の推進校であった。

アメリカでは普及率の高いケーブルテ

レビのなかでも最大手のCNNは、毎日

15分ほどの生徒向けニュース解説番組を

制作している。先生は授業の一環として

そのビデオを流し、生徒はデイスカッショ

ソや用語解説の冊子を通してそれらニュー

スの理解を深めることができる。また各

教室には通信社と結ばれたプリンターが

設置してあり、教室にいながら生徒は世

界の出来事を知ることが可能になってい

る。

教育は単に知識を教えるだけでなく、

その知識（情報）が正しいかどうかを見

分ける力を養うことが大切だ。暗記力で

はなく思考力一これからの情報化時代

を生き抜くのにもっとも必要なものであ

る。改めて日本の教育の欠如している点

を教えられた気がした。最後であるが、

中学訪問後に昼食会を催して下さった大

昭和製紙にこの場をお借りしてお礼を申

し上げたいと思う。

④ パネル・ディスカッション

「世界システムと人々」分科会と合同

して、地元シアトルの新聞社からTom

8．「メディア世代

一宮崎勤にみるメディアの影響」

島田 麻子

1988年に起きた幼女連続殺人事件は、世間

に大きな衝撃を与えた。その犯行の奇異さと

共に容疑者として逮捕された宮崎勤の行動は

「メディアの申し子」としてマスコミにとり

あげられるほど特別視された。しかし本当に

彼を犯罪に駆り立てたのは、氾濫するビデオ

や漫画だったのだろうか。メディア先進国の

米国では挑発的な歌詞を歌うロックグループ

のレコードが発売禁止になるなど近年、メディ

アに対する規制が厳しい。一方、そういった

メディアの規制が進めば、「表現の自由」を

侵すことにもなりかねない。どこまでを悪と

し、どこまでを許容範囲とするか－我々の

議論は白熱し、宮崎の家庭環境から現代教育

のありかたまで話は及んだ。

<実地研修＞

①AlaskaDailyNews

分科会最初の訪問先は地元の最大規模

の新聞社のAlaskaDailyNewsであっ

た。記者のSalgado氏はお忙しいにもか

かわらず、社内の編集室、印刷所などを

2時間程案内して下さった。地元アラス

カ市民の殆どが購読している新聞にもか

かわらず、実に紙面の70%をAPなどの

配信に頼っているというお話には驚かさ

れた。つくづくアメリカの広さと、それ

故に存在する「情報の格差」を実感する

一日であった。

② Alascom

「科学技術と社会」分科会との合同研

修｡社の自慢する通信衛生システム「アース

．ステーション」と電話の交換台の様子を
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Brown氏、EvelynIritani氏をお呼びし

て、 ｢メディアと政治」について講演を

受けた。

両氏とも強く述べていたことは、やは

り新聞社も一つのビジネスであるため、

そこには必ず利益がからんでくること。

またテレビと比べての新聞の長所は、よ

り複雑な題材を扱えることである。それ

だけ報道が世論にあたえる影響は大きく、

ゆえに私たちの寅任も大きい－とはっ

きり述べた両氏をみて、地球時代におけ

るコミュニケーションの必要性を再認識

させられた。

⑤ KQED(サソフラソシスコ公営テレ

ビ）

日本でも有名な「セサミ・ストリート」

を放映している公営テレビ(PublicTe-

levision)を訪問。番組ディレクターと

その日系三世の夫人に、公営と民営テレ

ビの違い、国際共同番組について、最近

のテレビ界の変化などについてお話をお

伺いした。

⑥PacificBells

サソフラソシスコを中心とする電話局

である社のショールームを見学した。ス

クリーソに向かって話ができる会議電話

や、スイッチ－つで本が注文できるパソ

コソ通信などの最先端の機器を見せて頂

いた。科学技術の発達は、我々が意識し

ている以上にスピードを早めているよう

だ。

⑦TranRAmerica

アメリカ国内でも有数の保険会社であ

る当社は、その奇抜な広告でも有名であ

る。

驚くことにこの会社の広告費は支出の

20%も占めるのだ。副社長のOlsen氏は、私

たちの相次ぐ質問に嫌な顔もせず、一つ一つ

丁寧に答えて下さり、充実した時を過ごすこ

とが出来た。

多くの討論や実地研修を通して、逆に「情

報とは」「情報と知識の差とは」といった概

念すらあやふやになってしまった。ひとつ痛

感したのは、このようなトピックのもとでは、

日本・アメリカといった差はまったくないと

いうことだ。むしろ世界市民として、これか

ら到来する情報化社会という新しい社会で共

に生き抜くために、どの様な手段をとればい

いのか、といった共通の認識のもとでの話し

合いが可能であった。

最後ではあるが、アメリカ側コーディネー

ター、Sumyに心から感謝の意を述べたいと

思う。

(島田 麻子）
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国際関係
(InternationalRelationsandGlobalEconomicLvelopment)

り、米国が日本で更なる成功を収める為には

小売業、レジャー産業へのアクセスが鍵であ

るとした上で、彼女は、米国が日本でビジネ

スを行う際最も必要なのは忍耐であると結ん

だ。その後、米国の日本に於けるマーケティ

ソグの稚拙さが日本側から指摘され、興味深

い討論がなされた。

2．「国際関係と情報」

仲尾 聡

名古屋大学で法律学を学ぶ仲尾は、各国が

保持する情報量により、国際関係の中での一

国の力が規定されると主張し、シャノソ、ウィ

ハー、ハイエク、ケソトの見解を紹介しなが

ら、戦争、平和等といった状況に於いて情報

が如何なる役割を果たしていくのかを説明し

た。討論では、より具体的な問題が取りあげ

られ、マス・メディアの国際関係に対する影

響などに就いて意見が交わされた。

現代国際社会に於いては、既存の国民国家

の枠組みでは解決し得ない問題が山積みして

いる。その中にあって求められている日米二

国の役割は非常に大きい。一方、日米間には

貿易摩擦をはじめ、早急な対応を迫られてい

る難問が数多く存在している。以上の点を踏

まえ、国際関係分科会では、日本とアメリカ

をとりまく様々な事柄に関する討論及び実地

研修を行った。

〈分科会討論＞

1．「米国の対日投資一その現状と行方」

T.araDarden

バソダービルト大学で東アジア研究を専攻

するDardenは、米国企業の日本進出につい

て、豊富な事例を挙げながら論じた。確かに

日本には「系列」等、アメリカにとっての障

壁は存在するが、実際その投資額は膨大であ

杉山知子,仲尾 聡,飯島幹雄GuyGunther

津守佳代子,BradSmith,LafaDarden
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6．「イソドネシアの開発政治

一その問題点と成功の糸口」

津守 佳代子

早稲田大学で政治学を専攻する津守は、対

第三世界諸国援助の問題に関してイソドネシ

アをとりあげ、日米に求められている役割と

は何かを論じた。イソドネシアは東南アジア

の中でも顕著な経済成長を遂げたとされては

いるものの、その恩恵に授かっている人口は

ごく僅かであり、政治的安定も達成されてい

るとは言い難い。この様な現状分析を踏まえ

津守は、真の開発を成し遂げる為には、イソ

ドネシア自身の政策の変更に加え、先進国の

経済面に偏らない援助、殊に社会福祉面での

援助が必要であると説いた。

3．「日米相互依存と地球的協調の可能性及

びその分析」

BradSmith

ライス大学で数学、政治学及び経済学を学

,S;Smithは、現代国際社会に於いて日米二国

間関係を良好に保つことが如何に重要である

かを明らかにし、米国経済の衰えは、各企業

の経営の失敗、チームワークの欠如という様

に、内部に原因があり、日本にその責任を押

しつけるのは誤りであると述べた。また、日

米共同で事業を行うことが互いにとって利益

をもたらし、その協調の姿はEC各国等外部

への影響も絶大であり、「世界をひとつにす

る」ことも可能にすると論じた。

4．「国際社会に於ける日米関係」

杉山 知子

神戸大学で国際関係論を専攻する杉山は、

国際社会に於ける大国と小国それぞれの役割

について論を展開した。具体例として戦後の

日本とアメリカのケースが取りあげられ、そ

の時代の変化する国際環境の中で、覇権国と

してのアメリカと、小国としての日本の動き

が分析された。結論として、彼女は、日米相

互の協調の必要性を訴えた。

5．「新しい日米関係を模索する」

飯島 幹雄

慶応義塾大学で経済学を学ぶ飯島は、日米

関係の新しい方向性を提言した。彼は、先ず

所謂日本異質論とは何であるか説明し、現在

日米が抱える問題を浮き彫りにすると共に、

米国の対日投資、半導体をめぐる関係を言及

し、変容しつつある世界経済の中で日本が果

たすべき役割は計り知れないものがあるとし

た。これを受けて、アメリカ側から日本経済

について数多くの質問が浴びせられ、活発な

討論がなされた。

<実地研修＞

① WolldTradeCenter

7月24日及び26日、アラスカ州アソカ

レッジのWorldTradeCenterにて、デ

ィレクターのDr.Kimより、日米関係の

将来あるべき姿についてお話を伺った。

「世界システムと人々」分科会と共に訪

問したこの実地研修では、Dr.Kimの

日米関係を兄弟に例えた興味深いお話を

通し、新しい視点を得ることが出来た。

②BoeingAerospace

8月2日、ワシソトソ州シアトルに於

いてBoeingAerospaceを訪れ、「科学
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技術と社会」分科会と共に工場を実際に

見学しながら、航空機が制作される工程

に就いて説明を受けた。Boeing社と日

本企業との関わりについても触れられ、

意義深い研修となった。

③AppleComputerlnc.

8月13日、カリフォルニア州サソフラ

ソシスコにあるAppleComputerlnc.

を訪れ、コソピューター産業界の日米関

係について、数人の関係者の方々からお

話を伺った。話は、ビジネス全般、政治・

経済にまで及び、大変活発な討論が持た

以上、当分科会の活動は非常に実り多

いものであった。激しい討論を繰り返し

ながら、一人一人の得たものも大きい。

会議を終え、各人がこの経験をも とに一

層活躍の場を広げていくこと、また、分

科会を通して培った友情が末永く続いて

いくことを願って止まない。

(津守 佳代子）

れた。
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111.フォーラム／シンポジウム

エコロジー・フォーラム

7月30日には私たちの滞在していたアラス

カ大学においてエコロジー・フォーラムが行

われた。私もエコロジー・フォーラムのタス

クフォース（担当者）の一人であったので、

この日のために準備活動を続けてきた。タス

クフォースは土壌・大気・水・生態系の4つ

のパートに分かれ、それぞれにおける環境汚

染や生態系への影響について研究してきてお

り、当日はその成果を皆の前で発表し、環境

問題に対する関心を高めるように呼び掛ける

こととなった。

うに、ゴミによる環境汚染は人間だけではな

く、野生動物たちにとっても深刻な匿題となっ

ている。

このような問題に対して、私たちには何が

できるのだろうか。先ず私たちの環境問題に

対する危機意識を高めることが必要だろう。

そして身の回りのことから行動を起こさなけ

ればならない。日々の生活の中で、私たちは

資源を無駄に使っていることが多い。限りあ

る資源をすぐに捨てたりせずに、有効に再利

用できないかを考えるべきである。捨てる際

にも燃えるゴミと燃えないゴミを分けて捨て

ているだろうか。さらに、リサイクル運動を

押し進め、同時にリサイクル用品を積極的に

使うことも一つの手段である。一人一人の力

は小さくとも、皆で力を合わせる時、それは

環境問題を解決に導く力となるに違いない。

"Let'stakeaction!"これが私たちの結論

である。

驚豊＝琴寧添字一帯4
E－ 型

:;雛蕊…
爵
…

鱸 孟
拙

鶴
蕊

灘
私たちが特に主張したことは、ゴミによる

環境破壊の問題であった。現在私たちは毎日

大量のゴミを出し続けている。ゴミの種類は

様々で、生ゴミから産業廃棄物に至るまで、

ありとあらゆるものが捨てられている。その

中でリサイクルされているものは非常にわず

かな量にすぎない。可燃物のゴミの処理はま

だよいとして、プラスチックのようなゴミの

場合には非常な困難が伴う。結果として処理

が不完全となり、そうしたゴミを野生動物が

誤って食べてしまい、喉につまり窒息死する

という事故さえ起きているのである。このよ

もう一つ私たちが重視したテーマは、アラ

スカにおける石油流出事故とその環境に対す

るイソパクトの問題であった｡Exxon社のタ

ソカーから漏れだした原油は、Valdez地方
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力環境センターと唾xon社からそれぞれゲス

ト・スピーカーを招き、お話を伺うこととし

た。講演、それに続いた質疑応答、小グルー

プディスカッションをとおし、環境問題の難

しさを改めて知らされ、問題意識をさらに高

めることができたのである。

（飯島 幹雄）

の海岸線を埋め尽くし、多くの魚介類や動植

物を殺す結果となった。FxxOn社は、多くの

人と時間をかけて海岸線のクリーン・アップ

を行ったが、事故の処理方法とその後の影響

をめぐり、多くの問題が生じた。事故の影響

はもうないとする唾xon社と、まだ処理は不

十分であるとする環境団体が真っ向から対立

したのである。そこで今回私たちは、アラス

エコロジー・フォーラム

について警告を発した。生態系タスクフォー

スは、約2億の人々が熱帯雨林に生活を依存

している事実を述べた上で、実際には農業に

は不適当なこの土地を開拓しているアマゾソ

や東南アジアの現状に警鐘を鳴らした。

その後はゲスト・スピーカーのSueLiben-

son氏を迎えた。彼女は民間のアラスカ環境

セソターに所属しておられ、その立場から、

この原油流出事故についてお話を頂いた。彼

女によれば、FxxonValdez号は、その存在

がよく知られた岩に衝突したのである。そし

て数箇所の魚のふ化場だけが流出原油から守

られた。現在、Arieskaパイプライソ社は、

FxxonValdez号級の原油流出事故には対応

できないことを認めているとのことである。

また彼女は実際に流出原油を持参して下さり、

私達も実物を見て、臭いをかいで、事故を体

験することができた。そして、この様な事故

を防止するには石油消費を最小限に抑えるこ

とが必要と結論づけられた。その後各グルー

プに分かれて、デイスカッショソをまじえた

昼食会となった。私のグループはリサイクル

をめぐる日米の現状について議論した。

午後は、Fxxon社のBobMagtracchio氏を

ゲスト・スピーカーとして迎えた。彼は主に

エコロジー・フォーラムは7月30日、アラ

スカ州立大学アソカレッジ校にて開催された。

このフォーラムは、私達がアラスカ州で会議

を開催することの直接の原因となったPrin-

ceWilliam湾でのFxxonValdez号による原

油流出事故をメインにして行われた。

最初に日米各5人の計10人で構成された、

土壌・大気・水・生態系のタスクフォース

（担当者）がそれぞれの視点からスキットな

どを通じて問題提起を行ったのだが、まず各

タスクフォースから選ばれたメンバーが私達

の生活に伴うゴミをステージ上で示し、現状

でのゴミ処理方法①地下に埋める、②海上投

棄、③リサイクル、④焼却を説明して各問題

点を指摘した。次に土壌のタスクフォースが

農薬による土壌汚染の現状や、大量のダイレ

クト・メールの功罪について論じた。大気の

タスクフォースは、植林による大気浄化の効

果と酸性雨を減少させるには車の定期検査等

をきちんと行うなどしてエネルギーの消費量

を最小限にし、そして漸減する必要があるこ

とを述べた。水のタスクフォースは、日米で

その対応が異なる捕鯨問題について双方の主

張を述べ、また、目的としない海鳥やイルカ、

カメなどの死を招く流し網漁の及ぼす悪影響
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Fxxon社の事故への対応について話して下さっ

た。このアラスカという厳しい地理的条件の

下で、いかに彼等がベストを尽くしたかを技

術的解説と共に述べられたのである。その焦

点はバイオ・メディエーショソ、つまりバク

テリアの助けを借りた原油除去作戦にあった。

除去作業当初は、汚染された海岸で熱湯を撒

いて原油を回収していたのであるが、この方

法だと海岸線の微生物を大規模に殺した上、

炭化水素の測定値は事故直後の10倍のレベル

に達してしまった。そこで登場したのがこの

作戦である。具体的にはイニポルEAP22と

いう化学肥料で、自然界に存在する原油を分

解する蝕油バクテリアを活性化させるという

方法が採用されたのである。彼によれば、こ

の作戦の実施地域は確実に回復の方向に向かつ

ており、またこれから発生するであろうこの

種の事故に対してバイオ・メディエーショソ

は強力な武器となるであろうし、タンカーの

二重底が完全実施されれば、かなり事故の規

模を縮小できるということであった。

私達の率直な感想としては、完全な流出原

油回収は現段階の技術レベルでは不可能であ

る結果として、この種の事故の後始末は自然

の力次第ということになる。だとすれば、私

達は徐々に生活様式を変え、石油使用を最小

限に抑える方向に進み、また生活排水も同等

の悪影響を与える要因だということを自覚し

て対処しなければならない。最後にフォーラ

ム・コーディネーターの寺田恭子とWillamarie

Mooreの努力に感謝したい。

（江藤 一）
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フォーラム・タイム

従来は、丸一日を費やして一つのテーマについて話合う、という目的で行われていたフォー

ラムであるが、今年度は新しい試みに挑戦した。たった一日で終わらせてしまわずに、全

会議日程を通じて活動をしたのである。それによって、より深い理解と話合いを行う場を

持つことができた。

（基本的に、外部の様々な方々からご講演をいただいた。）

7月23日それまで個別に準備をしていた日米双方の担当者が、パートごとにフォーラ

ム・デーの計画や方針を話合う。

26日 パートごとに講演者をお呼びした。

土壌:BeckyGay(アラスカ資源開発評議会）

ScottHighleyman(元南東アラスカ保存評議会）

大気:DanielJaffe(アラスカ大学教授）

DougMillar(世界自然保護基金）

水:MarkFraker(BritishPetrolium)

生態系:MikeJoyce(ARCOアラスカ）

FrancisWilliamson(アラスカ大学教授）

28日 フォーラム・デー発表準備

30日 フォーラム・デー（本文参照）

8月7日 シアトル市のリサイクルエ場およびコソポスト（堆肥）壌成設備見学

PeterChristiansen(シアトル市環境局）

DougPeters(ワシソトソ州環境局）

9日講演CynthiaRust(グリーソ・ピース ワシソトソ支部）

10日 講演PaulSposato(グリーソ・シール）

（寺田 恭子）

貿易シンポジウム

本会議が始まった後は当日のシンポジウム

の進行方法など、方法論について話し合った。

当日は八人のゲストスピーカーを呼ぶことし

か決まっていなかったので、その後に予定さ

れているディスカッショソの形式・方法とプ

レ・シソポジウムと称す全体に対して行う事

前発表会についても意見交換が行われた。こ

の発表会では、会議参加者全員が当日ディス

貿易シソポジウムでは自分の場合、タスク

フォース（担当係）の一員だったので、当日

はもちろん、それ以前の準備段階でも得るも

のは大きかった。まず、日本での準備期間で

は、毎週土曜日の定例会の前に集まり、各週

ごとに決められた担当者の発表及びそれに対

する討論を繰り返す中で、多少なりとも知識

が身についた。
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カッショソする上での最低限の知識を得ると

いうことに主眼が置かれた。この発表会も、

タスクフォースによる発表のみではあまり意

味がないとのことで工夫を要したが、結局発

表に基づくテーマを設定し、小グループに分

かれてのデイスカッショソを行った。事前準

備段階とは言え、アメリカ側参加者の日本経

済に対する知識の深さに驚かされる場面がい

くつかあった。

当日は八人のゲストスピーカーのスピーチ

で始まった。その後、活発な質疑応答があり、

小グループに分かれてのディスカッショソと

いう形で進められた。スピーチは様々なバッ

クグラソド、社会的地位を持った人たちが、

それぞれの経験から幅広い話を展開して下さ

り、非常に興味深いものであった。スピーカー

の中には病を押して出席して下さった方もお

り（二日前に手術されたと言っていた)､我々

のために一生懸命スピーチして下さった事に

深く感謝した。

その後のデイスカッショソでは、私は発展

途上国について話し合うグループに入った。

日本ではODAがトレソディな話題なので日

本側参加者の知識はかなりのものだったが、

アメリカ側参加者は少々認識不足だったのが残

念であった。しかし、このグループにはアフ

リカやフィリピンに詳しい参加者などもいて、

現地の実情についての情報も得られ、参考に

なった。ただ、ディスカッション全体が現状

分析、あるいは改善すべき点の指摘のみで終

わってしまった感はある。具体的な改善策ま

で話し合えれば良かったが、そのためには私

も含めて一人一人のより深い知識・認識が必

要であったのだろう。またスケジュールの関

係上、デイスカッショソの時間が短かったの

も惜しまれる。

私はこのシンポジウムのタスクフォースで

あったため、本会議以前の準備期間での勉強

会及びアメリカ側タスクフォースとの運営方

法決定までの話し合いなど、シンポジウムに

至るプロセスで学んだことも自分にとっては

大きな意味があったと思う。

（大久保剛夫）
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貿易シンポジウム

8月6日、8人のゲストスピーカーを招待

した貿易シソポジウムが、全日かけて行われ

た。

日米貿易摩擦といえば、日本では毎日のよ

うに新聞に取り上げられている事柄であり、

今日まで、政府高官・学識経験者・草の根と

いったレベルにおいて様々な議論が交わされ

てきている。日米学生会議においても、貿易

シソポジウムという場をとおして実際に貿易

に携わっている方々のお話を伺い、その後学

生たちがいくつかの特定の事例ごとにグルー

プに分かれてデイスカッショソを進めること

とした。

日本側参加者は、渡米前から週一回の定例

会において、貿易シソポジウムに備えるため

に、日米構造協議や日本のマスコミによく取

り上げられる4人のリヴィジョニストの議論

などの勉強を行ってきた。特に関西では、フィー

ルド・トリップとして、大阪大学のチャール

ズ・堀岡助教授をお招きし、講義及び質疑応

答がなされた。結果として日本側参加者の多

くは、日米経済関係に関する知識を豊富に備

えているといっても過言ではなかったであろ

う。

本会議における貿易シソポジウムの準備は、

計盛とPeterRayを中心として、8月1日の

シアトル到着後から進められた。希望者で構

成されたタスクフォース（担当者）では、当

日の講義後の小グループディスカッションの

形式、事例について検討をし、さらに日本側

参加者が英語を話すことのハンディについて

連日遅くまで話し合いが行われた。その結果、

当日は10の事例ごとの小グループで討論を進

めることとし、さらに高度な専門用語を英語

で理解するための用語集が事前に日本側参加

者に配られることとなった。加えて、アメリ

カ経済白書や日経新聞の特集記事のコピーな

ども配布された。

当日は、始めに8人のゲストスピーカーに

よる講義が行われ、8人の立場、考え方から

見た日米経済摩擦について語って頂いた。い

ずれも、自らの経験に基づいた説得力のある

スピーチであった。戸外で昼食をとりながら、

シアトルの青空の下でゲストスピーカーと参

加者との会話が弾んだ後、午後に入って質疑

応答、小グループディスカッションが続けら

れた。

凝議
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瞬蔦露

講義と質疑応答が非常に活発なものとなり、

結果として小グループディスカッショソの時

間が減ることとなったが、しかし、具体的な

事例として挙げられた海外直接投資、政府の

役割、圧力団体等について熱心な意見が交わ

された。貿易シソポジウム終了後､シアトル・

パシフィック大学に戻ってからも、夕食の場

で討論が再開されている風景も見られた。

日米貿易摩擦は、学生が討論するにはあま

りにも複雑なテーマであり、それ故に、今回

の貿易シソポジウムの開催が両国間の摩擦緩
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和にどのような役割を果たしているのかは不

明である。しかし、日米の学生が、同じ席で

様々な立場の方々のお話をお伺いし、そして

自由に討論する－こうして積み上げられた

信頼によって、成熟した日米関係が築き上げ

られていくのであろうと実感させられた有意

義なシンポジウムであった。

（杉山 知子）

貿易シンポジウム パネリスト

JackReilly氏： 米国いす堂社会長

Ro"rtAllen氏: NorthSeattleCommunity大学国際貿易研究所

荻野 恭司氏： 米国ニチメソ社

JayHaStings氏： 日本漁業組合弁護士

StevenHatch氏： ワシソトソ州通商局

KevinJohnson氏： シアトル市通商経済局

KeithOrton氏： シアトル市市長室外務局

RoyPhillips氏:Boeing社国際事業部部長

民主主義フォーラム

「民主主義」という言葉自体がひどく抽象

的で何を意味するのか分かり難い。これがか

ねてから日本側参加者の間にあった問題だっ

た。即ち本会議前の準備段階において、民主

主義について討議や発表を何度か行ったころ

からこのフォーラムの主題の持つ意味の大き

さ、捉えどころのなさ（特に我々日本人にとっ

ては）、といったものを感じていた。誰もが

民主主義フォーラムは、実は非常に難しいも

のだと考え始めていた。

日本側とアメリカ側の間では、フォーラム

を四分割して①アメリカ②日本③社会主義国

④第三世界のそれぞれの民主主義について比

較・検討しようとしうことが合意されていた。

しかし、この四つの軸を中心に準備を進める

うちに上述の壁にぶつかったのである。そも

そも民キキ義とは一体何なのか。

直前合宿での日本側タスクフォースの話し

合いの中で決まったことは、以下の通りであ

る。

民主主義フォーラムをどういったものにし

たいか、このフォーラムを通じて各々が民主

主義について考えることが大切なのではない

か、よって民キキ義について我々が定義付け
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民主主義を考えるための目標(direction)

が必要であろうという結論を得るまでに、誤

解あり、混同あり、etco

第2回の民主主義フォーラム準備討議会に

おいて、各グループ（前述の～）共通の目標

（考察のための軸）が4点挙げられた。

1）政治参加についての現状

2） 〃 理想

3） 〃 現状の改善策

－我々に何が出来るか－

4）日米両国は民主主義を第三国に広める

義務を持つか

以上の問題を念頭に各グループが発表の準備

を行うこととなった。この後の準備はグルー

プ単位で行い、その後全体で集まった際、そ

れぞれがその日に何を話したかを発表した。

初めはどこも難航したようだが、4回目を迎

えるころから軌道に乗り出し、発表の具体的

形態など徐々に決まっていった。フォーラム

前夜は午前3時過ぎぐらいまで最後の詰めを

行っていた。

（奥井暁子）

をしてしまう必要性はない。フォーラムの運

営の軸が必要である。－そして本会議へ。

本会議中の準備期間に、計7回の討議時間

があった7月23日の第1回の話し合いのとき

に、我々日本側の直面した同じ問題をアメリ

カ側も見出すことになったのである。民主主

義の代表、もしくは典型のようなアメリカと

いう国の代表者たちだから、さぞかし明確で

確固たる意見を持っているのだろうと思いき

や、である。決して喜ばしいことではないの

に国を超えて同じ様な問題を抱えることになっ

たことがちょっとした感動でもあった。この

時の問題とは方向性(direction)に関する

ものであった。

亘

民主主義フォーラム

達によく見えてこない日本。果たしてこれで

も民ギ主義と言えるのだろうか、という問い

かけがなされた。

対照的なのが、アメリカの民主主義の発表

であった。民キギ義は既にアメリカにしっか

りと根ざしたゆるぎないもの、とする認識に

立ち、政治に対して私達学生が何か行動を起

こそう、と"Let'stakeaction!"が繰り

返し主張された。選挙権の行使から、寄付、

ボイコット、大統領への手紙に到るまで、今

まで思いつきもしなかった数々の政治参加の

そして当日の8月11日。日本、アメリカ、

計会羊義国、第三世界諸国の4つのタスクフォー

スはそれぞれ発表を行った。

午前中第1番目は日本◎典型的な日本家庭

の風景のスキットである。選挙時の日本人の

姿勢を、大学生である子供、サラリーマソで

ある父親といったそれぞれの立場からとらえ

ていた。また国会議員へのアメリカ人ジャー

ナリストのイソタビューという設定のスキッ

トもあり、日本の選挙制度や自民党内の派閥

や官僚制の弊害を鋭くついていた。政治が私
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形。自分たちのどんな小さな行動でも政治に

対して力を持つのだ、という確固たる自信の

有無が日米間で浮き彫りにされたと思う。

の農夫の姿をしたメンバーが切々と代弁して

いた。一見、私達の日常からは遠く感じられ

るが、日米と第三世界諸国との間には経済レ

ベルで非常に強い関係があるという事実。ま

たその国の民主主義を擁護するという口実の

下に実際に行って来たことの功罪。それらの

事実を知ることが先ず何よりも重要だとの声

が多数上がった。

午前・午後の二回のディスカッションでは、

日米の政治参加に対する意識の大きな隔たり

について話し合われたり、アメリカが民主主

義の名のもとに多くの第三世界諸国の政治関

係者を援助してきたことに対する批判の声も

上がった。

午後からは、まず社会主義国タスクフォー

スの発表。ソ連、東欧諸国において激動の波

が押し寄せている今、社会主義諸国の民主主

義を再考することはとても意義深いことだ。

ここでは小グループに分かれ、各人が仮想の

国「プルメリア」を援助する日米両国からの

代表である、と想定して話し合いが行われた。

仮想の国を設けるということで難しさもあっ

た。しかし「プルメリア」の人々が、これか

ら自らの手で資本主義でも社会主義でもない

第3の道を模索するためには、経済援助に限

らず教育・文化面での交流を促進すべきだと

の意見が多く出され、活発な討論がなされた。

会場が暗くなり、音楽と共に手伽をした人々

が登場、といった趣向で始まったのが、フォー

ラム最後を飾る第三世界諸国のタスクフォー

スによる発表である。先進国の勝手な思惑に

よって搾取される第三世界諸国の声を、現地

このフォーラムでは、日頃はっきりと意識

することすら少ない「民主主義」を根本から

見つめ直すことが出来た。これからもっと広

い視野をもちつつ個人レベルで「民主主義」

について考え行動する大きなきっかけになっ

たことは間違いない。

（七戸美弥）
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第3部 その他の活動

1.準備活動(1)

認をとった。

この後全員で5月初旬に全体合宿、7月に

直前合宿を行った（別欄参照）が、実行委員

はそれぞれの前に一泊ずつ、合宿の準備を中

心とした話し合いを持った。

（寺田 恭子）

〈総 括＞

第41回日米学生会議の終盤に、第42回会議

の実行委員が日米各10名、選挙によって決定

した。新しい実行委員は次回の会議を企画す

るために、文字通り朝から晩までのミーティ

ソグを行った。他の参加者が自由行動日を楽

しんでいたこの2日間で、次会議の規模・構

成・テーマ・開催地といった枠組が作られ、

閉会式の場で発表された。日米の実行委員同

士が全員で、直接準備を進める唯一の機会で

あった。

第42回の日本側実行委員は、関東（東京中

心に7名）と関西（大阪・京都・名古屋に各

1名）に分かれ、関東では週1回、関西では

月2回（名古屋が加わるのは月1回）のペー

スでミーティソグを行った。忙しい時期には

ほぼ毎日のようになったこともあったが、全

員で行うべき重要な決定のために、さらに年

数回の合宿が行われた。

理念合宿（9月14～16日）

日米学生会議の意義と第42回会議開催への

基本理念を話し合い、それを柱としてテーマ

の和訳・年間活動計画・広報方針などを決定

した。

選考合宿I(10月21～22日）

「なぜ選考を行わなくてはならないのか」の

確認と、選考方針・方法・日程などを決定し

た。

選考合宿II(4月5～8日）

3月中に終了した試験をもとに、新参加者

を決定、即日、本人に連絡し、参加意思の確

〈財務・経理＞

日米学生会議の予算は、諸財団・企業から

の賛助金によって成り立っている。この賛助

金を集めるのが財務の仕事である。一方、経

理は、当会議の活動にともなう支出を管理す

る。

今回より予算のシステムが変わり、日本開

催時は日本側の、アメリカ開催時はアメリカ

側の責任において、本会議中の全ての経費を

支払うこととなった。今年はアメリカ開催の

年であったため、日本側の負担は軽く、必要

な賛助金も比較的少額であった。

また、例年IEC賛助会からも御賛助頂く

ことになっているが、上述の様に今回は必要

な賛助金の額が少なく、一方で次回の日本側

の負担が大きくなることが予想されるため、

第42回会議分を第43回会議に充てて頂くこと

とした。

（津守佳代子）

〈広報・選考＞

広報活動は、主に日米学生会議の存在を広

く社会に知らせることと、新参加者の募集の

二つの目的で行われた。前者としては各メディ
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アに働きかけ、会議についての記事掲載もか

なった。後者の活動としては、ポスタ－．ハ

ソフレットの作成及び各地方大学への発送を

行い、東京・名古屋・京都・大阪では自らの

足で各大学にポスターを貼り、12月を中心に

選考試験の情報を含めた説明会を行った。2

月には、大宅映子氏を招いての講演会を開き、

併せて第42回会議の最終説明会をもった。

選考は、まず第42回実行委員の選考理念を

確立し、それに沿って活動を行った。前半の

活動は広報と重なる部分が多く、主に説明会

の実施と受験地の決定であった。1月初旬の

実施要項の発行から本格的な活動に入り、問

い合わせに対する応答、試験問題の作成、と

準備に追われた。選考試験は3月上旬より、

東京・名古屋・大阪を含む計6ヶ所で行われ

た。4月1日の東京・大阪における二次試験

を経て、30名の新参加者が決定した。

（小平 純生）

〈通 信＞

太平洋を隔てて活動しているアメリカ側実

行委員との連絡は、非常に重要なものである。

基本的には委員長同士が月1回の公式通信を

交換し、それぞれの活動報告や提案、議事の

確認等を行った。急を要する場合には、電話

やファクシミリを利用したこともあった。

公式通信とは別に、分科会・フォーラム・

その他の係を共有する実行委員間で、それぞ

れに関する通信が随時行われた。

（寺田 恭子）
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2月24日、第42回日米学生会議の一環として、各界で活躍中のジャーナリスト大宅映

子氏を招いて、お茶の水の中央大学駿河台記念館にて講演会が行われた。

（津守佳代子）

…
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－関西学生シンポジウム

1990年2月25日に同志社大学の学生会館で日米学生会議の呼び掛けにより関西で活動する6つの

学生団体（日米学生会議、日韓学生フォーラム、国連大学日本学生協会、アイセック、ISA、模

擬国連）を集め、各団体の活動報告をした。これを通じ、日米学生会議では80名ほどの参加者に会

議の内容について知ってもらうことができた。またディスカッションの部では各団体とのつながり

をひろげることができ、成功に終わった。 （山口忍）

11.準備活動(2)

〈全体合宿（5月4日～6日）＞

日本側参加者が初めて一同に会し、本会議

にむけてスタートを切る場である。以降の準

備活動は関東と、名古屋のメソバー2名を含

む関西との定例会に分かれてしまうので、こ

の合宿が本会議前に全日本側参加者が集まる

ことのできる最初で最後の機会だ。参加者同

士の親睦を深めると同時にこなさなくてはな

らないスケジュールは、当然ながらかなり厳

しいものとなる。

東京代々木にあるオリンピック記念青少年

総合セソターにて、2泊3日、実質時間は2

日間の合宿が行われた。皆が集まったところ

で自己紹介から始まったが、なにしろ40人が

一度に会うのだから、互いの名前を覚えると

いう基本的なことでも結構時間を要する。各

自の所属する分科会やフォーラムではこれか

らしたいことをじっくりと話し合い、それを

どのように進めていくのかを決める。10回予

定されている定例会で何を勉強し、それを誰

が発表するのかといったことから、参加者全

員で揃えるTシャツのデザイソや発注、アメ

リカ側参力嗜へのおみやげをととのえるといっ

たことまで、ひとつひとつ担当者を決めて計

巽宅

錘 率･ 蛾 略'蝿
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者問題・男女差別・軍縮・脳死・アイデソテイ

ティ）、後半は民主主義・環境フォーラムの

準備のための研究発表、そして内容について

の日・英語でのグループディスカッショソを

中心に行われた。

この他にも、準備・広報活動の一貫として、

6月16日にフィールド・トリップを行い、11ヶ

所（アフリカ民族会議、アムネスティ・イン

ターナショナル、NHK、共同通信社、国際

協力事業団、自由の森学園、都立国際高校、

一橋大学内藤正典教授、武蔵野東小学校、

大和定住促進セソター、平田オリザ氏）をグ

ループ毎に訪問し、お話を伺った。また6月

23日には「ペーパー・デイ」として、各人が

自作の英文レポートの内容を英語で発表し、

情報交換と共に発表の練習をした。そして毎

回、テーマディスカッションの準備のために、

全員がテーマについての短いスピーチをして

日米学生会議の理念の理解を深めた。

毎回時間が足りなくなり、近くの喫茶店で

貿易シソポジウムの勉強会や、次回の発表の

打合せが続くことが多かった。その他にも、

忙しいスケジュールの合間にタスクフォース

（担当者）で集まることも珍しくなかった。

わずか2ヶ月半の間ではあったが、準備活動

は充実したものであったし、毎回JASCerの

問題意識の高さと熱心さには頭が下がり、僕

個人にとっては学ばせてもらうことがとても

多かった。 （計盛英一郎）

画を立てた。

食事や夜の自由時間にはゲームをしたり、

互いの生活について尋ねたりする｡個人的に

様々な活動をしている人がいて、また全く考

えたことがなかったような価値観に会って、

驚いたり反論したりすることもある。色々な

意味で実に大きな刺激となる。これからこの

仲間達とひとつの会議を作っていくのだと思

うと、自分も頑張るぞというエネルギーが湧

いてくるのであった。

〈関東定例会＞

5月4日からの代々木オリソピックセソター

での全体合宿から7月21日まで約2ヶ月半の

準備活動は、各人の忙しいスケジュールを縫っ

て、毎週一回の定例会と計2度の合宿をベー

スに進められた。

定例会は毎週土曜日の午後1時から5時ま

で、四谷の日米会話学院の教室を借りて合計

9回開かれた。実行委員からのイソフォメー

ショソに加えて、前半は日本とアメリカの相

違を理解するための、いくつかのトピックに

ついての発表（日米文化・貿易・外国人労働
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になった。残念なのは、広報活動不足も手伝っ

て、外部からの参加者が少なかったことであ

る。

最後に、共に準備活動をやってきたみんな

にお礼を言いたい。ありがとう。

（池野 修）

〈関西定例会＞

関西での準備活動は、関西側参加者に名古

屋の大浦・仲尾を加えた10名により、定例会

及びフィールド・トリップという形で行なわ

れた。

定例会は、毎週土曜日2:00～6:帥という時

間帯に、関西大学天六校舎・同志社大学で開

かれ、女性問題・日米経済・大学教育・環境

問題・日米安保などを中心に、発表とデイス

カッショソを行なった。個人的に想い出深い

のは、民主聿義フォラムの準備の一環として、

森田が持ってきてくれたCNNのCrossfire

というディベート番組のビデオを、山口の部

屋で見たことである。

就職活動・教育実習等で全員が集まったこ

とはまれであったものの、毎週充実した土曜

日の午後であったことは確かである。いろい

ろな大学から、専門を異にする、様々な個性

を持った人々が集まり、お互いをぶつけ合う

ことは本当に貴重な体験だったと思う。メン

バーの機関銃のような口調、乾ききった妥協

を許さない論調、強烈な自己聿張などに圧倒

されたこともしばしばあった。

2つ反省点がある。1つは、英語を使う機

会を増やせば良かったこと。会議中、知識は

あるもののそれを英語で表現できずに苦しん

だ人は少なくないと思う。2つ目の反省点は、

扱ったトピックが社会問題に偏りすぎたこと。

毎回15分か20分で良いから、日本文化・日本

人の美徳・価値観などについて話し合っても

良かったと思う。

もうひとつの準備活動フィールドトリップ

は、チャールズ・堀岡氏による日米経済摩擦

についての講演、NGOアジア協会友の会訪

問の2つを行なった。専門家の話を聴き、草

の根援助の現場を訪れることは、大きな啓発

〈フィールド・トリップ＞

より多くの学生に日米学生会議の存在を知っ

てもらいたい、参加してもらいたいという願

いがある一方で、規模・財政等の諸条件によ

り会議参加者数に限りがある。この限界を少

しでも広げようと、準備期間に一般参加者を

交えてのフィールド・トリップと称する実地

研修を試みた。

5月初旬の全体合宿にて希望研修先を討議

し、新参加者を中心に研修先と交渉を行った。

研修先は各分科会のテーマを踏まえた上で、

バランスを取るように配慮した。5月中に研

修先を決定し、6月に入るとDM発送、各大

学にポスター貼り、ビラ配りと参加者集めに

力を入れた。

関東は東京を中心に6月16日（土）、関西

は大阪、京都にて6月23日（土）及び7月1

日（日）の二日に渡って行われた。フィール

ド・トリップ先は以下のとおりである。

関東

①アフリカ民族会議(ANC)

②アムネスティ・イソターナショナル

③NHK(国際部）

④共同通信記者

⑤国際協力事業団(JICA)

⑥自由の森学園

⑦都立国際高校
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⑧内藤正典教授（一橋大学）

⑨平田オリザ氏（劇団「青年団」主宰）

⑩武蔵野東小学校

⑪大和定住促進セソター

関西

①チャールズ・堀岡氏（大阪大学経済学部助

教授）

②NGOアジア協会友の会

一グループ10名程度とし、関東では110名、

関西では23名の参加があった。各グループは

半日を予定して、訪問先での見学・質疑応答

に加え、グループ内でのデイスカッショソも

行った。非常に短い時間ではあったが、会議

という枠を広げて、様々な場所を訪問し、実

際に目にし、また他の学生とも触れ合う機会

として素晴らしい行事となった。

参加者全員に書いてもらった感想文には、

このような機会をまた持ってほしいとの声が

多かった。夏の本会議を中心とする日米学生

会議の形態を変えていくべき時期にさしかかっ

ていると言えよう。今回は初めての試みであ

り、準備等十分でないところが多々あったが、

是非このフィールド・トリップを日米学生会

議の恒例行事として定着させ、より充実した

ものにしていってほしいと思う。今後に期待

したい。

（小平 純生）

関西側フィールド・トリップ

東京で行なわれたフィールド・トリップは関西でも2つ行なった。1つは大阪大学助教

授で日系アメリカ人のチャールズ・ユウジ・堀岡氏により最近の日米摩擦について様々

な観点から意見をお聞きした。また2つ目は関西でNGOの中心的な団体であるアジア

協会・アジア友の会の責任者である村上公彦氏を訪ねNGO活動の現状と問題について

講演をしてもらい、また当協会で毎年主催しているワークキャソプのビデオなどを見せ

て頂いた。 （山口 忍）

〈直前合宿（7月20～21日)>

いよいよ目前に迫った渡米と本会議にむけ

て、準備も最終段階にある。一部の大学では

前期末の試験期間であったため、最初から全

員が揃うことはできなかったが、互いの協力

と個人の責任で補っていくということでプロ

グラムは進められた。

まず我々の主催団体、国際教育振興会の会

長であり、かつ日米学生会議創設者の一人で

ある板橋並治氏から激励の言葉があった。氏

の言葉で浮き立つ心を引締めて、分科会やフォー

ラムの活動の打合せをする。会議の全体スケ

ジュールを確認し、テーマ・デイスカッショソ

やLanguageCircleなど各自が担当している

係からの連絡がある。日本文化紹介の一環で

あり、かつエソターテイメソトであるジャパ

ソ・ナイトの練習もする。全体合宿以来会っ

ていなかった仲間もいるが、互いの定例会の

様子は通信によってある程度把握しており、

別々に準備したことを組合わせることは楽し

い◎
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アソカレッジまでは、韓国とシアトルを経

由する複雑で長時間の旅となる。当日の動き

を確認し、乗換えやチケットの受渡しについ

て、細かいチェックがすめば、あとは荷物を

まとめ早朝の出発に備えて眠るだけだ。

111．会議後の活動

く報 告 会〉

夏の本会議が無事終了し、その後片付けや

事務的な仕事の大部分が一段落した十月の半

ば、国立オリソピック記念青少年総合セソター

にて、第42回日米学生会議の報告会を行った。

書やこの和文報告書をお送りすることで会議

の報告に替えている。今回の報告会は、会議

の説明会の参加者や、我々には先輩に当たる

日米学生会議OBを対象とした。

当日はあいにくの雨空であったが、予想し

ていた以上の人々が集まった。第42回会議の

概要を説明したあと、会議中に録画したビデ

オを上映しながら、ひとつひとつの行事につ

いて解説を加えていった。そのあとは会議の

参加者が数人、各人の印象に残ったこと、体

得したもの、これから生かしていきたいこと

等を話した。一連の発表がおわった後は、飲

物を片手にスナックをつまみながら交流会。

我々が持参した写真を眺めつつ、様々な質問

が飛び交い、談笑の輪が広がる。同じ年代の

者同士でフランクに話す中で、この会の目的

は十分果たすことができたと思っている。

（寺田恭子）
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これは準備期間の活動も含めて、私逹がつま

づきながらも築いてきたものを、できるだけ

多くの人々に知らせることにより社会とのつ

ながりを保ちたいという気持ちに端を発した

企画であった。賛助団体を初めとして今迄に

公式に御協力いただいた方々には、事業報告

脚
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得意としない参加者がアメリカ人と友情を深

めているのを横目に、私は友達すら出来ない

で終わるのでは、と毎日泣きたい思いで一杯

だった。

結局私は一年目(41回会議）では、自分の

殻を破れなかったのである。表面的には、と

ても積極的で外向的であるにもかかわらず、

周りに透明の殻をつくり人との深い関わりを

避ける。まるで殻を割ったゆでたまごについ

ている薄い膜のようなもの。JASCに参加

しなければ、気付くことすら出来なかった本

当の自分。もう一度チャソスをもらい、今度

はそんな自分を変えてみたい。そう思って私

は実行委員に立候補した。

|■■ ョ■則

第4部 エッセイ集

JASCとわたし

島田 麻子

サンフラソシスコでのJASC最後の日か

らほぼ3か月がたった。しかしいまでもJA

SCを思うとき、頭が妙に混沌とした状態に

なる。

私がJASCを知ったのは、今から約2年

前のある冬の日、一枚のポスターからであっ

た。大学生活も2年目になると、新駕珠を失っ

ていく。何かここで違ったことをしたいな。

そんな軽い気持ちで応募した。まさかそのJ

ASCは私の人生の転換期となろうとは。

最初の「カルチャーショック」は一年目の

全体合宿のときであった。他の日本人参加者

が、個性をきらきらと輝かせ、話に花を咲か

せている。これこそ私が求めていたものとい

う気持ちの反面、自分が小さく情け無く感じ

た。

騒興L
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実行委員としての一年は、長かった。本

当にいろいろなことがあって、全て記すには

まだ生々しすぎるほどだ。しかし全体を通し

てこの一年はやはり私にとって辛いものであっ

たことは確かだ。といっても仕事がつらかっ

たわけではない。10人の仲間とああでもない、

こうでもないと議論を戦わせ時には険悪にな

るほどよく話した。サソチェーソで夜御飯を

買って、みなでわいわいと食べる毎日。笑い

と冗談と歌声（？）が絶えない事務所で、皆

と居るときが一番楽しかったし、居心地もよ

かった。しかしひとり家に戻ると、何故か辛

くなってくる。上手くは説明出来ないが、あ

えて名付けるとすれば自分が実行委員という

＃

f、

＃

鍵蝋； 竃

2度目の「カルチャーショック」は、本会

議中に起こった。アメリカ人参加者と話せな

い！帰国子女であり、英語を専攻としている

私であるのにいざアメリカ側参加者を前にす

ると、何を話すかというよりはいかに上手に

みえるように話すかに気がとられる。英語を
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プレッシャーに耐えられない辛さであった。

仕事の丑と責任一いづれも私の想像以上のも

のであったし、何よりも辛かったのは、それ

らを仲間が楽々とこなしていく姿をみること

だった。やはり私は実行委員に相応しくない

－何度かは挫折をしかけ、その度皆にすごく

迷惑をかけてしまった。学校・バイト・家族

とJASC。それら全てを上手くやりこなそ

うとし、結局全てが中途半端になってしまっ

た様な気がする。10人のなかの私の存在とは

一人はそれぞれ別の役割をもち組織に貢献す

ることで、上手く運営されていく。果たして

私は、何をもって42回JASCに貢献したの

だろうか。

JASC中、私はいろんな人からアグレッ

シブ（攻撃的）だと言われた。何だか自分の

知らない自分がJASCのなかで一人歩きを

し、勝手な振る舞いをしているような気分が

した。自己嫌悪、劣等感、嫉妬心、だらし無

さ－実行委員の活動を通して私は自分が持つ

ありとあらゆる嫌な面を見せつけられた。J

ASCはよく裸のつきあいができる場所、と

いうolヶ月もの共同生活を通じてお互いの

真の部分がみえてくる。ということは、自分

の本当の姿もみえてくる。どんなに嫌でも自

分が今まで覆い隠してきたものと直面してい

かなければいけない場所－それがJASCで

ある。ならばそのJASCで見つけた本当の

自分とどのように今後つきあっていくか－そ

れが私への今後の課題であろう。

最後ではあるが、こんな未熟な私を支え、

励まし続けてくれた委員長をはじめとする実

行委員の皆さん、毎晩帰りが遅くなっても1

年間黙って見守って付き合ってくれた両親に

感謝の意を表したい。ありがとう。そしてこ

れからの私もよろしく。

JASC－夏からの旅立ち

島村 治子

最初に言葉を探さなければならない。「嵐

のような」「夢のような」……。嘘ではない。

でも何か足りない。しっくりこない。

あれから3か月が過ぎた。アラスカで凍え

ながら買ったセーターの温もり、が再び懐か

しくなった。今となっても、JASCを表す

言葉は見つからない。この夏のことを忘れて

しまった訳ではない。出会った人と初めて話

した時の霧のかかった様な不思議な距離感も、

アラスカの朝露も冷たい雨も、熱に浮かされ

た様に夢中で話したことも。シアトルの夕景、

バスのなかでのざわめき、寮のホールの照明。

真剣に語る瞳、優しくうなずく顔。夢中で話

した後の心地よい脱力感。最後のミーティソ

グの熱くてしょっぱい空気。そしてみんなが

私を呼ぶ声、声。どれもしっかり思い出すこ

とができる。このひとつひとつの断片と感覚

をつなぎあわせるものが、私にとってのJA

SCなのかもしれない。

JASCを通して、いろいろな素晴らしさ

を知った。週末に会える人からもらう手紙の

嬉しさ。真正面から意見をぶつけてくれる勇

気。そっと支えてくれるさりげない優しさ。

問いかけたことへの確かな反応。夢中になる

こと。自分をさらけ出すこと。初めは耳鳴れ
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なかったJASCという響きも、遠く届きそ

うになく思えた募集要項の内容も、みんなと

出会って一緒に走り出してゆくうちに、少し

ずつ身近になってきた。もちろん全てを尽く

せたとは思っていない。輝いているみんなが

素晴らしすぎて、自分の存在がぐらぐら揺れ

てしまったこともあった。何よりももっともっ

と話したかった。自分自身の努力が足りなかっ

たこと、反省すべきことはたくさんある。で

も後悔はしていない。

夏は終わった。あの80人が再び一同に会す

ることは、もうないだろう。しかし私のJA

SCに対する思いは尽きることはない。

織灘…ｻ〒 ＝

JASC後遺症

津守佳代子

実のところ、私は清々していたのである。

もう毎日のように事務所に通う必要もない。

明日のスケジュールを頭の中で反復する義務

もない。実行委員としての私の役目は終わっ

た。

日本に帰った翌日の夕方、私は既に暇をも

て余していた。決してピザやサンドイッチで

ない夕食も、畳の部屋も、何か月ぶりに会う

家族でさえも、どこかしらちぐはぐな感じが

した。確かに、そこはくつろぐことのできる

場所には違いなかった。唯、私には居心地が

良すぎた。

9月。体は大学に戻っても、心は戻り切れ

なかった。読みたくてたまらなかった本を机

の上に広げても、30秒とたたないうちに頭は

別のことを考えていた。キャンパスでは、自

分がまるでよそ者のような気がした。

友人と話していても、言葉の通じない外国

人と向かい合っている様だった。夏の1か月

間を共有していないというだけで、会話が行

き詰まってしまう。私にとって、JASC以

外のことは重要性を持たなかったからである。

重度のJASC後遺症であった。

JASCはまだ始まったばかりだ。ポスト

に舞い込む手紙や突然かかってくる電話で、

その確信は一層強くなる。私はいま新しいつ

ながりのなかにいる。80人のJASCerが、

ひと夏かけて紡いだ糸。そのひとりひとりを

つなぐ見えない糸が、太平洋の上で錯綜して

いる。ただ美しく感傷的な想い出に終わらな

b,JASCの素晴らしさを改めて感じ、そし

て気がついた。この絆こそがJASCを支え、

育んできたのだと。

最後にひとつ、思いついた言葉がある。こ

の夏の出会いを、偉大なる出発点を私にもた

らしてくれたすべての人に、ありがとう。
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JASCと関わった1年半、とりわけ実行

委員としての1年は、私がこれまで生きてき

た22年間に殆ど等しい価値を持つ。それがプ

ラスの価値であるのかマイナスの価値である

のか分からない、と以前私は誰かに言ったこ

とがある。

第一に、費やした時間が膨大過ぎる。実行

委員という使命を与えられた以上、当然のこ

とだ。準備が忙がしくなるにつれ、眠る時間

が削られ、勉強する時間が侵食された。朝早

くから夜遅くまで事務所に閉じ込もらなけれ

ばならなかった日も稀ではない。実行委員の

仕事以外には何もできなかった。

人間について沢山のことを学んだ。本会議自

体、別人の人間から構成される小社会である。

一人一人の間には、共通点よりも相違点の方

が遙かに多い。lか月の、一生かかっても消

化し切れない程の体験が凝縮された共同生活

を経て、我々はお互いの個性を認め合った。

そして、JASCerというひとつの名前で呼

ばれる、JASCという家族の一員となった。

本会議後しばらくの間、私をさいなんだ異

和感は、このJASCerの血に由来するもの

であった。ならば、JASC後遺症は、極め

て正常な疾患であると言わざるを得ない。加

えて、それは完治不能の慢性病である。

JASCerは、アメリカの、日本の、世界

中のどこに散らばっていようと、ひとつの絆

で結ばれている。例え日々の生活に追われて

いても、各々の心のどこかに存在し続ける。

この夏の想い出と共に。

秋が深まるにつれ、私のJASC後遺症も、

目立った症状を見せなくなってきた。唯、時

折一図書館の一隅に座っている時、満員電

車に揺られている時、夜床に就く時、あの一

か月の出来事はまざまざとよみがえる。結局、

私はJASCから離れられそうにもない｡J

ASCという家族の一員なのだから。

そして、神経は今にも壊れんばかりに摩耗

していた。電話をかける度に断わられる賛助、

滞りがちなアメリカ側との通信、噛み合わな

い実行委員会内での議論一苛々は募り、精

神不安定になっているのが自分でもよく分か

る。目の前にresignという単語がちらついた

ことさえあった。

一方、想い出というものは、それから遠ざ

かれば遠ざかる程、磨かれて美しくなってい

くものである。哀しみは喜びに、苦しみは楽

しみに、その姿を変える。この場合も例外で

はない。今となっては全て良い想い出、など

という陳腐な言い回しがしっくりくるのだ。

実際、この投資によって得られた利益は測

り知れない。知識も、経験も、そして何より、

軒
鍵

蚤

湧 捜
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長 い 旅

寺田 恭子

ふと思い出せば次々と

湧き出てくるのに流れていかない

その中に浸っているのも悪くはないけれど

海へ行くため 流れを作ろう

山の泉を出た水が 川となって海に達し

やがて蒸発して雲となり

再び山の上の泉に降り注ぐ

昔教科書で見た あの長旅の図のように

澱んでにごってしまう前に

海へ行くための流れを作ろう

なんだかどこかでせき止められて

流れていかない

皆が緊張してカリカリしていた頃

やっと辿りついた頂上で食べたリンゴ

ぼんやりと寝そべっての言葉遊び

海に映る美しい太陽を眺めれば

点々と増えてゆく天と地の灯

フォーマルウェアで歩くビルの影

学生街のエスプレッソの匂い

真っすぐに、或いはふらふらと

高く低く飛ばされるフリスビーのように

交わされる辛いこと 浮いたこと

昔話 今の話 これからの話

還るための泉は

いつでもここにある
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実行委員への手紙一新参加者を迎えるにあたって－

実際、からだは一つの肢体だけではなく多くのものからできている。…目は手にむかって、

「おまえはいらない」とは言えず、また頭は足にむかって、「おまえはいらない」とも言えない。そ

うでなく、むしろ、からだのうちで他より弱く見える肢体が、かえって必要なのであり、からだのう

ちで、他のよりも見劣りがすると思えるところに、ものを着せていっそう見よくする。麗しくない部

分はそうする必要があるが、麗しい部分はそうする必要がない。神は劣っている部分をいっそう見よ

くして、からだに調和をお与えになったのである。それはからだの中に分裂がなく、それぞれの肢体

がお互いにいたわり合うためなのである。もし一つの肢体が悩めば、ほかの肢体もみな共に悩み、一

つの肢体が尊ばれると他の肢体もみな喜ぶ」

『コリソト人への第1の手紙12章14節～27節』

野

瑠
』 聴燭

＝ E

鰯

需幾
除 41
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ま ．
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鴬′，鍵：

朝曽-‐蹄
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脅
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第42回日米両実行委員
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彼／彼女でなければできなかった役割を果た

しているのだということです。我々はJASC

という場に集まって一つの組織を形成してい

るのです。その中でお互いが欠けがえのない

ものとしてその必要性を感じ、強め合う関係

ほどその組織を強くするものはないとおもい

ます。足りないものを補い合うということは

実にむずかしい。けれど、僕は選考合宿のと

きに僕たち10人には出来ると確信しました。

山口 忍

これは使徒パウロが分裂していた教会に宛

てて送った書簡ですが、まさにJASCにも言

えることだと思います。これまで日本側実行

委員（疋C)10人それぞれ（もちろんアメリ

カ側も）の思いでJASCをつくるために今日

まできたわけです。それぞれが文字通り役職

に就き、JEC間の人間関係においても様々な

役割を果たしてきたと思います。これまで8ヶ

月余りいろいろなことがあったけれど、先日

の選考合宿の時に思ったことは、一人一人が
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蝿 霧
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第42回日米学生会議：主催、後援、賛助団体

催
援 財団法人 国際教育振興会

外務省

国際教育交換協議会(CIEE)

日米文化セソター

主
後

賛助団体・賛助者

株 式 会 社 大 丸

太陽神戸三井銀行

株式会社大和銀行

大和證券株式会社

武田薬品工業株式会社

株式会社竹中工務店

株式会社中外製薬

株式会社中部電力

デュポソジャパソリミテッド

株 式 会 社 電 通

東京海上火災保険株式会社

東京急行電鉄株式会社

株式会社東京銀行

東京電力株式会社

株 式 会 社 東 芝

東 燃 株 式 会 社

東洋信託銀行株式会社

凸版印刷株式会社

トヨタ自動車株式会社

ニッカウヰスキー株式会社

日興證券株式会社

日産自動車株式会社

日商岩井株式会社

日清食品株式会社

西日本電設株式会社

日本アイビーエム株式会社

日 本 医 師 会

株式会社日本航空

株式会社日本興業銀行

ｱｰｻｰﾔｿ…廿弗…

鍔tｱｲﾋｰｲｿﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

旭硝子株式会社

アサヒビール株式会社

味の素株式会社

ｲｰｽﾄﾏｿ･ｺﾀｯｸ･ｼｬﾊｮ癌t

財団法人石橋財団

株式会社伊勢丹

伊藤忠商事株式会社

株式会社イトーヨーカ堂

エッソ石油株式会社

大阪ガス株式会社

株式会社大林組

オムロソ株式会社

鹿島建設株式会社

カルテックス･ｵｲﾙ…ニ

川崎製鐡株式会社

観 角 証 券

関西電力株式会社

キッコーマソ株式会社

株式会社九州電力

協栄生命保険株式会社

共同石油株式会社

京都日産自動車株式会社

株式会社協和銀行

財団法人神戸国際交流協会

株式会社神戸製鋼所

神 戸 日 米 協 会

国際証券株式会社

株式会社埼玉銀行

財団法人サソトリー文化財団

三洋証券株式会社

三洋電機株式会社

株式会社三和銀行

秀 和 株 式 会 社

社団法人証券投資信託協会

社団法人信託協会

新日本製鐡株式会社

住友海上火災保険株式会社

株式会社住友銀行

住友金属工業株式会社

住友建設株式会社

株式会社住友商事

住友信託銀行株式会社

住友スリーエム株式会社

住友生命保険相互会社

住友不動産株式会社

株式会社西武百貨店

社団法人生命保険協会

積水ハウス株式会社

セコム株式会社

ソニー株式会社

株式会社第一勧業銀行

第一生命保険相互会社

大正海上火災保険株式会社

大成建設株式会社

株式会社ダイナヮード

ダイハツエ業株式会社
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三菱重工株式会社

三菱商事株式会社

三菱信託銀行株式会社

宮 澤 喜 一

明治生命保険相互会社

安田火災海上保険株式会社

安田信託銀行株式会社

安田生命保険相互会社

山一證券株式会社

山種証券株式会社

雪印乳業株式会社

財団法人吉田国際教育基金

株式会社ロイヤルホテル

藤沢薬品工業株式会社

富士ゼロックス株式会社

富士通株式会社

本田技研工業株式会社

松下電器産業株式会社

マツダ株式会社

株 式 会 社 松 屋

丸 紅 株 式 会 社

三井信託銀行株式会社

三井不動産株式会社

三井物産株式会社

株式会社三菱銀行

三菱地所株式会社

三菱自動車工業株式会社

社団法人日本自動車工業会

社団法人日本證券業協会

日本信託銀行株式会社

日本信販株式会社

日本生命保険相互会社

株式会社日本長期信用銀行

日本電気株式会社

野村證券株式会社

跨璋:コーポレーション

株式会社阪急百貨店

株式会社日立製作所

ファイザー製薬株式会社

富士火災海上保険株式会社

株式会社富士銀行
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第43回日米学生会議のお知らせ

第43回日米学生会議は1991年7月23日から8月18日までの4週間にわたり、東京・新潟北海道を舞
台に行なわれる予定です。

1934年の創設以来、日米学生会議は「世界平和への貢献」という崇高な理想を掲げ、その下で相互

理解と信頼を築こうとすると試みに弛まぬ情熱を傾けてきました。こうした基本理念は今日なお変わ

ることなく受け継がれていますが、世界各国が国境を越えて地球として動くようになった今日、つい

忘れがちである個人の可能性、しかも日本人として、アメリカ人としてではなく、地球人としての役

割を自覚する必要があるのではないかと考え、「出会いと模索一地球意識の形成に向けて」を総合
テーマとして掲げました。

会議は総合テーマの下、10の分科会と2つのフォーラムをはじめとした各種プログラムからなり、

率直な意見交換を通して相互理解を深める場となりましょう。そして、その基盤となるのは日米の学

生80名による共同生活です。寝食を共にし、4週間にわたって会議を作り上げてい過程では、個性を

ぶつけあい、生活習慣、価値観文化の違いといったものに遭遇し、時には悩み苦しみながらも、その

体験を通して「異なる考えかたを学びとる」姿勢を身につけるでしょう。そしてその体験は、相互理

解への取組として、密度の濃い、他では得難いものとなるでしょう。

なお分科会・フォーラム・コロキアム・シンポジウムは以下のものを予定しています。

分 科 会社会の圧力と個人国際社会とマスメディア企業と発展途卜粁会

スポーツと社会科学技術と社会文化と宗教我々と変容する社会

現代社会と法制度歴史と社会制度見えない隣人とわたし達

フォーラム 民族問題 安全保障問題

コロキアムコミュニケーション個人としての男女の平等

シンポジウム 貿易問題

以上のほかにも会議を、単に机上の空論で終わらせないために、実地研修など様々なプログラムを

用意しています。

第43回日米学生会議実行委員会

日本側実行委員長 大塚雄三
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編集後記

たかが学生、されど学生。その学生に何ができるか。学生として何を

すべきなのか。それらを常に考えさせられる会議でした。第42回日米学

生会議は終わりました。しかし、我々会議参加者にとってはこれが始ま

りです。夏一ヶ月間の経験から得たものをこれから各人がいかに消化し、

そしてその栄養をどのように使っていくかが問題なのです。始まりであ

るこの素晴らしい会議を援助し、ご支援下さった方々へのご報告に代え

させて頂きたく思います。

報告書の発行が予定より随分遅れてしまったため、皆様には大変ご迷

惑をおかけしました。編集貝一同深くお詫びすると共に、原稿の執筆に

ご協力下さった方々に感謝いたします。最後になりましたが、この会議

を陰に日向にお支え下さった皆様に心より御礼申し上げます。ありがと

うございました。

(小平 純生）

第42回日米学生会議

和文報告書

編集者 石田昌隆 田村 豊

金井 隆 津守佳代子

胡口唯子 寺田恭子

小平 純生 山口 忍

島田 麻子 吉原 真里

島村 治子
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財団法人 国際教育振興会内

日米学生会議事務局
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